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令和８年第２回嬬恋村議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第１号） 

 

                     令和８年３月３日（火）午前１０時０３分開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 行政報告 

日程第 ５ 諮問第 １号 人権擁護委員候補者の推薦について 

日程第 ６ 承認第 ５号 令和７年度嬬恋村一般会計補正予算（第５号）の専決処分の承認 

             について 

日程第 ７ 承認第 ６号 工事請負契約の工期変更の専決処分の承認について 

日程第 ８ 承認第 ７号 工事請負契約の工期変更の専決処分の承認について 

日程第 ９ 議案第 ２号 令和７年度嬬恋村一般会計補正予算（第６号）について 

日程第１０ 議案第 ３号 令和７年度嬬恋村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）につ 

             いて 

日程第１１ 議案第 ４号 令和７年度嬬恋村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）に 

             ついて 

日程第１２ 議案第 ５号 令和７年度嬬恋村介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

日程第１３ 議案第 ６号 令和８年度嬬恋村一般会計予算について 

日程第１４ 議案第 ７号 令和８年度嬬恋村国民健康保険特別会計予算について 

日程第１５ 議案第 ８号 令和８年度嬬恋村後期高齢者医療特別会計予算について 

日程第１６ 議案第 ９号 令和８年度嬬恋村介護保険特別会計予算について 

日程第１７ 議案第１０号 令和８年度嬬恋村簡易水道事業会計予算について 

日程第１８ 議案第１１号 令和８年度嬬恋村上水道事業会計予算について 

日程第１９ 議案第１２号 令和８年度嬬恋村下水道事業会計予算について 

日程第２０ 議案第１３号 嬬恋村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める 

             条例の制定について 

日程第２１ 議案第１４号 嬬恋村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 
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             の制定について 

日程第２２ 議案第１５号 嬬恋村災害弔慰金の支給等に関する条例の制定について 

日程第２３ 議案第１６号 嬬恋村小口資金融資促進条例の一部改正について 

日程第２４ 議案第１７号 嬬恋村職員の給与に関する条例の一部改正について 

日程第２５ 議案第１８号 嬬恋村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部改正 

             について 

日程第２６ 議案第１９号 嬬恋村会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部 

             改正について 

日程第２７ 議案第２０号 嬬恋村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部 

             改正について 

日程第２８ 議案第２１号 嬬恋村辺地総合整備計画の策定等について 

日程第２９ 議案第２２号 工事請負契約の変更について 

日程第３０ 議案第２３号 指定管理者の指定について（嬬恋村デイサービスセンター） 

日程第３１ 請願書、陳情書等の委員会付託について 

日程第３２ 議員派遣の件について 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

──────────────────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

     １番  黒 岩 智 未 君      ２番  土 屋 哲 夫 君 

     ３番  伊 東 正 吾 君      ４番  下 谷 彰 一 君 

     ５番  黒 岩 敏 行 君      ６番  石 野 時 久 君 

     ７番  佐 藤 鈴 江 君      ８番  土 屋 幸 雄 君 

     ９番  松 本   幸 君     １０番  伊 藤 洋 子 君 

    １１番  大久保   守 君     １２番  大 野 克 美 君 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 



－3－ 

村 長 熊 川   栄 君 副 村 長 黒 岩   彰 君 

教 育 長 地 田 功 一 君 総 務 課 長 熊 川 明 弘 君 

会計管理者兼 
税務会計課長 宮 﨑 由美子 君 未来創造課長 黒 岩 孝 義 君 

交流推進課長 小 林 千 速 君 住 民 課 長 望 月 浩 二 君 

健康福祉課長 野 寺 美 枝 君 建 設 課 長 黒 岩 建五郎 君 

農林振興課長 土 屋 和 彦 君 上下水道課長 黒 岩 治 信 君 

観光商工課長 竹 渕 幹 雄 君 
教 育 委 員 会 
事 務 局 長 宮 﨑   清 君 

──────────────────────────────────────────── 

事務局職員出席者 

議会事務局長 目 黒 康 子   書 記 横 沢 右 京   
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開会 午前１０時０３分 

 

◎開会及び開議の宣告 

○議長（佐藤鈴江君） 皆さん、おはようございます。 

  本日は体調管理のための水分補給を許可しますので、自己管理の下、水分補給を行ってく

ださい。 

  ただいまの出席議員は12名であります。地方自治法第113条の規定による定足数に達して

おりますので、令和８年第２回嬬恋村議会定例会は成立いたしました。 

  よって、ただいまから開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（佐藤鈴江君） 本日の議事日程は、別紙日程表のとおりといたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  会議規則第124条の規定により、本定例会の会議録署名議員に、９番、松本幸議員、10番、

伊藤洋子議員を指名いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎会期の決定 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第２、会期の決定を行います。 

  本定例会の会期は、本日から３月13日までの11日間としたいと思いますが、これにご異

議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から３月13日までの11日間と決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎諸般の報告 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第３、諸般の報告を行います。 

  初めに、監査委員から例月出納検査報告書12月から２月分及び定期監査の結果についてを

受理しましたので、配付のとおり報告をします。 

  また、本職において決定した議員派遣の結果並びに12月定例会以後の主な諸行事は、お手

元に配付したとおりであります。 

  最後に、２月24日に開催されました議会運営委員会の報告を行います。 

  議会運営委員長の報告を求めます。 

  土屋運営委員長。 

〔議会運営委員長 土屋幸雄君登壇〕 

○議会運営委員長（土屋幸雄君） 議会運営委員会の会議結果を報告いたします。 

  当委員会は、２月24日及び27日に委員会を開催し、当局から村長、副村長、総務課長の

出席により、令和８年第３回議会定例会の運営について協議をいたしました。 

  第２回議会定例会の会期は３月３日から13日までの11日間とし、一般質問の通告期限は

９日午前10時までと決定をいたしました。 

  提出予定案件は、諮問１件、承認３件、議案22件です。主な内容といたしましては、各会

計の令和７年度補正予算並びに令和８年度当初予算、村条例の制定及び一部改正、工事請負

契約の変更についてなど、提案される予定となっております。 

  また、当局から、提出議案並びに課題となっている案件の説明を行いたいとの要望があり、

３日の全員協議会にて行うことと決定をいたしました。 

  なお、令和８年度予算の審査については、議員全員による予算審査特別委員会を設置し、

３月４日から６日に行うことと決定をいたしました。 

  今回、請願、陳情等については、陳情２件の提出がありました。協議の結果、請願、陳情

文書表配付のとおり付託することと決定をいたしました。 

  各常任委員会並びに特別委員会は３月９日に開催することと決定をいたしました。 
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  また、一般質問について、これまでと同様に一問一答方式で行うことと決まりました。 

  以上で、議会運営委員会の報告を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎行政報告 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第４、行政報告を行います。 

  村長から、行政報告を行うための発言が求められておりますので、これを許可します。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 令和８年３月議会につきまして、行政報告をさせていただきます。 

  まず最初に、激動する世界と日本の情勢についてでございますが、世界情勢について触れ

させていただきます。 

  去る２月28日にアメリカとイスラエルがイランへの攻撃を開始しました。我が国では中東

からの石油や液化天然ガスなど、エネルギーの90％を中東諸国から輸入しており、今後の国

内経済への影響が懸念されます。 

  長引くロシアとウクライナの紛争、そして2023年10月に発生したイスラエルとパレスチ

ナ間の衝突は、国際社会に大きな影響を与えました。特に自由主義国家と権威主義国家の対

立の激化する中、私たちの経済にも影響が出ております。国際経済の不確実性の高まる中、

村の財政運営にも政策運営にもその影響が表れる可能性があると思っております。こうした

情勢を踏まえ安定した行政運営を行うため、より一層の努力が必要だと認識しております。

政治の動き、国際情勢の動きをしっかりと認識しながら、村政の執行に努めてまいりたいと、

こう思っております。 

  また、先日終了いたしましたミラノ・コルティナ冬季オリンピックは、スポーツを通じた

国際交流の重要性を再認識させていただきました。まだこれからパラのほうのオリンピック

がございますけれども、今後も私たちは国際的な視野を広げるとともに、地域活性化に向け

た新たなスポーツを通じた取組を進めていきたいと考えております。 

  国や県の予算の動向についてでございますが、昨年の11月29日の国の補正予算が物価高

対策として緊急経営対策として地方創生活性化交付金として、我が村でも１人当たり１万

5,000円の商品券を配布させていただきました。ガソリンの低率減税廃止による価額の引下
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げ、電気料金の１世帯当たり7,200円ほどの引下げ、18歳未満の子供に一律２万円の給付、

さらには人事院勧告による物価上昇率に見合う公務員の報酬の引上げなどが実施されたとこ

ろでございます。 

  その後、衆議院選挙が行われ、国会では来年度予算審議が行われております。政府の提出

予算案は令和８年度当初予算でございますが、史上最大規模の122兆3,092億円となってお

ります。特に税収がリーマンショック時には39兆円であったのですが、予算編成、今回の国

の予算では83兆7,350億円、つまり39兆円が83兆円以上の税収が増えておるという予算編成

になっておるところでございます。 

  また、過去最大の予算規模でございますけれども、義務的な経費であります社会保障費、

あるいは防衛費は上昇しております。私たちの村につきましても関わりのある国土強靱化予

算、あるいは土地改良関係予算、あるいは義務的経費につきましては、子ども・子育て予算

が多くの予算がございますけれども、これらをしっかりと確認しながら対応してまいりたい、

こう思っておるところでございます。 

  現在では２月20日に閣議決定を経て国会に提出され、３月末の成立を目指して審議が行わ

れておるところでございます。この中には公立小学校の給食費の無償化予算、１人につき月

額5,200円、また、私立高校授業料の年間45万7,000円の補助等が盛り込まれ、地方交付税

で補塡するとされておるところでございます。 

  群馬県の予算についてでございますが、既に県議会のほうで審議をされております。これ

も史上最高の予算額となっております。特に税収でございますが、リーマンショックの後、

いわゆる2008年前後ですと税収は2,000億円前後でございました。次年度の県の税収は

2,800億円とされております。つまり税収が800億円増えて、今までの最高の予算編成とな

っておるところでございます。 

  私どもの町村、特に嬬恋村にとって、どういうことが国、あるいは県の予算が我が村に関

係があるのかをしっかりと確認しながら、対応してまいりたいと思っておるところでござい

ます。 

  続きまして、嬬恋村の動向と施策についてお話をさせていただきます。 

  現在、村では財政再建を最優先に進めており、効率的な予算配分と事業運営に取り組んで

おります。特に教育費、保育費、通学費、医療費の無償化が進んでおり、これらの施策は地

域の負担軽減に大いに貢献しておると思います。特に、ここ３か年はサーラ嬬恋の完成で大

きな予算を投入しましたが、今後も課題に対応するための支出も必要であるため、引き続き
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財政の健全化を図りながら、効率的な予算運用を行ってまいりたいと考えております。 

  中でも公共施設の再編並びに役場庁舎の建設の件でございますが、これまでに策定いたし

ました第６次嬬恋村総合計画を基に着実に進めてまいりたいと思います。この計画に基づき、

村民の皆様の生活に密接に関わる施設の再編が行われるとともに、新たな庁舎建設の準備を

進めてまいりたいと思います。 

  また、上信自動車道の関係でございますが、嬬恋バイパスの整備区間が格上げされ、事業

費が433億円とされております。さらに鳥居峠の国代行協議も始まり、これからの地域の交

通インフラが大きく改善される予定でございます。交通の利便性が向上すれば地域経済にも

大きな恩恵をもたらすことが期待されます。公共施設再編と上信自動車道の整備に合わせて、

次年度は未来の嬬恋を目指すグランドデザインをしっかりと策定してまいりますので、議員

の皆様方のご理解とご協力をお願いしたいと思います。 

  村内の経済状況でございます。 

  日本一のキャベツの村、第１次産業でございますが、農業及び林業の関係でございますが、

いよいよ春も終わり種まきも始まっておる状況でございます。一昨年の６月に農業の憲法で

ございます食料・農業・農村基本法が改正されました。現在、今後の５か年間で重点的に今

後の農業の在り方が検討されておるところでございます。この動向を私たち第１次産業、キ

ャベツ日本一の村の今後をしっかり引き継ぐためにも、政府の動向並びに県の動向をしっか

り確認しながら、第１次産業に取り組んでまいりたいと思っております。 

  環境保全型農業の推進、有害鳥獣対策の推進、労働力の確保の課題、実習生から特定技能

に変わってきておりますが、外国人労働力の問題についてもしっかりと取り組んでまいりた

いと思っております。 

  第２次産業の関係でございますが、令和７年度につきましては入札が19回、43件、合計

６億8,381万円と前年比で１億1,600万円ほど少なくなっておりますが、しっかりとした地

域の安心安全のための国土強靱化等を含めまして、あるいは災害対応を含めまして取り組ん

できたところでございます。 

  今後におきましては、国土強靱化予算５か年の計画が今進められております。５兆円掛け

る５年以上ということでございましたが、昨年の政府のほうでは６月の骨太方針において20

数兆円という回答が出ておりますので、今後も引き続き村のために使えるお金をしっかりと

国のほうにも要請してまいりたいと思っております。 

  また、上信自動車道の関連関係で、予算も今後、その関連は上信道の本体につきましては
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国・県の予算でございます。村の予算ではございませんが、しっかりと対応してまいりたい

と思っております。 

  第３次産業の関係でございますが、10月から12月現在、村全体では調べによりますと34

万9,920人ほどの入り込み客数がございます。特に、冬のコンテンツ不足等により一層の閑

散期となってしまっていることは、これまでスキー場が地域の冬の雇用と経済を支えてきた

構図からすると、ちょっと大きなダメージとなってしまっていると思われます。 

  今後につきましても、インバウンド状況を確認しながら、しっかりと対応してまいりたい

と思っております。 

  続きまして、少子高齢化社会と活力ある地域社会を目指して検討を加えてまいりたいと思

っております。嬬恋村の現在に今年度18歳未満の子供たちに対して、先ほど申しましたが２

万円を国が給付するということでございます。この手続を進めておりますが、昨年の１月か

ら12月について生まれた子供が32人、お亡くなりになった方が160人という状況でございま

す。コロナの後、30人から40人の出生に対して、お亡くなりになる方が160人から170人前

後で推移しておるところでございます。 

  人口減少社会が加速度的に進んでおりますので、それに対応して、我が村でもしっかりと

考えていかなければならん、特に少子高齢化社会における活力、地域社会、どうあるべきか

についてしっかりと対応してまいりたいと思っております。 

  そんな中でございますが、その１つの手段として、関係人口の創出に努めてまいりたいと

思っております。住んでいる人の定住人口、そして交流する交流人口、さらには定住人口、

交流人口のプラスアルファで関係人口を国のほうでも施策として進めておるところでござい

ます。 

  定住者でも観光客でもない地域に深く関わる人を関係人口と申しておりますが、観光や仕

事で訪れた交流人口を関係人口へ引き上げることで、持続可能な村づくりを展開していきた

いと思います。 

  また、全体的な村の行政につきましては、ウエルビーイング、身体的、精神的、社会的に

良好な状態にある社会、地域住民の幸せのために、ウエルビーイングの社会を目指してまい

りたいと思っております。 

  近時、国内総生産も重要であるけれども、国民総幸福度が叫ばれるようになってきました。

嬬恋村民がより一層健康で文化的な生活ができる社会、幸福感が感じられる社会の実現に努

めてまいりたいと思っております。 
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  今までの12月議会以降の主な日程でございますが、詳細な日程につきましてはホームペー

ジをご覧いただきたいと思いますが、１月６日、群馬県賀詞交歓会、上毛新聞賀詞交歓会、

吾妻郡賀詞交歓会、１月７日、嬬恋消防団出初め式、嬬恋村賀詞交歓会、１月11日、嬬恋村

はたちのつどい、２月８日、第51回衆議院議員総選挙、第27回国民審査が行われました。 

  今後の予定でございますが、３月14日、国道17号・上信自動車道渋川西バイパス開通式

が渋川で行われます。また、３月26日、ＪＡ野菜生産者大会、４月５日、ＪＡ嬬恋総会、４

月29日、商工会安市みどりマラソン、７月５日、第18回嬬恋高原キャベツマラソンなどを

予定しておるところでございます。今後の詳細日程につきましては、ホームページをご確認

いただければと思っております。 

  今後も議会との連携をしっかり図りながら、地域との皆さん、各地域との連携、また、各

種団体との連携をしっかりと取りながら、村民一体となり、未来への構想を着実に実現して

まいりたいと思っております。今後とも議会と二元性の原則に基づいて、最大多数の最大幸

福を目指して行政運営をしてまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いをいたしま

す。 

  なお、来年度予算につきましては、予算審査特別委員会等もございますので、しっかりと

説明責任を果たし、また、議員の皆様方のご意見も賜りながら、説明責任を果たしてまいり

ますので、慎重審議ご指導いただき、ご承認賜りますようお願いを申し上げまして、私の行

政報告とさせていただきます。よろしくお願いをいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） これで行政報告は終わりました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎諮問第１号の上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第５、諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦についてを議題と

いたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦につきまして、提案理由の説

明を申し上げます。 
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  本村の人権擁護委員であります小林繁雄様におかれましては、本年６月30日をもって任期

が満了となります。同氏はこれまで６年間にわたり、人権擁護委員として人権相談や人権啓

発活動に多大なご尽力をいただきました。また、人柄、識見も高く地域事情にも精通され、

村民からの信頼も厚いことから、引き続き再任の候補者として適任であると考えます。 

  つきましては、人権擁護委員法第６条第３項の規定に基づき、議会の意見を求めるもので

ございます。適任であるとお認めいただき法務大臣に推薦したいと考えますので、何とぞご

審議のほど、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤鈴江君） お諮りいたします。本案については、全員協議会で意見調整し、再開

日に答申したいと思います。ご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、本案は全員協議会で意見調整し、再開日に答申することといたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎承認第５号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第６、承認第５号 令和７年度嬬恋村一般会計補正予算（第５号）

の専決処分の承認についてを議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 承認第５号 令和７年度嬬恋村一般会計補正予算（第５号）の専決処

分の承認につきまして、提案理由を申し上げます。 

  一般会計補正予算（第５号）は、補正額869万9,000円を追加し、歳入歳出総額それぞれ

90億8,423万2,000円とするものでございます。 

  緊急に予算の補正を行う必要が生じ、議会を招集する時間的余裕がないことから、嬬恋村

一般会計補正予算（第５号）の専決処分を行いました。 

  よって、地方自治法第179条第３項の規定により、本案を提出するものでございます。 

  詳細につきましては、担当課長より説明をさせますので、ご承認賜りますよう、よろしく

お願いをいたします。 
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○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） 承認第５号 令和７年度嬬恋村一般会計補正予算（第５号）の専

決処分の承認につきまして、詳細説明をさせていただきます。 

  歳入歳出の総額にそれぞれ869万9,000円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ90億8,423万2,000円とするものでございます。 

  本補正予算につきましては、衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審査の執行経費

となっております。 

  それでは、５ページをご覧ください。 

  歳入の補正につきましては、県支出金、総務費委託金としまして869万9,000円の補正で

ございます。 

  続きまして、６ページをご覧ください。 

  歳出の主な補正につきましては、選挙及び国民審査の執行に係ります立会人報酬や職員手

当、また、ポスター掲示版代や入場券の郵送代等となっております。歳出合計で869万

9,000円の増額となっております。この経費の全てを委託金で賄うことといたしました。 

  以上、雑駁ではございますが、補正予算の詳細説明とさせていただきます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

  10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） １点だけ、ちょっと質問したいと思います。 

  突然の衆議院選挙でテレビ等で見ていると、目の見えない方への対応として、点字投票と

かというのをやっている自治体を見たんですけれども、嬬恋村としてはそういった障害のあ

る方への対応、病気で入院している方とか、そういう方々への対応とかはどのようにされて

いるか説明していただければと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） ただいまの伊藤洋子議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  本村におきましても、病院に入院されている方に対しましては不在者投票の制度、それと

目の見えない方には、点字投票ができるようなご用意をさせていただいております。どうぞ
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よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ほかにご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、承認第５号は提案のとおり承認することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎承認第６号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第７、承認第６号 工事請負契約の工期変更の専決処分の承認に

ついてを議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 承認第６号 工事請負契約の工期変更の専決処分の承認につきまして、

提案理由を説明させていただきます。 

  令和７年度嬬恋村上水道石綿管更新事業大口径配水管布設替１期工事による工事請負契約

の工期変更の必要が生じ、令和８年２月２日付で専決処分しましたので、地方自治法第179

条第３項の規定により、本案を提出するものでございます。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、慎重なるご審議の上、ご承認賜り

ますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤鈴江君） 上下水道課長。 
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〔上下水道課長 黒岩治信君登壇〕 

○上下水道課長（黒岩治信君） それでは、承認第６号について、詳細説明をさせていただき

ます。 

  ２ページ目をご覧ください。 

  令和８年専決第２号、専決処分書、地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項の

規定により、次のとおり専決処分する。 

  専決処分の日付は２月２日となります。 

  専決処分事項。 

  １、処分事項、工事請負契約の工期の変更。 

  ２、処分内容。 

  １、工事名、令和７年度嬬恋村上水道石綿管更新事業大口径配水管布設替１期工事。 

  ２、契約工期、変更前、令和８年２月13日。変更後、令和８年３月23日。 

  ３、工事場所、嬬恋村大字鎌原地内。 

  ４、契約の相手方、群馬県吾妻郡嬬恋村大字芦生田410－２、上坂建設株式会社、代表取

締役、上坂真理。 

  工期の延長の理由ですが、第１配水池外の周辺に設置するためのフェンス及び門扉の納品

が遅れたため、工期内の完成が難しくなり、協議の結果、工期を３月23日まで38日間の延

長としたものです。 

  以上、詳細説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） 以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、承認第６号は提案のとおり承認することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎承認第７号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第８、承認第７号 工事請負契約の工期変更の専決処分の承認に

ついてを議題といたします。 

  地方自治法第117条の規定により、11番、大久保守議員の退場を求めます。 

〔１１番 大久保 守君退席〕 

○議長（佐藤鈴江君） 本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 承認第７号 工事請負契約の工期変更の専決処分の承認につきまして、

提案理由を説明させていただきます。 

  令和７年度今井簡易水道配水池築造工事による工事請負契約の工期変更の必要が生じ、令

和８年２月２日付で専決処分しましたので、地方自治法第179条第３項の規定により、本案

を提出するものでございます。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、慎重なるご審議の上、ご承認賜り

ますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤鈴江君） 上下水道課長。 

〔上下水道課長 黒岩治信君登壇〕 

○上下水道課長（黒岩治信君） それでは、承認第７号について、詳細説明をさせていただき

ます。 

  ２ページ目をご覧ください。 

  令和８年専決第３号、専決処分書、地方自治法（昭和22年法律第67号）第179条第１項の

規定により、次のとおり専決処分する。 

  専決処分の日付は令和８年２月２日となります。 

  専決処分事項。 

  １、処分事項、工事請負契約の工期の変更。 
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  ２、処分内容。 

  １、工事名、令和７年度今井簡易水道配水池築造工事。 

  ２、契約工期、変更前、令和８年２月13日。変更後、令和８年３月13日。 

  ３、工事場所、嬬恋村大字今井地内。 

  ４、契約の相手方、群馬県吾妻郡嬬恋村大字大笹293、大久保産業株式会社、代表取締役、

掘米睦広。 

  工期の延長の理由ですが、東京電力との電気の引込みに関する協議に時間を要したため、

工期内の完成が難しくなり、協議の結果、工期を３月13日までの28日間延長としたもので

す。 

  以上、詳細説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  これより討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、承認第７号は提案のとおり承認することに決定しました。 

  大久保守議員の入場をお願いします。 

〔１１番 大久保 守君復席〕 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案調査について 

○議長（佐藤鈴江君） お諮りいたします。日程第９、議案第２号から日程第30、議案第23
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号の各議案につきまして、本日、提案説明までさせていただき、議案の審議は中日９日に行

うこととし、本日から８日まで議案調査にしたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、日程第９から日程第30までの議案は議案提出のみとし、本日から８日まで議案調

査といたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の変更について 

○議長（佐藤鈴江君） お諮りいたします。日程第９から日程第12までは、いずれも令和７年

度補正予算関係の関連議案であります。 

  よって、この際、日程を変更し、日程第９から日程第12までを一括議題にしたいと思いま

す。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、日程は変更されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２号～議案第５号の一括上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第９から日程第12までを一括議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第２号 令和７年度嬬恋村一般会計補正予算（第６号）から議案

第５号 令和７年度嬬恋村介護保険特別会計補正予算（第３号）までご提出させていただき

ましたが、私からは一般会計補正予算（第６号）の概要を説明させていただき、一般会計の

詳細及び各特別会計につきましては、それぞれ担当課長から説明をさせますので、よろしく

お願いをいたします。 
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  一般会計は、歳入歳出それぞれ１億6,438万円を追加し、歳入歳出総額それぞれ92億

4,861万2,000円とするものでございます。 

  慎重なるご審議の上、ご議決賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤鈴江君） 初めに、議案第２号 令和７年度嬬恋村一般会計補正予算（第６号）

について、詳細説明を求めます。 

  総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） それでは、議案第２号 令和７年度嬬恋村一般会計補正予算（第

６号）につきまして、詳細説明をさせていただきます。 

  歳入歳出の総額にそれぞれ１億6,438万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ92億4,861万2,000円とするものでございます。 

  初めに、歳入の主な項目について申し上げます。 

  １ページ目をご覧ください。 

  村税につきましては、固定資産税の減免課税分の増額などによりまして全体で9,600万円

の増額を見込んでおります。また、11款地方交付税につきましては、普通交付税の決定に伴

いまして４億5,278万円の増額を計上いたしました。 

  続きまして、２ページ目をご覧ください。 

  一方、19款の繰入金につきましては、財政調整基金繰入金を４億5,585万2,000円減額し

まして財源の調整を図っております。このほか寄附金といたしまして、愛する嬬恋基金寄付

金などで5,546万5,000円の増額を計上しております。 

  次に、歳出の主な項目について申し上げます。 

  ３ページ目をご覧ください。 

  総務費につきましては、合計で7,136万8,000円を追加いたしました。これにつきまして

は、ふるさと納税管理運営事業におきまして返礼品調達費の増額、または未来技術社会実装

事業などの所要額を計上したものでございます。民生費につきましては、国民健康保険、ま

た、介護保険などの各特別会計への繰出金の精査によりまして2,306万2,000円の追加をい

たしました。 

  続きまして、農林水産業費でございます。県営事業負担金の確定や森林環境譲与税基金へ

の積立金などによりまして2,367万9,000円を追加しております。 

  土木費につきましては、9,061万3,000円を追加いたしました。主な内容につきましては、
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道路除雪事業の除雪委託料の追加でございます。 

  教育費につきましては、事業の確定等に伴いまして4,324万1,000円を減額しております。

主な要因につきましては、中学生海外交流派遣事業の中止、また、新嬬恋会館建設事業の精

査等でございます。 

  公債費につきましては、利子の確定によりまして799万5,000円を追加しております。 

  続きまして、５ページをご覧ください。 

  第２表、繰越明許費でございます。記載のとおり、全16事業が繰越しとなりまして合計金

額、事業費で３億2,965万9,000円となっております。新年度に繰越しをして事業を執行し

ていきたいというふうに考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  続きまして、６ページをご覧ください。 

  第３表の地方債補正でございます。事業費の確定に伴いまして公共事業等債を1,860万円

減額いたしまして限度額を変更するものでございます。 

  以上、雑駁ではございますが、補正予算の詳細説明とさせていただきます。どうぞよろし

くお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 次に、議案第３号 令和７年度嬬恋村国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）について、詳細説明を求めます。 

  住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） 議案第３号 令和７年度嬬恋村国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）につきまして、詳細説明をさせていただきます。 

  事業勘定では、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,192万8,000円を減額し、歳入

歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ15億7,777万6,000円とするものです。診療所勘定では、

歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ19万7,000円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ1,923万6,000円とするものであります。 

  それでは、主な予算科目について説明させていただきます。 

  ５ページをお願いいたします。 

  歳入の第１款保険税ですが、補正額の513万円を減額とするものです。この減額は直近の

保険税の調定額及び収納、納付状況から減額調整させていただくものであります。 

  続いて、第４款県支出金でありますが、普通交付金700万円の減、特別交付金292万9,000

円の減、合計992万9,000円の減額とするものです。 
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  普通交付金につきましては、７ページ、歳出の第２款保険給付費の出産育児一時金、これ

を減額することに伴うものであります。国保被保険者における出生数の実績相当による減額

調整となります。 

  第６款繰入金であります。出産育児一時金繰入金は、歳出の出産育児一時金支給額、これ

の実績の３分の２を繰り入れるものでありますが、出生数の減少に伴い減額するものであり

ます。 

  続いて、６ページ、基金繰入金であります。 

  歳入歳出に不足する額を繰入金として増額するものであります。 

  続きまして、歳出であります。 

  ７ページをお願いいたします。 

  第１款総務費、繰出金でありますが、診療所勘定における補正による不用額93万4,000円

を減額するものであります。 

  第２款保険給付費では、出生数の減少により700万円減額するものであります。 

  続いて、第６款保健事業費の補正額、合計483万円の減額ですが、これも実績による調整

の減となります。諸支出金は、国の交付金、補助金に当たりますが、こちらも実績に基づき

超過交付を受けた分を返還するための補正となります。 

  続きまして、直営診療所勘定の説明をさせていただきます。 

  13ページをお願いいたします。 

  第６款財産収入でありますが、預金利率が引上げになっていることから利子の増額補正と

なります。 

  第８款繰入金であります。一般会計繰入金の部分につきましては、歳入歳出の過不足を調

整する繰入れとなります。第２項事業勘定繰入金につきましては、診療所において医療機器、

血液の検査装置になりますが、こちらを購入、更新をしております。そのための事業勘定で

補助金を受け入れまして、診療所勘定に繰り出すためのものになります。93万4,000円を減

額補正するものであります。 

  続いて歳出、14ページをお願いいたします。 

  総務費では、修繕費を減額し、第２款の医業費に増額をするものであります。こちらは毎

月第１、第３の土曜日に循環器と糖尿病の診療を行っておりますが、循環器系に係る医療機

械、こちらが故障しておりまして、今支障を来しておるところであります。緊急を要するこ

とから新たに医療機器を購入、更新をするために75万円を医業費のほうに補正増額とするも
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のであります。 

  以上、大変雑駁でありますが、議案第３号 令和７年度嬬恋村国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 次に、議案第４号 令和７年度嬬恋村後期高齢者医療特別会計補正予

算（第３号）について、詳細説明を求めます。 

  住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） 議案第４号 令和７年度嬬恋村後期高齢者医療特別会計補正予算

（第３号）につきまして、説明させていただきます。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,961万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ２億2,855万5,000円とするものであります。 

  主な予算科目について説明させていただきます。 

  ５ページをお願いいたします。 

  第１款の保険料ですが、こちらは補正額、合計1,580万円を増額するものであります。こ

ちらは直近の保険料の調定額、また、収納状況から増額を見込んでおります。 

  第２款広域連合支出金であります。こちらは74万円の減となりますが、人間ドックの補助

金に係る広域連合からの負担分を実績による減額調整するものであります。 

  第４款繰入金です。515万1,000円の増額です。歳入歳出予算の過不足を調整するものと

なります。 

  第５款諸収入でありますが、広域連合受託事業であります保健事業に係る経費に減額が生

じる見込みとなったため60万1,000円を減額するものであります。 

  続いて、６ページをお願いいたします。 

  第２款広域連合納付金でありますが、保険料収入の増加の見込みを受けまして2,000万円

の増額とするものであります。 

  次に、第４款の保健事業費であります。39万円の減額となります。こちらは人間ドックの

補助金の実績による減額となります。 

  以上、大変雑駁でありますが、令和７年度嬬恋村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３

号）の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 次に、議案第５号 令和７年度嬬恋村介護保険特別会計補正予算（第

３号）について、詳細説明を求めます。 
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  健康福祉課長。 

〔健康福祉課長 野寺美枝君登壇〕 

○健康福祉課長（野寺美枝君） 議案第５号 令和７年度嬬恋村介護保険特別会計補正予算

（第３号）につきまして、説明させていただきます。 

  歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ1,623万3,000円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ10億2,304万5,000円とするものでございます。 

  ３ページをご覧ください。 

  歳入になりますが、第１款保険料、補正額2,072万6,000円の増。 

  第３款国庫支出金3,047万5,000円の減。 

  第４款支払基金交付金1,561万6,000円の減。 

  第５款県支出金711万5,000円の減。 

  第６款財産収入13万円の増。 

  第８款繰入金3,433万7,000円の減。 

  第９款繰越金8,292万円の増額となり、歳入補正額合計1,623万3,000円の増額となってお

ります。 

  ４ページをご覧ください。 

  歳出になります。 

  第２款保険給付費、補正額230万円の減。 

  第４款地域支援事業費269万5,000円の減。 

  第５款保健福祉事業費50万円の増。 

  第６款基金積立金2,072万8,000円の増となり、歳出補正額合計1,623万3,000円の増額と

なっております。 

  ５ページをご覧ください。 

  歳入につきましては、保険料収入の増額と給付費の実績見込みに伴う国からの負担金など

の減額が主なものとなっております。 

  続いて、８ページをご覧ください。 

  歳出になります。 

  第２款保険給付費につきましては、実績見込みによる補正と財源更正の補正となっており

ます。 

  続きまして、12ページをご覧ください。 
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  第４款地域支援事業費、第２項包括的支援事業・任意事業費、第５目任意事業費ですが、

実績見込みにより410万円の減額補正となります。 

  14ページをご覧ください。 

  第６款基金積立金、第１目介護給付費準備基金積立金につきましては、実績見込みにより

2,072万8,000円の増額補正となります。 

  以上で、令和７年度嬬恋村介護保険特別会計補正予算（第３号）の説明とさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の変更について 

○議長（佐藤鈴江君） お諮りいたします。日程第13から日程第19までは、いずれも令和８

年度予算関係の関連議案であります。 

  よって、この際、日程を変更し、日程第13から日程第19までを一括議題にしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、日程は変更されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第６号～議案第１２号の一括上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第13から日程第19までを一括議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第６号 令和８年度嬬恋村一般会計予算案について、提案理由を

説明させていただきます。 

  令和８年度の嬬恋村一般会計の予算総額は、歳入歳出それぞれ72億4,800万円で、予算規

模は令和７年度当初予算に比べて11億6,500万円の減額となります。 
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  まず、歳入につきまして、自主財源の核となります村税では17億7,569万1,000円を計上

しました。中でも固定資産税の約９億8,000万円と村民税の約６億1,000万円が大きな柱と

なっております。 

  地方交付税につきましては、歳入全体の約37％を占める最大の財源でございまして、前年

度より１億9,400万円増加しております。また、繰入金及び村債が大幅な減少となっており

ます。これは大型事業の完了に伴うもので、基金残高の確保と公債費の抑制により健全財政

を意識した構成としております。 

  続きまして、歳出でございますが、行政運営の基盤となる総務費は約14億513万円で、構

成比で19.4％と最も多く、ふるさと納税の管理運営や寄附金の基金積立などが含まれます。 

  続いて、社会保障を担う民生費に約13億8,797万円で、構成比で19.1％を計上しており、

地方消費税交付金のうち社会保障財源として確保された１億3,000万円を活用し、高齢者、

障害者、児童福祉などの施策に充当しております。 

  特に注目すべき点は、教育費は前年度から11億4,787万円と大幅な減少となっております。

これは大規模な施設整備等が一段落したことによる予算規模の適正化を示すものです。この

ほか、過去に借り入れた地方債の返済金でございます公債費に約８億2,314万円を充て、計

画的な債務の履行を継続しております。 

  続きまして、令和８年度予算は大型事業の完了に伴う全体の規模を縮小しつつも増額しま

した地方交付税を背景に、借入れや基金への依存度を下げながら、社会保障や教育環境の維

持を図る堅実な財政運営を目指した内容とさせていただきました。 

  本予算に基づき、各事業を効果的に執行することにより、豊かな暮らしと全村民が健康で

活躍できる社会の実現に向けて取り組んでまいります。議会の皆様、村民の皆様のご理解と

ご協力を心よりお願いを申し上げます。 

  なお、一般会計の詳細及び議案第７号から議案第12号までの各特別会計、企業会計につき

ましては、各担当課長から説明をさせていただきます。慎重なるご審議の上、ご議決賜りま

すよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤鈴江君） 本案について、議案第６号 令和８年度嬬恋村一般会計予算について、

詳細説明を求めます。 

  総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） 議案第６号 令和８年度嬬恋村一般会計予算につきまして、詳細
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説明をさせていただきます。 

  予算の総額につきましては、歳入歳出それぞれ72億4,800万円と定めております。これは

前年度当初予算と比較いたしますと、金額で11億6,500万円、率にしまして約13.8％の減額

となっております。この主な要因につきましては、前年度に実施しました大規模な投資的事

業の完了などによるものでございます。 

  それでは、主な歳入項目につきまして款別に申し上げます。 

  ８ページをご覧ください。 

  村税につきまして17億7,569万1,000円を計上させていただきました。前年度より約1,100

万円の微増を見込んでおります。内訳につきましては、固定資産税が約９億8,000万円と最

も多く、村税の歳入の55.3％ほどを占めております。 

  続きまして、11款地方交付税につきましては27億円を計上しまして、財源の根幹として

確保しております。 

  18款寄附金につきましては５億1,030万円を計上いたしました。このうち愛する嬬恋基金

への寄附金として５億円を見込んでおりまして、ふるさと納税などを通じました積極的な寄

附受入れを継続してまいります。 

  19款繰入金は愛する嬬恋基金から２億5,000万円、財政調整基金から約１億9,000万円を

繰り入れております。 

  20款村債につきましては辺地対策事業債や過疎対策事業債など、合計で２億1,650万円を

計画的に発行することとしております。 

  続きまして、主な歳出項目につきまして款別に申し上げます。 

  ９ページをご覧ください。 

  ２款総務費におきまして14億513万3,000円を計上いたしました。役場の一般管理費のほ

か、ふるさと納税管理運営事業で約２億4,900万円を充てて、寄附者への報償費やポータル

サイトの運用によりまして財源確保を図ってまいりたいと思います。また、情報政策推進事

業で3,882万7,000円を計上しまして、ガバメントクラウドの利用やセキュリティ確保のた

めの回線使用料など、ＤＸ推進を図るとともに、公共交通対策事業としまして3,685万

4,000円を充て、デマンドバスの運行に重点を置いております。 

  ３款民生費では13億8,797万7,000円を計上いたしまして、社会福祉及び児童福祉の充実

を図ってまいります。特に障害者自立支援給付や児童手当等の支給など、福祉サービスの安

定的な提供を継続してまいりたいと考えております。 
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  ４款衛生費には７億2,893万5,000円を計上しまして、保健衛生やごみ処理などの環境整

備を行います。また、西吾妻環境衛生施設組合の負担金２億4,138万1,000円のほか、各種

がん検診や予防接種事業を推進してまいります。 

  ６款農林水産業費では７億2,895万5,000円を充てて、村の基幹産業であります農業を支

援するため、農業振興費や農地整備に重点をおきまして、特に多面的機能支払交付金事業に

１億333万7,000円や農地耕作条件改善事業に１億2,980万円を通じまして、農業生産基盤の

強化を図ってまいります。 

  ８款土木費には５億9,608万8,000円を計上しまして、道路橋梁費に２億4,358万7,000円

を充当し、その中心となります村道維持管理事業には１億5,901万7,000円を投じまして、

村道改修工事や管理用原材料費を通じまして、路面状況の改善を図ってまいります。 

  10款教育費におきましては10億3,344万7,000円としまして、子供たちの教育環境を維持

するため、スクールバスの運営委託に２億4,585万2,000円や給食センター運営に１億5,567

万3,000円をそれぞれ計上いたしました。 

  また、公債費に８億2,314万4,000円を計上しまして、村債の元利償還を計画的に実施し、

健全な財政運営に努めてまいりたいと考えております。 

  以上、雑駁ではございますが、令和８年度嬬恋村一般会計当初予算のご説明を申し上げま

した。限られた財源を最大限に活用いたしまして、住民の皆様が安心して暮らせる村づくり

を邁進してまいる所存でございますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 次に、議案第７号 令和８年度嬬恋村国民健康保険特別会計予算につ

いて、詳細説明を求めます。 

  住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） 議案第７号 令和８年度嬬恋村国民健康保険特別会計予算案につ

いて、説明させていただきます。 

  事業勘定では、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ15億1,262万1,000円とし、診療

所勘定では、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ1,539万円とするものであります。 

  主な予算科目について説明させていただきます。 

  ５ページをお願いいたします。 

  第１款保険税であります。対前年2,674万7,000円の増、４億5,065万8,000円を見込んで

おります。 
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  国保税につきましては、国の政策により令和８年度から子ども・子育て支援金制度が開始

されることに伴い、保険税額の算定に医療分、後期高齢者支援金分、介護納付金分、これに

加えまして子ども・子育て支援納付金分が追加となります。保険税収入の見込額として、第

４節で子供分1,127万9,000円を見込んでおります。保険税全体としては増額を見込んでお

りますが、令和７年度の決算見込額とほぼ同水準となる予定であります。 

  この子ども・子育て支援金制度ですが、全世代や企業の皆様から支援金を拠出いただき、

子育て世代に対する給付の拡充を通じて、子供や子育て世代を社会全体で応援する仕組みと

して創設され、既に一部の給付等は既に開始をされております。子ども・子育て支援金は加

入する医療保険制度ごとに保険料が決められ、令和８年４月分から医療保険料と合わせて徴

収されることとなっております。 

  ６ページをお願いいたします。 

  第３款第１項国庫補助金352万円であります。こちらは子ども・子育て支援納付金分の保

険税を算定するためのシステム改修にかかる経費、国庫補助で10分の10を見込むものであ

ります。 

  第４款県支出金であります。第１節普通交付金８億3,103万5,000円は歳出のほうで保険

給付費、これを県が負担するものであります。特別交付金5,062万3,000円、こちらは保険

事業など、保険者の取組評価などに対する交付金等をそれぞれ計上しております。 

  続いて、７ページをお願いいたします。 

  第６款繰入金、第１目一般会計繰入金7,619万1,000円ですが、こちらは第１節の保険基

盤安定繰入金から第８節まで、全て法定の繰入金となっております。繰入金の第２項基金繰

入金9,937万8,000円でありますが、歳出に不足する歳入を補足するため基金を繰り入れる

ものであります。 

  続いて、歳出の説明をさせていただきます。 

  ９ページをお願いいたします。 

  第１款総務費、第１項総務管理費、第１目一般管理費1,058万2,000円でありますが、こ

ちらは主にシステムに係る委託料、または負担金等を計上しております。 

  10ページをお願いします。 

  中段の第２項徴税費659万1,000円でありますが、こちらは国保税の賦課徴収に係る経費

となります。 

  11ページをお願いいたします。 
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  第２款、第１項療養諸費から12ページ下段の第５項葬祭費まで、こちらは給付に係る経費

を見込んでおります。これらの保険給付に係る費用は全て県からの普通交付金として賄われ

ることとなっております。 

  13ページから14ページをお願いいたします。 

  第３款国民健康保険事業費納付金では、令和８年度から、14ページ上段の子ども・子育て

支援納付金分の国保税が追加されており、予算額1,432万9,000円となっております。これ

らの納付金は全て県へ納付する金額となっております。納付金の合計で６億1,598万7,000

円であります。 

  続いて、15ページをお願いいたします。 

  第６款の保健事業費であります。予算額4,218万9,000円とさせていただきました。保健

事業は、生活習慣病予防のための特定健康診査や村独自の保健事業として歯科保健事業とし

て143万6,000円、これらを見込んでおります。 

  16ページをお願いいたします。 

  下段の第９款諸支出金400万円であります。こちらは保険税の過年度分について還付が生

じた場合の経費を見込んでおります。 

  以上が事業勘定に係る説明となります。 

  続きまして、直営診療所勘定の説明をさせていただきます。 

  直診勘定は、初め23ページの歳出のほうをお願いいたします。 

  一般管理費では、18節900万円、こちらは指定管理者への運営交付金として支出するもの

となります。施設維持管理費としまして100万円を計上しております。 

  第２款医業費500万円でありますが、こちらは現在使用しております電子カルテシステム、

こちらを更新するための費用となっております。 

  続きまして、歳入、22ページをお願いいたします。 

  下段の繰入金になります。第２項事業勘定繰入金166万6,000円でありますが、歳出のほ

うの電子カルテシステムの更新に伴う補助金、こちら３分の１が補助基準となっております。

こちらを事業勘定から繰り入れるものとなっております。 

  続きまして、中段の第２項一般会計繰入金ですが、こちらは歳出に不足する額を繰り入れ

る調整となっております。 

  以上、大変雑駁でありますが、令和８年度嬬恋村国民健康保険特別会計予算案の説明とさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 
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○議長（佐藤鈴江君） 次に、議案第８号 令和８年度嬬恋村後期高齢者医療特別会計予算に

ついて、詳細説明を求めます。 

  住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） 議案第８号 令和８年度嬬恋村後期高齢者医療特別会計予算案の

説明をさせていただきます。 

  歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億4,252万7,000円とするものであります。 

  主な予算科目について説明をさせていただきます。 

  第１款保険料であります。対前年2,922万5,000円の増の１億7,915万6,000円を見込んで

おります。被保険者数は2,000人を若干下回る人数で推移しておりますが、比較的前年より

多い被保険者が増加していることが増員であると見ております。 

  第２款広域連合支出金であります。被保険者の受診する人間ドック費用、１人当たり２万

円になりますが、こちらの補助金の歳入を見込んでおります。 

  第４款繰入金です。事務費に係る繰入れと保険基盤安定負担金の繰入金を計上しておりま

す。 

  第５款、第３項受託事業収入でありますが、こちらは広域連合からの委託を受けて実施す

る保健事業となりまして、国保の保険事業や介護予防の取組と一体的に実施する保健事業に

かかる収入を見込んでおります。 

  続きまして、歳出になります。 

  ８ページをお願いいたします。 

  広域連合の納付金でありますが、対前年3,141万7,000円の増となります。こちらは広域

連合から示された数字を計上させていただいております。 

  ９ページをお願いいたします。 

  第４款保健事業費でありますが、国保の特定健康診査と同時に実施しております高齢者健

康診査に係る経費及び人間ドックへの補助金を計上しております。 

  以上、大変雑駁でありますが、令和８年度嬬恋村後期高齢者医療特別会計予算案の説明と

させていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 次に、議案第９号 令和８年度嬬恋村介護保険特別会計予算について、

詳細説明を求めます。 

  健康福祉課長。 
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〔健康福祉課長 野寺美枝君登壇〕 

○健康福祉課長（野寺美枝君） 議案第９号 令和８年度嬬恋村介護保険特別会計予算につい

て、説明させていただきます。 

  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ９億5,033万7,000円と定めるものであります。 

  それでは、４ページをご覧ください。 

  初めに歳入ですが、１款保険料２億2,204万6,000円、前年度比238万7,000円の増となり

ます。 

  第３款国庫支出金２億2,867万7,000円、前年比988万7,000円の増です。 

  第４款支払基金交付金２億3,516万2,000円、前年比393万5,000円の減。 

  第５款県支出金１億1,756万円、前年比1,536万7,000円の減。 

  第６款財産収入142万円、前年比61万1,000円の増。 

  第８款繰入金１億4,046万8,000円、前年比2,804万6,000円の減。 

  第９款繰越金1,000円、前年度と同額。 

  第10款諸収入500万3,000円、前年度と同額となります。 

  歳入の合計ですが９億5,033万7,000円、前年度比3,446万3,000円の減額となっておりま

す。 

  続きまして、５ページをご覧ください。 

  歳出になります。 

  第１款総務費1,697万8,000円、前年比290万8,000円の増。 

  第２款保険給付費８億3,572万円、前年比1,690万円の減。 

  第４款地域支援事業費6,434万4,000円、前年比2,149万5,000円の減。 

  第５款保健福祉事業費2,907万4,000円、前年比41万3,000円の増。 

  第６款基金積立金142万1,000円、前年比61万1,000円の増。 

  第７款予備費200万円、前年と同額。 

  第８款諸支出金80万円、前年と同額となっております。 

  歳出合計９億5,033万7,000円、前年比は歳入と同額3,446万3,000円の減額となっており

ます。 

  歳入の主なものについて説明させていただきます。 

  ６ページをご覧ください。 

  第１款保険料になりますが、介護保険制度の所得基準の変更に伴い、前年度よりも増額と
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なっております。 

  続きまして、第３款国庫支出金、７ページの第４款支払基金交付金、第５款県支出金にな

りますが、いずれも介護給付費、地域支援事業費における国・県との支出金になりますが、

介護給付費につきましては、給付費の増額に伴い収入についても増額、地域支援事業分につ

きましては、事業費が減額となったため収入減となっております。 

  ８ページをご覧ください。 

  第８款繰入金、第１項一般会計繰入金ですが、合計１億4,046万7,000円につきましては、

一般会計からの法定繰入れ分を計上させていただきました。 

  また、第２項基金繰入金につきましては、介護給付費準備基金繰入金といたしまして介護

給付費準備金より繰り入れるものでございます。 

  次に、歳出の主なものについて説明させていただきます。 

  10ページをご覧ください。 

  第１款総務費、第１項総務管理費につきましては、12節委託料における介護情報基盤との

連携に伴うシステム改修費の増額が主な増額理由となっております。 

  第２項徴税費につきましては、介護保険制度の所得基準の変更、標準化準拠システムへの

移行に伴う増額となっております。 

  12ページをご覧ください。 

  12ページ下段から16ページ上段にかけては保険給付費となっております。令和７年度の

実績を鑑み、令和８年度につきましては全体で1,690万円の減額となっております。 

  17ページをご覧ください。 

  第４款地域支援事業費、第２項包括的支援事業・任意事業費、第４目包括的継続的ケアマ

ネジメント支援事業費が2,080万8,000円の減額となっておりますが、これは地域包括支援

センターの職員人件費分を一般会計で計上したことによる減額となっております。 

  18ページをご覧ください。 

  第５目の任意事業費につきましては、今年度の実績により減額計上いたしました。 

  21ページをご覧ください。 

  第３項介護予防・生活支援サービス事業費になりますが、こちらにつきましても今年度の

実績により増額計上いたしました。 

  以上、雑駁ではございますが、令和８年度嬬恋村介護保険特別会計予算の説明とさせてい

ただきます。よろしくお願いいたします。 
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○議長（佐藤鈴江君） 次に、議案第10号 令和８年度嬬恋村簡易水道事業会計予算について、

詳細説明を求めます。 

  上下水道課長。 

〔上下水道課長 黒岩治信君登壇〕 

○上下水道課長（黒岩治信君） それでは、議案第10号 令和８年度嬬恋村簡易水道事業会計

予算について、詳細説明をさせていただきます。 

  第２条の業務予定量につきましては記載のとおりとなりますので、ご参照ください。 

  第３条の収益的収入及び支出についてですが、収入、第１款水道事業収益の合計が１億

6,601万2,000円、支出が１億6,601万2,000円となります。 

  第４条の資本的収入及び支出ですが、収入、第１款の資本的収入の合計が２億5,220万円、

支出の合計が２億8,920万円となります。 

  この差額につきましては４条の条文のとおりとなりますので、ご参照ください。3,700万

円につきましては、消費税の資本的収支調整額と過年度分損益勘定留保資金により補塡をさ

せていただきます。 

  続きまして、次のページをご覧ください。 

  第５条は起債の限度額となっています。 

  続いて、第８条が議会の議決を経なければ流用できない経費としまして、職員給与費が

1,676万1,000円となっております。 

  第９条の一般会計からの補助金につきましては１億1,860万7,000円となります。 

  続きまして、収入支出の詳細ですが、４ページの予算の明細書をお願いします。 

  収益的収入の主なものですが、上から４段目、水道料金につきましては直近５年間の増減

を参考に算出しており6,754万9,000円となっております。下から７行目になりますが、他

会計補助金ということで6,260万7,000円については、収益的収支の不足分とスマートメー

ター等ＤＸ事業による起債の部分を一般会計のほうから補助金として回していただいており

ます。また、下から３行目、消費税の還付金が1,747万5,000円となります。 

  続きまして、５ページ目をご覧ください。 

  支出についてですが、２目の19節修繕費が1,254万9,000円となっていますが、８年度に

つきましては、メーターの交換量が大変多くなっておりますので、例年より金額が大きくな

っております。その下の26節の材料費につきましても同様の理由で、今回金額が多くなって

おりますが2,106万6,000円となっております。 
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  それから、その下、スマートメーターにつきましては本年度500件を予定しております。

昨年度は国の補助金が使えましたが、２年目は使えないということで、今回、先ほど出まし

たＤＸ化の起債の対象とさせていただき、起債による事業の執行をしたいと考えております。

その他、維持管理につきましては、例年どおりとなりまして、大きな増減は見込んでおりま

せん。 

  それから、７ページをお願いします。 

  資本的収入となりますが、建設改良に充てる企業債が１億9,400万円、それから、他会計

の補助金としまして一般会計から5,600万円となっております。一般会計の補助金となりま

すが、これにつきましては交付税措置等で財源措置を受けている基準内の繰入金ということ

になっております。 

  続いて、支出ですが、４行目、構築物ということで工事に関係しますが、バラギのろ過装

置の更新ほか、布設替工事を５か所で1,250メートル、それから減圧弁の交換工事が１件、

それから廃止施設の撤去工事等を予定しております。 

  続きまして、下から４行目、起債の償還額ということで9,300万円と大きくなっておりま

すが、現在の金利が上昇気味でありますので、今まで借入れ後は据置期間を設けておりまし

たが、金利が上がりますとちょっと負担も大きくなりますので、借入れの翌年度から償還を

始めるということにしましたので、金額が大きくなっております。 

  それから、８ページ以降につきましては、財務諸表等になっておりますので、細かい説明

は省略させていただきますが、14ページをご覧ください。 

  ７年度末での資産状況ですが、右側の数字で上から固定資産の合計が14億9,687万6,256

円、２番目の流動資産の合計が4,783万2,322円となっております。 

  それから、最後に15ページの一番上の固定資産のところの数字ですかね、企業債の合計と

いうことで、７年度末で企業債の残高ということで６億7,288万28円ということになってお

ります。 

  以上、大変雑駁ですが、令和８年度嬬恋村簡易水道事業会計予算の詳細説明とさせていた

だきます。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 次に、議案第11号 令和８年度嬬恋村上水道事業会計予算について、

詳細説明を求めます。 

  上下水道課長。 

〔上下水道課長 黒岩治信君登壇〕 
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○上下水道課長（黒岩治信君） それでは、議案第11号 令和８年度嬬恋村上水道事業会計予

算について、詳細説明をさせていただきます。 

  第２条の業務の予定量については、記載のとおりとなっております。 

  第３条の収益的収入及び支出ですが、収入、第１款水道事業収益の合計が１億9,948万

5,000円、支出の合計が２億4,448万5,000円になっています。なお、特別損失が計上されて

おりますが、特別損失中も4,950万円につきましては、未使用施設の取り壊しの費用となっ

ております。主なものは王領地の給水タワー、それから芦生田にあります旧滅菌室など、幾

つか予定をしております。 

  それから、第４条の資本的収入及び支出ですが、第１款資本的収入の合計が１億5,700万

円、支出の第１款資本的支出の合計が２億896万円となります。それにつきましても差額に

つきましては、４条の条文のとおり補塡をする予定となっております。 

  続いて、次のページに行きまして、第５条が起債の限度額となっております。 

  続いて、第８条が議会の議決を経なければ流用できない経費としまして、職員給与費が

4,038万5,000円となっております。 

  それから、第９条の一般会計からの補助金については3,470万円ということで、一般会計

に入る起債を補助金として、上水道の事業会計へ入れるというものになっております。 

  続きまして、収入支出の詳細ですが、３ページの予算明細書をご覧ください。 

  収益的収入の主なものですが、上から４段目の水道料金につきましては、先ほどの簡易水

道の水道料金の算定と同様、５年間の数値を参考に算出しております。下から５行目の他会

計の補助金につきましては、スマートメーターの導入費用のＤＸ化の起債分となっておりま

す。 

  続きまして、４ページ目をご覧ください。 

  支出についてですが、中ほどの15節委託料で備考欄の４番目、水道料金ＱＲ導入業務委託

で340万円と、５ページの先ほど申し上げました一番上のスマートメーターが先ほどのＤＸ

化の起債対象となって、一般会計のほうから繰入れを行っております。その他、維持管理費

についても簡易水道同様大きな増減はなく見込んでおります。 

  続きまして、６ページ目をご覧ください。 

  資本的収入ですが、企業債が１億3,600万円、他会計の出資金が2,000万円となっており

ます。 

  続いて支出ですが、建設改良費で４番目の土地については、イソムラの配水池周辺の管路
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敷居分になります。将来的に配水池の更新や施設のダウンサイジング化を図る上で、取得が

有効であると判断しましたので、地権者と協議をしていきたいと考えております。 

  それから、６番目の構築物ですが、継続事業であります大口径管の布設替え工事のほか、

プリンスランド鳥の街等で２工区を計画しております。 

  ７ページ以降につきましては、財務諸表となっています。細かい説明は省略しますが、13

ページをご覧ください。 

  ７年度末での資産状況ですが、一番上の右側の数字で上から固定資産の合計が17億118万

2,794円、２番目の流動資産の合計が４億2,677万378円となっております。 

  以上、簡易水道事業の説明とさせていただきます。水道事業につきましては、経営戦略等

に基づきまして、８年度につきましては施設の再編計画等を制定しまして、今後の見通し、

経営戦略に基づいた資金計画により、既設の更新を計画していきたいと考えております。よ

ろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 次に、議案第12号 令和８年度嬬恋村下水道事業会計予算について、

詳細説明を求めます。 

  上下水道課長。 

〔上下水道課長 黒岩治信君登壇〕 

○上下水道課長（黒岩治信君） それでは、議案第12号 令和８年度嬬恋村下水道事業会計予

算について、詳細説明をさせていただきます。 

  第２条の４事業の業務予定量については、記載のとおりとなっております。 

  続きまして、第３条の収益的収入及び支出についてですが、ページ一番下の収入の合計が

４億5,155万9,000円、次ページにいきまして支出の合計が４億5,055万9,000円となってお

ります。 

  第４条、資本的収入及び支出についてですが、収入の合計が4,230万2,000円、支出の合

計が１億9,234万7,000円となります。それにつきましては第４条の条文のとおり、差額に

ついては補塡をすることになっておりますので、よろしくお願いします。 

  第５条は起債の限度額となっております。 

  続きまして、第８条が議会の議決を経なければ流用できない経費としまして、職員給与費

が2,561万3,000円となっております。 

  次のページいってもらって、第９条は、一般会計からの補助金につきましては２億3,186

万円となっております。 
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  続きまして、収入支出の詳細ですが、７ページの予算明細書をお願いします。 

  収益的収入の主なものですが、使用料については４事業とも水道使用料に準じております

ので、水道事業同様に算出しております。 

  それから、11款の公共下水道事業の収益については、他会計補助金として９行目の一般会

計の補助金が１億1,767万5,000円となります。下水道事業については、資本的収入のほう

ではなく、収益的収入のほうに繰入金を多く入れることになっておりますので、このような

数字になっております。その下の国庫補助金540万円については、現在行っているストック

マネジメント事業の補助金となります。 

  それから、12款の農業集落排水事業については、下から６行目の6,128万8,000円が一般

会計からの補助金で、次ページにいきまして、13款個別排水事業の一般会計の補助金は494

万9,000円、14款の特定地域生活排出事業については2,164万9,000円となっております。 

  続きまして、９ページをお願いします。 

  管渠費につきましては、必要最低限な維持管理となっております。中ほどの３目の処理場

費の合計が3,796万5,000円で、主に15節にあります委託料がほとんどとなっております。 

  10ページにいっていただきまして、15節の委託料でストックマネジメント計画の策定業

務として1,080万円を計上しております。これは先ほど入れました国庫補助事業が50％とな

っております。 

  続いて、その下のほうの16款の農業集落排水事業となりますが、11ページにいっていた

だきまして、処理場費としまして公共下水道事業同様、15節の委託料は2,059万4,000円と

なって、大きな数字となっております。 

  それから、19節の修繕費としまして500万円となっておりますが、昨年度から行っており

ます環境の調査で判明した劣化部分の補修もこちらで行うことになっております。その他、

浄化槽の２事業につきましては、８年度から個人設置型の補助金交付型に変更しましたので、

補修点検数の今後の自主点検の数は今後の増加がなくなりましたが、引き続き現在の約400

基の維持管理を行っていくことになりますので、その中で15年経過したものにつきましては

利用者と協議をし、譲渡を進めていきたいと考えておりますので、修繕費を100万円ほど増

額して計上しております。 

  それから、13ページをお願いします。 

  資本的収入ですが、上から３行目、企業債が1,500万円、２、企業債元金償還金補助金が

2,500万円で、一般会計からの補助金となっております。これは基準内の繰入金として繰り
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入れていただいております。 

  それから、農業集落排水事業については、企業債の元金償還金補助金が72万円となってお

ります。これにつきましては公共下水道と同様となります。浄化槽事業につきましては、事

業転化のため企業債の償還金補助58万円の収入のみとなっております。 

  続きまして、支出についてですが、14ページをお願いします。 

  23款公共下水道事業の建設改良費で管渠費が1,200万円となっています。内容につきまし

ては、袋倉地区の劣化管路の管更生工事、それからマンホールポンプの交換工事、それから

公共ますの取り出し工事を予定しております。それから処理場分の500万円については汚泥

貯留槽の撹拌機の更新工事となっております。 

  その下の24款の農業集落排水事業の建設改良費につきましては、管渠分が284万7,000円

で、マンホールポンプの交換工事と公共ますの取り出しを予定しております。浄化槽事業に

つきましては企業債の償還金のみとなっております。 

  それから、15ページ以降は財務諸表となっておりますので、細かい説明は省略させていた

だきますが、21ページをご覧ください。 

  21ページにつきましては、右側の数字になりますが、固定資産の合計が62億9,260万

5,414円、２番目の流動資産の合計が4,100万2,919円となっております。 

  続きまして、次のページ、22ページの一番上段の数字になりますが、現在７年度末の起債

の残高としまして７億9,838万324円となっております。 

  下水道事業につきましては、施設の対応年数がまだ先になっておりますので、起債の償還

が、ほぼ現状維持と起債の償還が主となっておりますので、この期間の間に将来構想をしっ

かり練っていきたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

  以上で、説明を終わります。 

○議長（佐藤鈴江君） 以上で、令和８年度予算に関する当局の説明は終わりました。 

  お諮りいたします。議案第６号から議案第12号については、議員12名全員を委員とする

予算審査特別委員会を設置し、これに付託して、審査することにしたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、議案第６号から議案第12号については、議員12名全員を委員とする予算審査特

別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１３号の上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第20、議案第13号 嬬恋村乳児等通園支援事業の設備及び運営

に関する基準を定める条例の制定についてを議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第13号 嬬恋村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の制定について、提案理由を説明させていただきます。 

  児童福祉法の改正により、乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を条例で定め

ることになったことから、新たに条例を制定したいので、本案を提出するものでございます。 

  慎重なるご審議の上、ご議決賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１４号の上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第21、議案第14号 嬬恋村特定乳児等通園支援事業の運営に関

する基準を定める条例の制定についてを議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第14号 嬬恋村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定

める条例の制定について、提案理由を説明させていただきます。 

  子ども・子育て支援法の改正により、特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を条例

で定めることになったことから、新たに条例を制定したいので、本案を提出するものでござ

います。 

  慎重なるご審議の上、ご議決賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１５号の上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第22、議案第15号 嬬恋村災害弔慰金の支給等に関する条例の

制定についてを議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第15号 嬬恋村災害弔慰金の支給等に関する条例の制定につきま

して、提案理由を説明させていただきます。 

  群馬県市町村総合事務組合で共同処理を行っております災害弔慰金等の支給に関する事務

につきまして、令和８年３月31日をもって組合での共同処理を取り止め、令和８年度より自

治体ごとに当該事務を実施することになったことから、新たに条例を制定したいので、本案

を提出するものでございます。 

  慎重なるご審議の上、ご議決賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１６号の上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第23、議案第16号 嬬恋村小口資金融資促進条例の一部改正に

ついてを議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第16号 嬬恋村小口資金融資促進条例の一部改正について、提案

理由を申し上げます。 

  群馬県小口資金融資促進条例制度要綱により、借換制度が継続される一部改正に伴い、嬬

恋村におきましても前述の改正に準ずるべく、本条例を改正するものでございます。 

  慎重なるご審議の上、ご議決賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１７号の上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第24、議案第17号 嬬恋村職員の給与に関する条例の一部改正

についてを議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第17号 嬬恋村職員の給与に関する条例の一部改正につきまして、

提案理由を説明させていただきます。 

  本年度の人事院勧告によります国の一般職給与法の一部改正に準じて、嬬恋村職員の給与

に関する条例の一部を改正したいので、本案を提出するものでございます。 

  慎重なるご審議の上、ご議決賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１８号の上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第25、議案第18号 嬬恋村職員の給与に関する条例の一部を改

正する条例の一部改正についてを議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第18号 嬬恋村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の

一部改正につきまして、提案理由をご説明させていただきます。 

  本年度の人事院勧告によります国の一般職給与法の一部改正に準じて、嬬恋村職員の給与

に関する条例の一部改正により、職員の手当支給を引用しております。再任用職員の手当支

給に関する条例の文言の修正をする必要があるため、嬬恋村職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例の一部を改正したいので、本案を提出するものでございます。 

  慎重なるご審議の上、ご議決賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 
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──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１９号の上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第26、議案第19号 嬬恋村会計年度任用職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第19号 嬬恋村会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する条

例の一部改正につきまして、提案理由をご説明させていただきます。 

  本年度の人事院勧告に伴う人事院規則等の一部改正によりまして、国家公務員の非常勤職

員の休暇制度について見直しが行われたことから、国に準じて、本村の会計年度任用職員の

休暇の付与時期を６か月前倒しし、制度の拡充を図るため、嬬恋村会計年度任用職員の勤務

時間、休暇等に関する条例の一部を改正したいので、本案を提出するものでございます。 

  慎重なるご審議の上、ご議決賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２０号の上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第27、議案第20号 嬬恋村消防団員の定員、任免、給与、服務

等に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第20号 嬬恋村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条

例の一部改正につきまして、提案理由を説明させていただきます。 

  機能別消防団員の年齢制限を撤廃し、団員確保の一助とするため、消防組織法（昭和22年

法律第226号）第23条に基づき、嬬恋村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例

を一部改正したいので、本案を提出するものでございます。 

  慎重なるご審議の上、ご議決賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 



－42－ 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２１号の上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第28、議案第21号 嬬恋村辺地総合整備計画の策定等について

を議題といたします。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第21号 嬬恋村辺地総合整備計画の策定等につきまして、提案理

由をご説明させていただきます。 

  辺地計画につきましては、辺地にかかる公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置

等に関する法律第３条の規定に基づき策定するものであり、この計画により事業実施におけ

る財源措置として辺地対策事業債の借入れが可能となります。辺地対策事業債については、

償還時に元利償還金の80％が交付税で措置されるものでございます。今回策定等をいたしま

す８か所の辺地につきましては、来年度以降の工事実施に伴い計画策定等を行うものでござ

います。 

  慎重なるご審議の上、ご議決賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２２号の上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第29、議案第22号 工事請負契約の変更についてを議題といた

します。 

  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第22号 工事請負契約の変更につきまして、提案理由を説明させ

ていただきます。 

  議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例（昭和39年嬬恋村条例第
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12号）第２条の規定により、本案を提出するものでございます。 

  詳細につきましては、担当課長より説明させますので、慎重なるご審議の上、ご議決賜り

ますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤鈴江君） 上下水道課長。 

〔上下水道課長 黒岩治信君登壇〕 

○上下水道課長（黒岩治信君） それでは、議案第22号 工事請負契約の変更について、詳細

説明をさせていただきます。 

  １、工事名、令和７年度嬬恋村上水道石綿管更新事業、大口径配水管布設替１期工事。 

  ２、施工箇所、嬬恋村大字鎌原地内。 

  ３、履行期限、令和８年３月23日。 

  ４、請負金額、変更前9,570万円。うち取引に係る消費税及び地方消費税の額（870万

円）。変更後9,049万7,000円、うち取引に係る消費税及び地方消費税の額（822万7,000

円）。502万3,000円の減額となっております。 

  ５、請負業者、群馬県吾妻郡嬬恋村大字芦生田410－２、上坂建設株式会社、代表取締役、

上坂真理。 

  工事の概要ですが、上水道を第１配水池から県道大笹・北軽井沢線までの約1.2キロに布

設されております500ミリの石綿管更新の第１期工事となっております。本工事では、鎌原

用水沿いの管路敷きの整備と配水池内での既設管からの電気工事が行われております。 

  減額の経緯ですが、当初設計では流出流量計及びそれに付随しますテレメーター関連の電

気設備工事を計上しておりました。しかし早期に設置した場合、本稼働までの未使用期間が

長期化し、設備の維持管理上懸念が生じますので、協議の結果、設備の健全性維持を優先し、

配管工事の完了時期に合わせて施工を行う方針へ変更しました。これに伴い今期工事分より

当該費用が減額となります。 

  以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２３号の上程、説明 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第30、議案第23号 指定管理者の指定について（嬬恋村デイサ

ービスセンター）についてを議題といたします。 
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  本案について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第23号 指定管理者の指定について、提案理由を申し上げます。 

  嬬恋村デイサービスセンターの指定管理期間が令和８年３月31日をもって満了となるため、

次期指定管理者を指定するに当たり、地方自治法第244条の２、第６項の規定により議会の

議決を求めるものでございます。 

  慎重なるご審議の上、ご議決賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎請願書、陳情書等の委員会付託について 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第31、請願書、陳情書等の委員会付託についてを議題といたしま

す。 

  本日までに受理した請願書及び陳情書等は、別紙請願・陳情文書表のとおりであります。 

  会議規則第91条第１項の規定により、請願・陳情等の審査を別紙文書表のとおり、所管の

常任委員会に付託いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議員派遣の件について 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第32、議員派遣の件についてを議題といたします。 

  お諮りいたします。議員を派遣しようとするときは、議会の議決で決定することになって

おりますが、お手元に配付しました資料のとおり、議員派遣を決定したいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、お手元に配付しましたとおり、議員派遣をすることに決定しました。 

  なお、この際、お諮りいたします。決定された議員派遣について変更が生じた場合は、本

職に一任することにご異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、ただいま議決されました議員派遣については、変更が生じた場合は本職に一任す

ることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎休会について 

○議長（佐藤鈴江君） 以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。 

  お諮りいたします。議事の都合により、８日まで休会したいと思います。これにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、明日から８日まで休会することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（佐藤鈴江君） 本日はこれにて散会いたします。 

  お疲れさまでした。 

 

散会 午前１１時５８分 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 第 ２ 回 定 例 村 議 会 

 

（第  ２  号） 
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令和８年第２回嬬恋村議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第２号） 

 

                     令和８年３月９日（月）午前１０時００分開議 

日程第 １ 答申第 １号 人権擁護委員候補者の推薦に関する意見（答申）について 

日程第 ２ 令和７年度嬬恋村各会計補正予算について 

日程第 ３ 予算審査特別委員会報告について 

日程第 ４ 議案第１３号 嬬恋村乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める 

             条例の制定について 

日程第 ５ 議案第１４号 嬬恋村特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例 

             の制定について 

日程第 ６ 議案第１５号 嬬恋村災害弔慰金の支給等に関する条例の制定について 

日程第 ７ 議案第１６号 嬬恋村小口資金融資促進条例の一部改正について 

日程第 ８ 議案第１７号 嬬恋村職員の給与に関する条例の一部改正について 

日程第 ９ 議案第１８号 嬬恋村職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の一部改正 

             について 

日程第１０ 議案第１９号 嬬恋村会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部 

             改正について 

日程第１１ 議案第２０号 嬬恋村消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部 

             改正について 

日程第１２ 議案第２１号 嬬恋村辺地総合整備計画の策定等について 

日程第１３ 議案第２２号 工事請負契約の変更について 

日程第１４ 議案第２３号 指定管理者の指定について（嬬恋村デイサービスセンター） 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程第１４まで同じ 

 議案の撤回について 

 議案第２４号 令和８年度嬬恋村一般会計予算について 

──────────────────────────────────────────── 
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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○議長（佐藤鈴江君） 皆さん、おはようございます。 

  本日は、体調管理のための水分補給を許可しますので、自己管理の下、水分摂取を行って

ください。 

  ただいまの出席議員は12名であります。地方自治法第113条の規定による定足数に達して

おりますから、令和８年第２回嬬恋村議会定例会を再開いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（佐藤鈴江君） 本日の議事日程は、別紙日程表のとおりといたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎答申第１号の採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第１、答申第１号 人権擁護委員候補者の推薦に関する意見（答

申）についてを議題といたします。 

  本案については、お手元にお配りしました意見のとおり答申したいと思いますが、ご異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、答申第１号 人権擁護委員候補者の推薦に関する意見（答申）については、お手

元にお配りしました意見のとおり答申することを決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎令和７年度嬬恋村各会計補正予算についての質疑、一括討論、採決 
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○議長（佐藤鈴江君） 日程第２、令和７年度嬬恋村各会計補正予算についてを議題といたし

ます。 

  本案については、既に当局の説明が終わり、議案の審査を願っておりますので、これより

本案について質疑を行います。 

  議事整理の都合により、質疑は一般会計補正予算から順次行います。これにご異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  それでは、嬬恋村一般会計補正予算（第６号）の質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

  10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 一般会計補正予算について、４点ほど質問させていただきます。 

  初めに、20ページですけれども、移住コーディネーター報償費が390万減っているわけで

すけれども、そのわけと、それから今、交流人口を増やそうというのが村の目標にもなって

いるわけですけれども、これとの関係で、これがいいのかどうかというのをお聞きしたいと

思います。 

  次に、21ページですけれども、未来技術社会実装事業というのが、何かプラスというか、

3,400万入っているわけ、これが先日、直接いろいろ教えてくれたものかなと思って見たん

ですけれども、これは当初予算にちょっと含まれていたかどうか、それ以外に3,400万なの

かどうか、その点についてお聞きしたいと思います。 

  次に、32ページですけれども、その中の鎌原観音堂周辺整備のところでしょうか、委託料

の警備業務委託料と備品購入費について、内容を説明していただければと思います。 

  次に、もう一点だけですけれども、45ページのレンゲツツジのところが、次のページかな、

レンゲツツジだと思ったの、すみません……44ページから続いて、これが、次のページにい

くと37万9,000円減っていたり、あと文化財保護活用事業が、このように減っているわけで

すけれども、刈払い作業とか施設修繕費は減っているというんでは、よりこういう活動はき

ちんとしてほしいなという思いの中で、こういうマイナスが出たのがどうしてなのかという

のをお聞きしたいと思います。 

  以上４点、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 交流推進課長。 



－51－ 

〔交流推進課長 小林千速君登壇〕 

○交流推進課長（小林千速君） 伊藤洋子議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

  移住コーディネーターの予算、減額ということで今回、補正予算を上げさせていただいて

おります。 

  これにつきましては、当初予算をお認めいただいて、事業の執行、準備等を進めさせてい

ただく中で、ちょっと条例審査会と、あと課長会議等の中で様々なご意見が出まして、各区

の移住者を受け入れる体制といいますか、受入れ側の環境もまだちょっと整っていないとい

うようなこともご意見として出たりとか、いろんなことがありまして、今年度、予算をお認

めいただいていたところではあるんですけれども、事業の執行はちょっと控えたほうがいい

んではないかというようなご意見が多く出されまして、そういったことから、今回事業の実

施を見送り、減額ということで、今回予算を上げさせていただいているところでございます。 

  以上となります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） 伊藤洋子議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  未来技術社会実装事業につきましては、８年度の当初予算には計上しておりません。本事

業の財源となります内閣府の補助金につきましては、令和７年度予算として国の予算で措置

されておりますので、これに合わせまして、本村の負担分を含む事業費3,400万円につきま

しては、令和７年度の補正予算において計上させていただいたものでございます。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 農林振興課長。 

〔農林振興課長 土屋和彦君登壇〕 

○農林振興課長（土屋和彦君） ただいまの伊藤洋子議員のご質疑にお答えいたします。 

  まず初めに、委託料の部分でございますけれども、７年度当初予算のときに、警備費につ

いて計上させていただいておりますけれども、こちらの、４月になってから料金の改定がご

ざいまして、その分の増加分となっております。 

  それと、備品の購入費でございますけれども、こちらにつきましては、いぶきの外に設置

してありますパラソルの関係で、これが風等で破損しまして、これを、保険が出るんですけ

れども、それで購入するのに、購入した後に保険分の購入費が入ってくるということで、そ

の購入費の部分の増額でございます。 
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  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 宮﨑 清君登壇〕 

○教育委員会事務局長（宮﨑 清君） 伊藤洋子議員のご質問にお答えいたします。 

  湯の丸レンゲツツジ群落の事業につきましてですが、全て減額になっておりますが、実施

していないということではなくて、伐木ですとか刈払い等を実施しております。発注の段階

で精査、また見積り等で減額になっておりまして、余剰分として減額しているものでござい

ます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） そのほか、ご意見ありますでしょうか。 

  10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） ありがとうございます。 

  今の教育委員会のレンゲツツジの需用費、施設修繕費の37万マイナスですけれども、これ

はどのようなものだったんでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 宮﨑 清君登壇〕 

○教育委員会事務局長（宮﨑 清君） ただいまのご質問にお答えいたします。 

  修繕費につきましては伐木でございます。よろしくお願いいたします。需用費の施設修繕

費37万9,000円のところの事業ですが、伐木でございます。お願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） そのほか、ご意見ございますでしょうか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、次に、嬬恋村国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）の質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で嬬恋村国民健康保険特別会計補正予算

（第３号）の質疑を終わります。 

  次に、嬬恋村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）の質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で嬬恋村後期高齢者医療特別会計補正予
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算（第３号）の質疑を終わります。 

  次に、嬬恋村介護保険特別会計補正予算（第３号）の質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で嬬恋村介護保険特別会計補正予算（第

３号）の質疑を終わります。 

  お諮りいたします。各会計補正予算について、一括で討論を行いたいと思います。これに

ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  各会計補正予算について、一括で討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

  10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 私は、一般会計補正予算に反対で、そのほかの会計に賛成の立場で

意見を述べます。 

  なぜ反対かというと、一番最初に取り上げた移住コーディネーターの経費が削減になって

いる理由をお聞きしたところ、各区のほうがそういう準備が整っていないということで、課

にも、役場に戻って全体で審議しても、それではこの事業は取りやめたらいいんじゃないか

という結論に至ったということを聞きました。 

  でも、村長が行政報告等でも言っていますけれども、本当に、人口そのものを増やすのが

理想だけれども、これからは関係人口も増やしていくようにしなければというのが、村長の

行政報告等でも言われております。そういう村長の行政報告で言われるくらい重要な施策だ

ったら、持ち帰った後、もうちょっと審議したり、各区との話合いをしたりして、進めてい

くようにしなければ、村は変わっていくことができないんじゃないか、目的が果たせないの

ではないかという、そういう懸念というか、ことを考えてしまいます。 

  そういった理由で、私はもっと強く取り組んでほしかったという思いで、この補正予算に

反対といたします。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） ほかにご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 
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○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  順次採決を行います。 

  最初に、議案第２号 令和７年度嬬恋村一般会計補正予算（第６号）について採決をしま

す。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立多数であります。 

  よって、議案第２号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第３号 令和７年度嬬恋村国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について

採決をします。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第３号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第４号 令和７年度嬬恋村後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）につい

て採決をします。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第４号は原案のとおり可決されました。 

  次に、議案第５号 令和７年度嬬恋村介護保険特別会計補正予算（第３号）について採決

をします。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第５号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の追加 
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○議長（佐藤鈴江君） お諮りします。村長から議案の撤回について、別紙のとおり提出され

ました。 

  これを日程に追加し、追加日程第１とし、日程に追加することとしたいと思います。ご異

議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、別紙のとおり、追加日程第１を議題とすることに決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案の撤回について 

○議長（佐藤鈴江君） 当局より、嬬恋村議会会議規則第19条第１項の規定により、提出され

ました議案第６号 令和８年度嬬恋村一般会計予算の撤回について、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第６号 令和８年度嬬恋村一般会計予算につきまして、議案の撤

回理由をご説明させていただきます。 

  ただいま開会中の３月議会におきまして、議案第６号としてご提案させていただきました

ところでありますが、このたび、内容を一部修正の上、改めてご提案させていただきたいと

存じますので、ご承認賜りますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤鈴江君） 本案について、これより質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について、これより討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、令和８年度嬬恋村一般会計予算の撤回については可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎日程の追加 

○議長（佐藤鈴江君） お諮りします。村長から、令和８年度嬬恋村一般会計予算が別紙のと

おり提出されました。 

  これを日程に追加し、追加日程２第１とし、日程の順序を変更し、直ちに議題にしたいと

思います。ご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、別紙のとおり、追加日程２第１を議題とすることに決定いたしました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２４号の上程、説明、委員会付託 

○議長（佐藤鈴江君） 追加日程２第１、議案第24号 令和８年度嬬恋村一般会計予算につい

て、当局の説明を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議案第24号 令和８年度嬬恋村一般会計予算について、提案理由を説

明させていただきます。 

  本３月定例会におきまして、議案第６号 令和８年度嬬恋村一般会計予算としてご提案さ

せていただきましたところでありますが、このたび、内容を一部修正いたしまして、議案第

24号として改めてご提案させていただくものでございます。 

  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ72億4,800万円とするものでございます。前年

比で11億6,500万円の減額となります。 

  詳細につきましては、担当課長から説明させますので、慎重なるご審議の上、ご議決賜り
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ますよう、よろしくお願いを申し上げます。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） 議案第24号 令和８年度嬬恋村一般会計予算につきましてご説明

させていただきます。 

  予算の総額は、歳入歳出それぞれ72億4,800万円と定めております。これは、前年度当初

予算と比較いたしますと、金額で11億6,500万円、率にして約13.8％の減額となっておりま

す。 

  内容の修正箇所のご説明をさせていただきます。 

  116ページをご覧ください。 

  ページ中ほどの林業維持管理事業に計上してございました林道袋倉線開設工事負担金357

万円を減額しまして、林業維持管理事業費を1,905万円といたしました。 

  183ページをご覧ください。 

  予備費につきまして、357万円を追加しまして、予備費を1,357万円とさせていただきま

した。 

  以上、変更した部分につきましてご説明させていただきました。どうぞよろしくお願いい

たします。 

○議長（佐藤鈴江君） ここで休憩したいと思います。 

 

休憩 午前１０時２３分 

 

再開 午前１０時４０分 

 

○議長（佐藤鈴江君） 再開いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎予算審査特別委員会報告についての一括討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第３、予算審査特別委員会報告についてを議題といたします。 

  令和８年度各会計予算は、本定例会第１日に予算審査特別委員会に付託し、審査願ってお
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りましたが、審査が終了し、別紙配付のとおり予算審査特別委員会審査報告が提出されてお

ります。 

  お諮りいたします。本件に関する委員長報告は、会議規則第40条第３項により省略したい

と思います。これにご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、委員長報告は省略することに決定しました。また、委員長報告に対する質疑も、

全議員が委員でありましたので、省略いたします。 

  それでは、一括討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

  10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 私は、一般会計、国保会計、後期高齢者医療保険会計に反対、ほか

の会計に賛成で討論をさせていただきます。 

  厳しい財政の中、苦慮されて編成したことがうかがわれる予算だったと思います。 

  収支など数字上のことでは、指摘するほどのことではないような気もしますけれども、そ

んな中でも、行政として、きちんとすべき点はしっかり行う、財政が厳しいからこそ、自ら

が掲げた３つの柱とその考え方を、編成するときの思いなど説明されるのが、本当の在り方

だと思います。 

  そうした点を踏まえて、３点ほど反対の理由を述べさせていただきます。 

  庁舎建て替えでは、行政報告でも着実に進めていきたいと話しておりましたが、そういう

思いなのに、予算に計上されないのはいかがなものでしょうか。本庁の、先ほども述べまし

たけれども、行政報告で言っていることが予算に示されないのは、いかがかという思いです。 

  ２点目、この点は一般質問でもさせていただきますけれども、３本柱に挙げたことが予算

にどう生かされているのかが見えません。財政が厳しかったならば、知恵を出すことも大事

だと思います。 

  貧すれば鈍するでは、よりよい行政は難しいと考えます。このようなときだからこそ、ど

うしたら村民サービスを提供できるか真剣に考えることを求めたいという思いでおります。 

  ３点目、各課同士の連携についてです。 

  先日の予算委員会でも、私ほか２名の議員からも提案がありました。議長会主催の研修で

学んだことをぜひ実践していただきたいと考えております。まだ伝わっていなかったのでし
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ょうか。 

  大きな目標を挙げたら、全ての課が、自分の課はこの目標に対して何ができるのかを考え

る姿勢になったら、役場内は変わると信じております。それが村民にも伝わり、きっといい

結果が生まれる、そんな考えでおります。 

  以上３つのことをお願いして、一般会計については終わりますけれども、国保、後期高齢

者医療保険については、村としてはどうにもならないという考え方もあると思いますけれど

も、子育て支援制度の財源として国保税、それから後期高齢者医療保険に１か月、国保でし

たら300円、そういったことが加算されて、本来ならば国保の目標としては、医療の充実に

使えるお金がそうしたところにいくということでは、国のほうにもっと村長とか県知事とか

が、これはおかしいと言えるようでなくてはいけないと思います。その思いを込めて、２つ

の会計には反対です。 

  それから介護のほうも、いつもですが、引き続き、これから介護計画の見直しもあるわけ

ですけれども、ここで年を取っても安心して暮らせる設備整備をしていただきたいと思いま

す。 

  また、水道会計とか上水道、簡易水道など、経営戦略に基づいてされますけれども、命に

欠かせない水の問題ですから、村民の負担があまり増えないようなことを求めておきたいと

思います。 

  以上で、私の討論を終わります。 

○議長（佐藤鈴江君） ほかにご意見ありませんか。 

  ４番、下谷彰一議員。 

○４番（下谷彰一君） 私は、提案されました一般会計予算をはじめ、全会計に賛成の立場で

討論をさせていただきます。 

  大変厳しい財政状況の中で、当局としては、３本柱により近づけるための予算を計上して

いただきました。その結果が約11億6,500万円の、前年度と比べて、一般会計では減少する

ことができた。 

  また、議会の中には、これはサーラ嬬恋の予算が減っただけだよという考えを言われる方

もいらっしゃったんですけれども、よくよく考えると、例えば今の経済状況の中で、人事院

勧告による給与の上がり、約4,500万ぐらい上がっているわけですね。それと、村民が本来

やっていただきたい土木工事、あるいはそういう関係の工事の資材費や、そういう価額も上

がっております。 
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  そういう中で、村長はじめ、村の顔である予算を、村民のために何とかお返ししようとい

う、そういう考え方の中でつくられている予算であります。私はこの予算を、よく当局が頑

張ってつくってくれたんだなというふうに評価をしております。 

  どうか、村民の血税を頂いて予算を執行するわけです。皆さんが大ごとして組んだ予算で

すけれども、村民の皆さんに喜んでもらえるような執行をしていただけるように、今後も当

局の努力を心からお願いを申し上げまして、全会計予算に賛成の討論といたします。ありが

とうございました。 

○議長（佐藤鈴江君） ほかにご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  ついては、委員長報告順に採決を行います。 

  最初に、議案第24号 令和８年度嬬恋村一般会計予算について、委員長報告は可決であり

ました。 

  よって、この際、原案についてお諮りいたします。議案第24号は原案どおり可決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立多数であります。 

  よって、議案第24号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第７号 令和８年度嬬恋村国民健康保険特別会計予算について、委員長報告は

可決でありました。 

  よって、この際、原案についてお諮りいたします。議案第７号は原案どおり可決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立多数であります。 

  よって、議案第７号は委員長報告のとおり可決されました。 

  続いて、議案第８号 令和８年度嬬恋村後期高齢者医療特別会計予算について、委員長報

告は可決でありました。 

  よって、この際、原案についてお諮りいたします。議案第８号は原案どおり可決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 
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○議長（佐藤鈴江君） 起立多数であります。 

  よって、議案第８号は委員長報告のとおり可決されました。 

  続いて、議案第９号 令和８年度嬬恋村介護保険特別会計予算について、委員長報告は可

決でありました。 

  よって、この際、原案についてお諮りいたします。議案第９号は原案どおり可決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第９号は委員長報告のとおり可決されました。 

  続いて、議案第10号 令和８年度嬬恋村簡易水道事業会計予算について、委員長報告は可

決でありました。 

  よって、この際、原案についてお諮りいたします。議案第10号は原案どおり可決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第10号は委員長報告のとおり可決されました。 

  続いて、議案第11号 令和８年度嬬恋村上水道事業会計予算について、委員長報告は可決

でありました。 

  よって、この際、原案についてお諮りいたします。議案第11号は原案どおり可決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第11号は委員長報告のとおり可決されました。 

  続いて、議案第12号 令和８年度嬬恋村下水道事業会計予算について、委員長報告は可決

でありました。 

  よって、この際、原案についてお諮りいたします。議案第12号は原案どおり可決すること

に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第12号は委員長報告のとおり可決されました。 
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○村長（熊川 栄君） ありがとうございました。 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第４、議案第13号から日程第14、議案第23号については、既に

当局の説明が終わり、議案の審査を願っておりますので、各議案について順次、質疑、討論、

採決を行います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１３号の質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 初めに、日程第４、議案第13号 嬬恋村乳児等通園支援事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の制定についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立多数であります。 

  よって、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１４号の質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第５、議案第14号 嬬恋村特定乳児等通園支援事業の運営に関す

る基準を定める条例の制定についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。 
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  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立多数であります。 

  よって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１５号の質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第６、議案第15号 嬬恋村災害弔慰金の支給等に関する条例の制

定についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 
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  よって、議案第15号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１６号の質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第７、議案第16号 嬬恋村小口資金融資促進条例の一部改正につ

いてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第16号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１７号の質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第８、議案第17号 嬬恋村職員の給与に関する条例の一部改正に

ついてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 
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  本案について討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第17号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第１８号の質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第９、議案第18号 嬬恋村職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例の一部改正についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第18号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎議案第１９号の質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第10、議案第19号 嬬恋村会計年度任用職員の勤務時間、休暇

等に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第19号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２０号の質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第11、議案第20号 嬬恋村消防団員の定員、任免、給与、服務

等に関する条例の一部改正についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 
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○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第20号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２１号の質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第12、議案第21号 嬬恋村辺地総合整備計画の策定等について

を議題といたします。 

  本案について質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第21号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２２号の質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第13、議案第22号 工事請負契約の変更についてを議題といた
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します。 

  本案について質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、議案第22号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議案第２３号の質疑、討論、採決 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第14、議案第23号 指定管理者の指定について（嬬恋村デイサ

ービスセンター）についてを議題といたします。 

  本案について質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  本案について討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  本案に賛成の諸君の起立を求めます。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立多数であります。 

  よって、議案第23号は原案のとおり可決されました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎休会について 

○議長（佐藤鈴江君） お諮りいたします。議事の都合により、11日まで休会にしたいと思い

ます。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  よって、明日から11日まで休会することに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○議長（佐藤鈴江君） 以上をもって、本日の日程は全部終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

 

散会 午前１１時０３分 
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開議 午前 ９時５８分 

 

◎開議の宣告 

○議長（佐藤鈴江君） 皆さん、おはようございます。 

  今日は傍聴、大変ありがとうございます。 

  本日、体調管理のための水分補給を許可しますので、自己管理の下、水分摂取を行ってく

ださい。 

  ただいまの出席議員は12名であります。地方自治法第113条の規定による定足数に達して

おりますので、ただいまから令和８年第２回嬬恋村議会定例会を再開いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（佐藤鈴江君） 本日の議事日程は、別紙日程表のとおりといたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎請願書、陳情書等の審査報告について 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第１、請願書、陳情書等の審査報告についてを議題といたします。 

  本定例会第１日に、陳情書２件を所管の委員会に付託し、審査願っておりましたが、審査

が終了しましたので、ただいまから委員長報告を行います。 

  総務文教常任委員長の報告を求めます。 

  総務文教常任委員長。 

〔総務文教常任委員長 大久保 守君登壇〕 

○総務文教常任委員長（大久保 守君） おはようございます。傍聴、ご苦労様でございます。 

  それでは、総務文教常任委員会の審査結果についてご報告申し上げます。 

  当委員会は、３月９日に委員会を開催し、陳情書２件について審査を行いました。 

  委員会には委員６名と副議長が出席し、当局からは村長、副村長、教育長、関係課長の出

席を得て審査を行いました。 
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  初めに、陳情第１号、政党機関紙の庁舎内勧誘の自粛を求める群馬県民の会、上田寿江氏

から提出された新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関

する早期の実態把握と再発防止を求める陳情について審査を行いました。 

  本陳情については、令和６年12月及び令和７年３月の定例会において、ほぼ同様の内容の

陳情が提出されて、いずれも不採択となっております。その後も、嬬恋村の現状に変化が見

られないことから、委員会として全員一致で不採択と決しました。 

  次に、陳情第２号、群馬県有志の会、武井俊樹氏から提出されたｍＲＮＡワクチン（レプ

リコンワクチンを含む）接種事業の中止の意見書提出を求める陳情書について審査を行いま

した。 

  健康福祉課長からワクチン接種に関する状況等について説明を受け、委員からは、接種に

ついては強制ではなく、個人の判断で行われること、また、感染拡大防止の観点から見ると、

中止との判断は難しいことなど様々な意見が出ましたが、これらを踏まえ協議した結果、本

件は趣旨採択と決しました。 

  その他、嬬恋郷土資料館、関館長より、嬬恋村文化財保存活用地域計画について報告を受

けました。 

  以上で総務文教常任委員会の報告を終わります。 

○議長（佐藤鈴江君） 陳情第１号 新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の

庁舎内勧誘行為に関する早期の実態把握と再発防止を求める陳情について、総務文教常任委

員長報告に対する質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  続いて、討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  陳情第１号 新宿区において顕在化した事例を受けて、政党機関紙の庁舎内勧誘行為に関

する早期の実態把握と再発防止を求める陳情について、委員長報告のとおり不採択に決する

ことに賛成の諸君の起立を求めます。 
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〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、本案は総務文教常任委員長の報告のとおり決しました。 

  次に、陳情第２号 ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業の中止の意

見書提出を求める陳情書について、総務文教常任委員長報告に対する質疑を行います。 

  ご質疑ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご質疑ありませんので、以上で質疑を終わります。 

  続いて、討論を行います。 

  ご意見ありませんか。 

〔発言する者なし〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご意見ありませんので、以上で討論を終わります。 

  直ちに採決を行います。 

  陳情第２号 ｍＲＮＡワクチン（レプリコンワクチンを含む）接種事業の中止の意見書提

出を求める陳情書について、委員長報告のとおり趣旨採択に決することに賛成の諸君の起立

を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（佐藤鈴江君） 起立全員であります。 

  よって、本案は総務文教常任委員長の報告のとおり決しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第２、一般質問を行います。 

  ３番、伊東正吾議員ほか７名から一般質問の通告がありましたので、順次発言を許可しま

す。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 伊 東 正 吾 君 



－76－ 

○議長（佐藤鈴江君） 初めに、３番、伊東正吾議員の一般質問を許可します。 

〔３番 伊東正吾君登壇〕 

○３番（伊東正吾君） 傍聴ありがとうございます。 

  おはようございます。それでは、始めさせていただきます。 

  アメリカ、ロシア、大国による戦争行為、決して日本にとっても対岸の火事ではない戦争

になることでしょう。 

  また、地球規模での温暖化問題、ニューヨークで大雪、アジアの豪雨、日本では太平洋岸

の少雨による水不足、日本海側はとてつもない大雪、それに反して、私たち嬬恋村は例年よ

りも少ない雪、気温上昇の早い春にびっくりしています。 

  また、国政では、衆議院議員選挙が行われて、自民党の圧勝による高市政権の盤石ぶりを

示したわけです。 

  県内を見てみると、決して安定しているわけではなく、来期は県内最大級イベントである

湯けむりフォーラムが開催されないことや、前橋市長の再選があったわけです。 

  世の中はダイナミックに変化しています。時代の変革期だと思われ、バタフライエフェク

トが起こったことだと思われます。1,741ある市町村も、変化を余儀なくされているのが現

状であります。 

  私たちの嬬恋村も変わるときではありませんか。行政経営品質を高める時期がもう来て、

過ぎ去ろうとしています。この村の行政経営品質を高めるためにも、ここにいる村長、副村

長をはじめ、議員の面々が力を合わせて、慣例という過去を見て行動するのではなく、未来

を予見して行動しましょうよ。 

  さて、次年度予算が可決されたわけですが、私の以前の一般質問の中で触れた優先順位に

ついて、大事なこと、必要なことがあろうと思いますが、村長、副村長の１番、２番、各課

課長の思い、緊縮財政だから順位づけが大切なのではありませんか。 

  全員協議会の中でも質問いたしましたが、三本柱は変化なし、予算もさほど変化なし、安

定を求める時期ですか。世の中は物価高騰、給料据置き、気候変動。住みにくい嬬恋村にす

るつもりなら、それは違いますよね。私の言うのは、行政サービスの質の問題ではなく、そ

れらを提供するプロセスの質からで、さらにそのプロセスを方向づける全体的システムの質

を指しています。 

  この場合のプロセスをひもといておきます。組織のレベルアップ、フォーメーション、問

題解決、意思決定などをどのように話し合ってきたかが重要なのではないでしょうか。そう
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です。行政の在り方や考え方を変えるためにもがき苦しみ、新しい行政を村民のためにつく

るべきです。この際、皆さんは制度どおり、法令どおり、規則どおりを満たしていればいい

ではないかと勘違いをしていませんか。もう一歩踏み込んでこそ、村民のためにと言えるの

ではないでしょうか。 

  村長に伺います。可決された予算の中での優先順位、必要順位を教えてください。各課長

さんにも同様です。 

  セルフアセスメントを行っていますか。予算執行、行政運営などの状況を把握しています

か。年に１回の事務事業評価がありますが、アセスメントは段階ごとに行わなければ、自己

正当化の手段としてあるだけではないですか。このことから、管理するアドミニストレーシ

ョン行政からマネジメントを行う行政へと変化が求められているのではないでしょうか。 

  行政品質を村民に知っていただく。人材育成を目的に、経営的考えを導入する。価値を前

提に自己変化、自発的改革のできる行政にする。上記のように役所内を改革していただきた

いのですが、どうでしょうか。 

  そして、温暖化が及ぼす農業、人口減少、上信自動車道に関連する予算、役所の建て替え、

低予算で実りある行政をどのように考え進めるのかを教えていただき、また日々の村民の暮

らしに関わる電気、水道、石油などに対する物価高騰支援の在り方、農業、観光への支援対

策などお考えがあるなら教えてください。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） ３番、伊東正吾議員の一般質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 伊東正吾議員の一般質問にお答えさせていただきます。 

  まず、予算編成における優先順位の考え方についてでございます。 

  令和８年度当初予算の編成に当たりましては、議員ご指摘のとおり、限られた財源の中で

何を優先して取り組むべきかという視点は、大変重要であると認識しております。そのため

本村では、これまでも申し上げておりますとおり、基金残高の確保、事業の優先順位、費用

対効果を基本的な考え方、いわゆる３本の柱として予算編成に取り組んでいるところでござ

います。 

  具体的な優先順位といたしましては、単に事業ごとに１番、２番と順位をつけるという考

え方ではなく、村民生活への影響度や緊急性、継続性などを総合的に判断しながら、予算編
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成を行っております。 

  まず第１に、福祉、医療、子育て支援、教育など、村民の生活に直結する行政サービスの

維持確保を最優先としております。これらは村民の日常生活に大きく関わるものであり、安

定した行政サービスの提供を継続していくことが、行政の基本的な役割であると考えており

ます。 

  第２に、道路や公共施設の維持管理など、生活基盤を支える事業についてでございます。

これらの事業につきましては、安全・安心な生活環境を確保する上で、欠かすことのできな

いものであり、必要な維持管理を計画的に実施していくことが重要だと考えております。 

  第３に、観光振興や地域活性化など、将来の地域づくりにつながる施策でございます。人

口減少や社会情勢の変化が続く中において、本村の地域資源を活用しながら持続可能な地域

づくりを進めていくことも、重要な取組であると考えております。 

  また、議員からご指摘のございました行政の意思決定のプロセスや組織としての取組につ

きましては、予算編成の過程において、副村長及び各課長を含めた協議を重ねながら、事業

の必要性や優先度について検討を行っております。各課から提出された事業につきましても、

社会情勢や財政状況を踏まえ、必要に応じて見直しや調整を行いながら、最終的な予算案と

して取りまとめているところでございます。 

  厳しい財政状況の中ではございますが、村民生活に必要な行政サービスを維持するととも

に、将来の地域づくりを見据えながら、限られた財源を有効に活用することが重要であると

考えております。 

  今後におきましても、社会情勢の変化や村民ニーズを踏まえながら、組織としての議論を

重ね、より効率的で持続可能な行政運営に努めてまいりたいと考えておりますので、ご理解

を賜りますようお願い申し上げます。 

  続きまして、セルフアセスメントを行っているか、予算執行、行政運営などの状況を把握

しているかというご質問でございました。 

  セルフアセスメントにつきましては、各課において事業の進捗状況の成果、課題等につい

て評価を行い、行政運営に努めているところであります。また、予算編成に当たりましては、

各課からヒアリングを行い、事業の目的や必要性、執行の考え方について共通認識を図りな

がら、予算編成作業を進めてまいりました。 

  ご指摘のとおり、これからの行政運営におきましては、限られた財源を有効に活用し、よ

り効果的で効率的な行政運営に努めてまいりたい。従来のアドミニストレーション、いわゆ
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る事務処理中心の行政から、成果や効率性を重視するマネジメント型の行政運営へと転換し

ていく必要性があると考えております。 

  続きまして、低予算で実りのある村の政策と物価高騰支援についてのご質問でございまし

た。温暖化による農業への影響、人口減少への対応、上信自動車道に関連する取組、役場庁

舎の整備などについてのご質問でありますが、本村を取り巻く環境は大きく変化しており、

農業や観光、村民生活に様々な影響が生じているものと認識しております。 

  こうした中、限られた財源の中ではありますが、本村の基幹産業である農業と観光をしっ

かり守りながら、将来を見据えた施策を進めていくことが重要であると考えております。 

  また、上信自動車道の整備や公共施設の老朽化への対応などにつきましても、村の将来に

関わる重要な課題であることから、財政状況や将来の人口動向などを踏まえながら、計画的

に検討を進めてまいりたいと考えております。 

  さらに、電気、水道、石油などの生活に関わる物価高騰への対応や、観光・農業への支援

につきましても、村民生活や地域経済への影響を十分に踏まえながら、必要な対策について

検討してまいりたいと考えております。 

  以上、お答えとさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 再質問以降は一問一答で行います。 

  ３番、伊東正吾議員。 

〔３番 伊東正吾君登壇〕 

○３番（伊東正吾君） ご返答ありがとうございました。内容的には非常にうれしい回答で、

ありがとうというような感覚でいます。 

  ただ、得意のただですねというところから始まりますけれども、事務事業評価で各課でア

セスメントを行いという言葉がありましたけれども、これというのは、非常に予算に向けた

動きだけであって、ふだんの村民の意見というのが酌み上げられているのか。それから、条

例とか法律とかは、役所内にもあると思いますが、それに対して行っているだけではないの

か。 

  これは私の一般質問の中にもあるんですけれども、自分たちを守るための条例であったり、

自分たちが行っていることに対して正当化するためのものであってはいけない。あくまでも

条例ですから、義務と権利があると思いますが、村民たちに申し訳ないですけれども、サー

ビスを与えて与えてというような立場でいてほしいと。これには予算をつけたとか、これに

は予算つけなかったとかいう問題ではなしに、行政の変化というものが見えるように行って
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いただきたいというふうに思っております。 

  それから、また最初に戻って申し訳ありません。予算案の前に最初に、私たちは、案とし

てこういう資料を頂きました。その際に、三本柱という言葉がたくさん出てきます。これを

読ませてもらいます。財政悪化を最小限に抑える、優先順位に基づく予算配分、行政執行を

経営として考える、この３つは去年も出ていました。今年も同じ文言で残っています、出し

てきています。 

  という中で、去年、何を実行したんやと。これはこういうふうにできたから、どうのとい

うような部分で、これは２つ目になって一問一答ではないです。ごめんなさい。戻します。 

  最初のほうでお答えをお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 伊東議員の質問にお答えさせていただきます。 

  最初の質問は、要望を村民からよく聞いているかというご質問でございました。 

  今日は、区長さんがお見えでございますが、各地域の要望につきましては、区長さんを通

してお願いしたいということで、地域の要望は文書で毎年頂いておるところでございます。 

  その他、村内には多数のいろいろな団体がございます。農協もあれば、観光協会もあれば、

婦人会もあれば、商工会もあれば、もろもろの団体がありますが、それらにつきましては、

各担当課のほうから、もろもろ予算編成の過程には、一応いろいろな声を聞いて、しっかり

吸い上げて、できるものの積み重ねをして、要望は十分聞いて予算編成に反映してまいって

おるつもりでございます。 

  それから、もう一点だけ、社会がダイナミックに変わるのに、あまりにも当局等は条例、

規則等に縛られ過ぎていないかというご指摘でございました。 

  我々公務員は、税金で事業を執行しております。したがって、全体の奉仕者でなければな

らん。たとえどこかに偏ってもまずいし、全体のバランスよく奉仕者でなければならん。こ

れは法律にも書いてあるところでございます。 

  また、村民に対しましてパブリックサーバント、全て憲法第15条には、公務員は公僕であ

ると。国家公務員も地方公務員も公僕であると。公僕というのは、英語で言うとパブリック

サーバントという文言が、公僕と訳されております。 

  我々は、税金で仕事をしっかりする第一セクターでございます。そして、全体の奉仕者で

ございます。そして、全体のパブリックサーバント、公僕、サービスマンであれと。行政サ
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ービスは、住民に対するサービスであるということでございますので、この辺は常に部下に

は指示を与えて、条例、規則に縛られるのは当然でございますけれども、それ以上に、もっ

と崇高な全体の奉仕者である、パブリックサーバントであると、こういう精神をもって行政

の執行に当たっていると思っております。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） ３番、伊東正吾議員。 

○３番（伊東正吾君） ありがとうございました。 

  パブリックサーバント、私も使いたかった言葉、先に使われてしもうて、ちょっとショッ

クなんですけれども。 

  さっきのほうに戻ります。ここに三本柱というのがあります。最後、行政執行を経営とし

て考える。経営として考える、イコール、民間的発想というものを取り入れようというよう

な感覚やと思います。 

  村長もよく言われる入ってくるお金と出ていくお金、ある程度それに沿って私は物事を考

えていると。これは民間なら当たり前のことなんです。赤字続きで倒産してしまう。でも、

公的機関の役所というものを潰すわけにはいかんということで、皆さん、動いておられると

思うんですけれども、このままいってしもうたら、やばいとちゃうのというのが、皆さん村

民の方々の考え方やというふうに思っております。 

  それに対して、前期締まっているのがマイナス88億円というような部分を、どのようにお

考えなのかというのを教えてください。民間の力を入れるという部分でお答えいただけたら

うれしいです。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔「質問の趣旨分からない。簡単に言おうか」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） ３番、伊東正吾議員。 

○３番（伊東正吾君） 民間やったら潰れてしまうものを、役所やったら潰すわけにいけへん

から、どのようにこの赤字を解消するという考えをお持ちですかということです。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 民間なら潰れる。どのような村の形で今後対応していくかというご質

問かと思われます。 

  今回の予算編成につきましても、入りを量りていずるをなすという原則を守ろうと。予算

には、必ず入ってくる歳入があります。歳入以上の歳出の予算編成はできません。村税は約
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18億円であります。 

  どうしても行政で最終的に必要な義務的な経費、法律で決まっているもの等を含めますと、

基準財政需要額という額があります。これが現在46億円前後であります。どうしても必要な

基準財政需要額は45億円必要であると。そこに対して、村に入ってくる税収は、議員の皆さ

んご存じのとおり、18億円前後であります。税収はどんと増えているわけではございません。 

  また、我が村では、ふるさと納税ですけれども、これは全く新しい税で、これが入ると全

く新しい収入になるので、すばらしい税制だと思っていますが、今後も一生懸命ふるさと納

税については、担当部署と我々、全庁挙げてしっかり取り組んでまいりたいと、新しい税収

については考えています。その足りない分を補うのは地方交付税、財政法上に書いてあると

おりでございます。 

  国の予算ですけれども、今年は10.6％、地方交付税が増えました。でも、国の税収は、

リーマンショックのときは39兆円。来年度は国の予算が122兆3,000億円で、予算審議をし

ていますが、83兆円の税収で、倍以上の税収がある。 

  では、我が村の地方交付税は増えているかということですが、増えていません。ただし、

国は、10.6％地方交付税が増えていますから、その分の地方交付税は、予算の中にも書い

てありますが、28億円ぐらいになっているところであります。 

  基準財政需要額に対して、入ってくる税収が18億円である。その不足分については、今、

申しましたように、財政法上、普通交付税、特別交付税等で賄っていただけるという状況に

なっています。したがいまして、基本的な第一セクターが潰れる、これは当然まかりならん

ことでありますので、しっかりと入ってくるものはどのくらいあるのか、そして、その範囲

で何を優先してやるのかということだと思っておりますので、財政規律は今後もしっかり守

って、行政に当たってまいりたいと思っております。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） ３番、伊東正吾議員。 

○３番（伊東正吾君） ありがとうございます。 

  最初の返答から非常に分かりやすく説明していただいて、うれしく思っている限りですけ

れども、最後の部分、村はどう考えているか、このことに関してということで、温暖化が及

ぼす農業とか、人口減少というところがありましたよね。そこで、上信自動車道の関係に言

及したいことがありますので、お答えをお願いします。 

  上信自動車道は、何年かかかってここまでくるということで、すごく努力いただいたとい

うことは分かっています。ただ、村長、一応区切りでいうと、あと約１年の任期ですよね。
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この中でどこまで進むのか、どういう話をこれから先、受け継いでいくのかというような部

分を教えていただきたいんですけれども。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 上信自動車道、これは嬬恋村にとっても、吾妻郡にとっても、不肖、

熊川も僣越ですけれども、昨年の５月から群馬県道路協会の会長も仰せつかっています。群

馬県のほうでも、県道整備部を中心に、群馬県で最も重要な道路は上信自動車道であるとい

う位置づけをいただいておるところであります。 

  しかしながら、もっと重要な道路はたくさんあると思っています。国道17号線の綾戸橋、

国道18号線の安中の道、あるいは、国道50号線のみどり市の12キロ、その他、三桁国道で

もたくさん重要な道路はありますが、何としても上信自動車道は吾妻地域において、小渕恵

三先生が15年、小渕優子先生が26年目を迎えていますが、40年ぐらいの建設促進期成同盟

会ができて、やっと今日まで来たという状況でございます。 

  昨年の３月31日には、嬬恋バイパスの蒲原から田代までの間が、整備区間の事業化をして

いただきました。これで事業は、今現在、進めていただいておるところでございます。そし

て、今年度、３月31日までの予算につきましては、議員の皆さんご存じのとおり、昨年11

月29日に、国の補正予算が決まりました。国土強靱化予算の補正を含めますと、全体で国の

直轄分を含めまして、143億円の上信自動車道の予算がついております。 

  現在も県境の道をどうするのかと、ほかの議員からもご質問がありましたので、ほかの議

員のところでまた詳細な説明を、上信自動車道についてはお答えをさせていただく準備をさ

せてもらっておりますが、いずれにしろ、嬬恋村の未来を決める、今後50年、100年を決め

る基本的な道路、社会的なインフラだと思っております。 

  しかしながら、人口減少は加速度的に進んでいると思っています。国立社会保障・人口問

題研究所が平成20年に発した目標よりも、さらに人口は減っております。嬬恋村で１年間で

生まれる子供たちが30人前後という状況であります。高齢化、65歳以上の人口は現在38％

であります。地域によっては70％もある、四十数％の地域もあると。高齢化も急速に進んで

います。 

  したがって、中長期でこれを維持管理するのは大変なことだと思っています。したがいま

して、維持管理になるべくコストのかからないような形の上信自動車道にする必要がある。

あわせて、村民からも、各産業界からも、農協さん、商工会さん、観光協会さんからも、上
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信自動車道の在り方については、こうあったほうがいいねというお話もいただき、要望もい

ただいておるところでございます。 

  ぜひとも今後50年、100年を決める基本的なインフラである上信自動車道につきましては、

しっかりと説明責任を果たし、そしてまた、国のほうにもお願いをして、あとはぜひとも議

員の皆さん共々、また、今日は区長さんがお見えでございますが、各地域の要望も確認しな

がら、しっかりとしたグランドデザインの中に取り込んで進めてまいりたいと思っています。 

  村長の任期がという話がありましたが、それについては、ほかの議員さんからご質問もあ

りますので、そちらのほうでお答えをさせていただきたいと思います。よろしくお願いしま

す。 

○議長（佐藤鈴江君） ３番、伊東正吾議員。 

○３番（伊東正吾君） 答弁ありがとうございました。 

  人口減少、上信自動車道とか、最後の部分です。私からすると、明快な回答がいただけな

かったという感覚ですけれども、上信自動車道に限ってもしかりですけれども、これから先、

村長が言われるように、50年、100年、必要になるものは必要、要らないものは要らないと、

はっきり区分分けしていただいたような感覚でいます。 

  ただ、私が最終的に言いたいのは、この村に欠けている部分、医療、福祉、教育、直接村

民の方々に影響するであろう部分というものが、欠けているんではないのかということを言

いたいわけです。最後になりますが、その部分を強く意識して、行政を進めていただきたい

と。その部分は村長にもご理解いただけますでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 現在、国のほうでは、学校給食費を無償化しましょうと、小学生だけ

です。１人頭5,200円。嬬恋村の予算の中にも入っておりますが、我が村では、平成28年か

らだと思いますが、学校給食費を無償としてきております。 

  憲法第26条第２項に、義務教育はこれを無償とすると書いてある。したがって、それにの

っとって、我が村ではほかの町村よりも先駆けて、もう既に10年近くたつわけでございます

が、学校のほうは給食費を無償化してあります。給食費全体の予算は１億3,800万円ほどで

ございますが、この予算は既に確保してあります。 

  そのうち今度、小学生分につきましては、国の予算が通れば、１人頭5,200円と。これは

新聞に毎日出ている、ニュースで出ておるとおりでございます。 
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  また、足の確保、東西５つの小学校を２つに、東西を統合した経緯もありますので、学校

統合に合わせて、スクールバスも無償化ということでさせてもらっています。この予算につ

きましては２億4,500万円ほど、予算も今回つけております。 

  そういう意味で、限られた予算ですから、前向きに投資をさらにプラスでやるという新規

事業はできません。ただし、今ご指摘のように、子供の未来へは、今までも投資してきてお

りますし、またその予算の範囲内で今後も、先ほど言いました給食費無償化、あるいはスク

ールバス無償化、あと、保育所も無償化、保育士につきましては6,100万円ほどありますが、

これもきちんと予算の中に入っておるということでございます。 

  あとは、人生100年時代であります。生涯青春予算と私は思っています。みんなが100歳

まで生きるように、シルバー人材センターには予算を260万円かけましょうとか、小さい予

算ですけれども、そういう予算を積み重ねてきていることは事実であります。各課で各課長

が出した重点項目というのは、そういう予算の集積だと私は思っておりますので、ぜひとも

ご理解をいただきたいと。 

  超高齢化社会に対応するための予算も、あとは社会福祉協議会、弱いところに力を、暗い

ところに光を与えようと。その中心になっている社会福祉協議会には、現在13事業を村が委

託しておるわけでございます。そこに対しては、4,300万円ほどの補助金も出しておるわけ

でございます。 

  ぜひともいわゆる底辺、教育や保育や、あるいは高齢化社会への対応や、こういうものの

予算は、各課長が取り上げました重点項目の中に入っておりますが、またそれを今、ここで

お話しさせてもらいます。伊東議員から、教育や高齢化社会への対応と申しましたのでお話

しさせてもらいましたが、しっかり取り組んでまいるつもりでございますので、よろしくお

願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ３番、伊東正吾議員。 

○３番（伊東正吾君） ありがとうございます。 

  話を聞いていると、私の一般質問の中にセルフアセスメントなどという言葉が書いてあっ

たと思います。このセルフアセスメントが働いていないなという感覚に陥ってしまいます。 

  管理するからみんなで考えるみたいな部分で、人とかお金とか、ものとか時間とかという

ものを有意義に使って、みんなで話し合った結果みたいなものを吸い上げて、村長は答弁の

中で、いろいろな団体があったり、いろいろな課長がいた、いろいろな課があったと。そこ

から出てきた話を吸い上げて、この予算を決めたんだよと。条例とかの問題でも、条例があ
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って、ここは役所だからということを一生懸命アピールされていました。 

  でも、それをひとつ乗り越える、無視するという意味ではありません。もう一つ踏み込ん

でサービスをするとか、もう一つ踏み込んで計画を実行するとかということがないと、せっ

かく通った予算も無駄に終わってしまいますよと。 

  話は二転三転しますけれども、最終的には、村民が求めているものが享受できるように頑

張っていただきたいというところなので、医療、福祉とか教育を挙げたわけですけれども、

身近に感じられる部分はもちろんですけれども、将来的な部分にわたっても、かなりタイト

な予算であったと思っていますので、慎重に使っていただきたいし、ちょっと残してでも来

年に回そうとでも考えるというような余裕を持って、みんなの意見を把握して予算執行に当

たっていただきたいというのが、私の願いです。 

  それともう一個、最後の最後です。最後ばかり言ってごめんなさい。 

  皆さんがさっき言った一歩を踏み出すことによって、役所の中の風も変わるだろう、ここ

に住まれている方の役所への思いも変わるであろうという前向きなつもりでお話をさせてい

ただいています。 

  役所仕事だから、遅いのは仕方ないよね。話、聞いてもらいやんの無駄やったな。そんな

声が聞こえてこない役所であってほしいと思っております。 

  以上です。答弁は結構です。 

○議長（佐藤鈴江君） 以上で、３番、伊東正吾議員の一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 黒 岩 智 未 君 

○議長（佐藤鈴江君） 続いて、１番、黒岩智未議員の一般質問を許可します。 

  １番、黒岩智未議員。 

〔１番 黒岩智未君登壇〕 

○１番（黒岩智未君） おはようございます。黒岩智未です。 

  議長の許可をいただきましたので、質問させていただきます。 

  まず、外国人等による不動産取得状況についてお伺いします。 

  外国人等による不動産の取得につきましては、令和５年12月に行われました定例会の一般

質問におきまして、条例制定による不動産取得の制限につき質問させていただきました。 
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  本日は、村内における外国人等による不動産の取得状況につきまして、１、建物の戸数及

び土地面積、２、取得者の国籍、３、取得の目的及び取得後の利用状況、４、納税状況、不

動産が複数人により所有されている場合においては、共有持ち分に基づく納税状況につきま

して、お尋ねいたします。 

  次に、次期選挙についてお伺いします。熊川村長におかれましては、次期村長選挙に出馬

なされるのかお尋ねいたします。 

  以上、ご答弁よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） １番、黒岩智未議員の一般質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 黒岩智未議員の一般質問にお答えさせていただきます。 

  ２つの大きな質問がございました。第１点目は、外国人等による不動産の取得状況につい

てこれを４点、もう一点大きな項目で、熊川村長においては、次期村長選に出馬するのかと

いうご質問でございました。お答えをさせていただきます。 

  まず第１点目の外国人による建物の戸数及び土地面積、所有者の国籍、取得の目的及び所

有後の利用状況、納税状況、共有者の持分に基づく納税状況についてご質問がございました。

外国人等による不動産所得の状況について、黒岩智未議員のご質問にお答えをします。 

  まず、当村の固定資産税システムでは、不動産所有者の国籍情報を登録する仕組みがない

ため、日本人と外国人の識別が困難な状況になっております。そのため、現時点で外国人所

有の不動産を把握するには、氏名などから手作業で抽出する方法しかなく、誤差が生じてく

る可能性があることをあらかじめご了承いただきたいと思います。 

  このような前提で、担当は外国人調査をさせていただきました。現状では、村内の台帳に

おいて確認できる外国人所有と推定される建物は、147件でございます。全体の約0.7％と

なっております。 

  続きまして、土地につきましては約12万5,000平米で、全体の約0.06％でございます。土

地の内訳といたしましては、雑種地が約69.7％、宅地が約19.7％となっております。これ

らの取得目的や具体的な利用状況につきましては、村としては把握しておりません。 

  続きまして、固定資産税の滞納状況についてでございます。本年３月10日時点の現年分及

び滞納繰越分を合わせた滞納額は、1,621件、約3,131万円となっております。このうち、

外国人と推定されるものは18件で、滞納額は16万円となっており、全体に占める割合とし
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ては、大きいものではございません。 

  しかしながら、納税の公平性の観点から、滞納がある場合には状況把握に努め、督促や財

産の差押えなど、適正な滞納整理を進めているところでございます。 

  当村の不動産の所有権移転につきましては、年間おおむね4,000件から5,000件程度の移

動がございますが、現状では、外国人への所有権移転は少数と見られ、特に顕著な増加など

の動きは確認されていないと認識しております。 

  なお、国におきましても、外国人の土地取得の実態把握について議論が進められておりま

す。現在、不動産登記の際に、国籍情報の提供を求める制度の整備が検討されているところ

でございます。村といたしましても、今後の国の制度改正や動向をしっかり注視しながら、

適正な情報把握に努めてまいりたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

  続きまして、２点目の嬬恋村長におかれましては、次期村長選挙に出馬なされるのかとい

うお尋ねでございました。 

  現在では、全く考えておりません。４月をもうじき迎えます。予算が成立したばかリでご

ざいますので、今、議会のほうにご承認をいただきました予算をしっかり執行するのが、私

の責務だと思っております。したがいまして、現状では、来年の４月、来るべき選挙に立候

補する狙いは考えておりません。 

  ただし、衆議院議員と同じで、常在戦場だという認識は一貫して持っておりますので、選

挙の七つ道具、こういうものは常に用意はしております。ただ、今現在どうするかという状

況について、ここで発表できる状況では毛頭ございませんので、ご理解をいただきたいと思

います。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） 再質問以降は、一問一答で行います。 

  １番、黒岩智未議員。 

○１番（黒岩智未君） 答弁ありがとうございました。 

  外国人の取得状況につきまして、納税状況につきましても、しっかり答弁もいただきまし

てありがとうございます。 

  村長の答弁の中にもありましたけれども、ルール上といいますか、国籍とかは把握できな

いという現状なのは承知いたしました。 

  しかし、今後やはりお金持ち、元気のいい外国人の方々というのは、これからもどんどん

増えてくる傾向にあると思います。村としては、その辺の国籍などもしっかり把握できるよ
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うに、取得の条件として国籍を記入してもらうとか、何かそういうことというのは、税務課

とかで担当してもらうのか、そういうのは今後取り入れることは可能だったりしますか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 不動産、すなわち土地もしくは建物が不動産でございますが、外国人

が持っているか否かについては、先ほどお答えさせてもらいましたとおり、登記簿法上によ

って、国籍を書きなさいという項目がないので、登記については、法務省の外郭組織であり

ます法務局で登記をするわけでございますが、法律上、外国人では、私はイタリア人ですと

いうような国籍条項がないということで、村でもそれは把握していないというお答えを先ほ

どさせてもらいました。 

  今後におきましても、不動産取引法上、我が村が条例でそれを制定するのはいかがかなと。

法律を越えて、条例がそれを我が村独自でできるのかという気もいたしますので、登記簿法

上、それはちょっと難しいんではないかと。 

  ただ、今ご存じのように、防衛施設庁、日本の陸上自衛隊、海上自衛隊等のある基地、航

空自衛隊も含めてですが、基地のある周辺の２キロメートル以内は、外国人の所有について

は規制するという動きは、今、国のほうで議論されております。 

  それから水、今は世界に水はない。アラブのほうに行けば、海水を真水にしてやっている

と。地球上の人口が80億人を超えてきて、世界中には水がない。日本はまだ水がある。でも、

こういうものについても、外国人が持つのについては、やはり先ほど言った不動産、今、不

動産の議論をしていますが、水も同じだと思っています。外国人が水を買うという動きがあ

ったので、山林の近くについては、規制をしましょうという動きも、今、国のほうでは議論

をされておるということでございます。 

  それから、今、嬬恋村では、登記簿上、別荘の建物が9,300ほどありますけれども、面積

も膨大な面積がありますが、やはり注目して大規模開発については、処理が回ってきて、私

も決裁しますので、誰が大規模開発をしているのか、こういうものについては最低限の情報

は入ってきております。その都度、担当から大きなものについては、一応私も事前に報告し

なさいと指示出しておりますので、大規模な開発について、この人が、登記簿上、謄本を見

ないと分からない部分もあるかと思われますが、そういうものはチェックしていく必要があ

ると思っています。 

  したがいまして、法律上、我が村独自で条例で、外国人の取得について規制ができるか否
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か。これについては、ちょっと勉強させてください。法律上できるのか、できないのかもあ

ると思われますので、よろしくお願いします。 

  今の法律上では、所有権は絶対ですから、憲法第29条において所有権は絶対であるという、

基本的人権の最も基本なのは所有権でございますので、村が独自に所有権を制限するという

ことについては、公共の福祉で制限することはできるけれども、個人の所有権を制限すると

いうのはなかなか厳しいという現実もありますので、法制上の問題もあると思いますので、

なかなか厳しいと思いますが、大きな流れを調べることは重要だという認識は持っておりま

す。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） １番、黒岩智未議員。 

○１番（黒岩智未君） ありがとうございます。 

  村長の答弁のとおりだと自分も思います。 

  しかし、例えば我々日本人が、外国で土地を買える国というのは確かに存在します。それ

であれば、その国の方々が日本に来て土地を買うのも、ある意味、平等なのかなと、フェア

なのかなと思うんですけれども、日本人が土地を買えない国というのも存在します。そうい

う国の方々が、日本に来て土地を買う、建物を買う。それは非常に理不尽なことだと、村長

もそう思っていると、私は理解しながら話させていただきますけれども。そんなこともある

ので、その辺の条例についてもそうですけれども、その辺はしっかりと進めていっていただ

けたらと思います。 

  先ほど村長の答弁の中でありましたけれども、水。嬬恋村は本当に水が豊富にある土地な

ので、これは大事な資源です。本当に命の源です。知らない間に外国人が所有していました、

権利を持っていましたということになると、我々村民一人一人も、水が自由に飲めなくなる

ようなときが来てしまったら、非常に困ると思います。その辺もしっかり進めていってもら

いたいと思います。 

  不動産の所有の部分ですけれども、一個人で所有されている方は、名前から国を判断する

のも難しいというお話もありました。当然、通名というものを使って、日本人っぽい名前を

住民票に登録できるシステムが、この国にはあります。そういったものが余計に混乱してい

る状況にもなっていると思うんですけれども。 

  実際、この村内でしばらく空き家だった家が、ある日突然、電気がつくようになって、外

国の方が引っ越してきて、そこに住み始めたというお話をちょっと聞いたことがあります。
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そこに住まれている方は、ご夫婦で住まれてはいますけれども、旦那さんは、昼間はやはり

仕事で家を留守にする。奥様が日中家にいる状況の中で、言葉もよく分からない、生まれ育

った環境も違う。そういう状況の人が、隣といってもどのぐらいの距離か分かりませんけれ

ども、隣の家に出入りするようになって、非常に不安だという声があるのも現実です。 

  やはり我々日本人は優しいのか、どうしても受け入れなければいけないとか、そういうふ

うに思う人が非常に多いと思うんです。だからこそ、しっかりとしたルールを決めて、秩序

のある社会を保っていかないと、何でもありになってしまうと思うんです。そういうことも、

今後、しっかりと考えていっていただけるでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議員ご指摘のとおりだと私も思っています。現実に今、議員ご指摘の

ような状況が幾つかあるという話も、私も耳にしております。ただし、どうしても法的な規

制がないので、ましてや、我々は法律に違反する条例はできませんので、条例で先走って、

法律を越える条例を制定することは難しいかなと思っています。 

  ただし、水の問題もありましたが、水につきましては、嬬恋村の開発条例を改正いたしま

して、規制もかけてきております。それから、太陽光発電で景観法上の景観保全地域につき

ましては、開発条例を同じく適用する範囲を広げてきて、大規模な開発は許可を得るという

ような規制も加えてきております。 

  今後も条例で分かる範囲で、法律を越えてはできないけれども、情報収集と規制がどこま

でできるのかということは、勉強もする必要があると思っています。 

  なお、皆さんご存じだと思いますけれども、今、ごみの量が別荘地帯は増えてきています。

し尿処理の量も、別荘地帯は増えてきています。それから、浅間高原に対して、移住・定住

者は毎年120世帯ぐらい。人口もここ10年で400人ぐらいだったのが、今、850人。浅間高原

地帯に世帯も人口も増えています。そういう現実もありますので、今後、浅間高原の在り方

は、これは黒岩智未議員のご指摘のとおり、しっかりと把握していく必要があると。 

  それから生活基盤、生活を守るためにもごみやし尿の問題、それから浅間高原における水

の問題、こういうものもしっかり考えていく必要があると思っていますので、しっかりと議

会とも情報共有しながら、また担当ともしっかり確認しながら、庁内もその辺の認識をしっ

かり持って対応してまいりたいと思いますので、ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） １番、黒岩智未議員。 
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○１番（黒岩智未君） ありがとうございます。よろしくお願いします。 

  ただいま、村長の答弁の中から、浅間高原など別荘という答弁をいただきました。自分の

通告書には、別荘というのがないんですけれども、それについて質問させていただいても大

丈夫でしょうか。 

  俗に別荘、セカンドハウスといいますか、嬬恋村もそういう建物を所有している人が数多

くおられると思います。住所がこちらにない方たちというんですか、そういう方たちの納税

状況というのは、今、分かったりしますか。教えてください。 

○議長（佐藤鈴江君） 税務会計課長。 

〔会計管理者兼税務会計課長 宮﨑由美子君登壇〕 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） それでは、ただいまの黒岩智未議員の質問に

お答えさせていただきます。 

  すみません、正確な数字は今のところ分かりませんが、村内の未納、滞納数を見ますと、

やはり住民よりは村外の方のほうが戸数も多いですし、未納も多い状況となっております。

その辺、こちらのほうでは滞納整理を十分にやっておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（佐藤鈴江君） １番、黒岩智未議員。 

○１番（黒岩智未君） 突然すみません。ありがとうございました。 

  滞納整理もしっかりやっていくということなので、これからも強化してしっかりやってい

ってほしいと思います。ありがとうございます。 

  こちらのほうの質問にしましては、これで終わりにさせていただいて、次に、次期選挙に

ついて、熊川村長にお伺いします。 

  先ほど来、答弁を聞いていたり、伊藤正吾議員に対しての答弁も聞いていても、自分なり

に感じたんですが、まだまだ村長は続投するのかなと思いながら、自分は聞いていたんです

けれども、準備もしていない、今、取りあえず予算も通ったばかりで考えていないと言われ

てはおりましたが、上信自動車道もやっと嬬恋村がこれから始まっていくという中で、まだ

まだ続投していかれるのではないかと正直思うのですが、どうでしょうか。もう一度、答弁

お願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 現状では、明確にお答えできる状況ではないと。まず当面、目先のこ
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とをしっかり遂行する。それが私の村民に対する責務だと思っておりますので、ご理解をい

ただきたいと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） １番、黒岩智未議員。 

○１番（黒岩智未君） ありがとうございます。 

  目の前のことから１つずつしっかりと、残りの任期１年間やっていくということで、理解

はさせていただきました。 

  今後、時間がたつに連れ、そういうことがもっと我々も見えてくるのかというふうにも思

いますし、年度末あたりから、やはり私もいろいろな方から、熊川村長は続投するのか、次

も選挙に出るのかなどという質問をされる日が結構多くあったもので、今回質問させていた

だきましたけれども、現状、このやり取りを何度続けても明確なお答えはいただけないでし

ょうから、今日はここで質問を終わりにさせていただきたいと思います。ありがとうござい

ました。 

○議長（佐藤鈴江君） 以上で、１番、黒岩智未議員の一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 下 谷 彰 一 君 

○議長（佐藤鈴江君） 続いて、４番、下谷彰一議員の一般質問を許可します。 

  ４番、下谷彰一議員。 

〔４番 下谷彰一君登壇〕 

○４番（下谷彰一君） 区長会の皆さん、傍聴ありがとうございます。 

  議長から一般質問の許可をいただきましたので、まず最初に、上信自動車道とグランドデ

ザインについて質問させていただきます。 

  グランドデザインは、総合的・長期的視点で村の将来像を掲げ、これを実現させるための

村づくりの方針に基づく取組や施策を示したものでございます。 

  平成28年度作成の嬬恋村グランドデザイン上信自動車道構想では、インフラの老朽化など

に対応するため、公共施設を集約する構想と、青山ステーション構想では、雇用機会の確保

のため、ストックヤードや道の駅を整備し、防災や観光の拠点を目指すこと。また、資料館

周辺の整備構想では、鎌原観音堂や郷土資料館などとの連携を深め、トイレや農産物直売所

などを再配置し、地域の拠点づくりなどに８つの構想が策定されております。 
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  地方におけるまちづくりの課題は、人口減少と高齢化、インフラの老朽化、雇用機会の不

足、行政と地域住民の連携不足など多岐にわたります。これらの課題を克服するためには、

地域の特性を生かした取組や、新たな技術の活用が必要とされています。 

  そのため、令和５年12月議会で、この構想は既に策定後７年が経過しており、見直しや新

たな計画を策定する時期ではないですかと質問したところ、村長は、構想の見直しや新たな

計画策定は必要だと答弁をされております。そうした中で、今議会に村長から、プロポーザ

ルにより業者を選定し、新たなグランドデザインを策定するとの報告がありました。 

  そこで、何点か質問させていただきます。 

  まず１点目でございますけれども、今回のグランドデザインは、これまで策定したグラン

ドデザインの考え方を踏襲し、将来の村づくりの土台に位置づけるとあります。そこで、グ

ランドデザインの策定に当たっては、道路は地域の暮らしや経済活動を支えていることから、

整備区間となった上信自動車道の嬬恋バイパス区間も含めて、今回のグランドデザインでは

検討するべきではないかと思いますが、村長のお考えをお聞かせください。 

  ２点目といたしましては、本村の昨年１年間の出生者数は31名です。そのため、少子化対

策などは本村の最重要課題であります。本村は、その課題に対応するため、公共施設等総合

管理計画を策定し取り組んできました。しかし、人口減少に歯止めがかからず、今後、さら

なる施設の統合や複合化、もしくは削減が求められます。そうした厳しい情勢の中でのグラ

ンドデザインの作成になりますが、各エリア内の整備などについて、どのような方向性をも

って進めていく考えなのか、２点目にお伺いいたします。 

  次に、３点目でございますけれども、グランドデザイン策定は、有識者による検討会や住

民アンケートにより進めていきますということでございます。そこで、住民アンケートの内

容についてお伺いいたします。 

  今までの計画を踏襲するとありますが、このアンケートは、今までの計画の賛否や考え方

についてアンケートをするものなのか、あるいは、各エリアの新たな取組などが出来上がっ

た時点で、グランドデザインの成果品を含めて意見を伺うアンケートになるのか、ご教示く

ださい。また、９月頃の完成を目指しているようですが、有識者の検討会を含め、時間的な

経緯は大丈夫なのかも併せてお伺いいたします。 

  ４点目、今回のグランドデザインは、具体的な建設計画や事業実施を決定するものではな

いとしています。しかし、総合計画がそうであるように、グランドデザインも嬬恋村の未来

に向かい、村民が安心して暮らせる地域や社会を実現するために、夢と希望のある計画であ
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ってほしいと思います。 

  少子化や生産年齢人口、これは15歳から64歳までですけれども、生産年齢人口の減少は、

地域の活力の衰退に大きな影響を与えます。この世代を増やすためにも、働く場の確保や道

路網の整備は必要不可欠だと考えますが、どのようなお考えなのか、お聞かせください。 

  次に、大きな２点目といたしまして、上信自動車道の進捗状況について、村長にお尋ねを

いたします。 

  上信自動車道では、与喜屋インターから鎌原インターまでの８キロメートルの長野原嬬恋

バイパスに加えて、令和７年度には、鎌原インターからまだ仮称の田代インター区間の12キ

ロメートルになる嬬恋バイパスが、整備区間に格上げされました。今後は、早期の工事着工

と、（仮称）田代インター以降の本村区間である長野県境の鳥居峠までの一日も早い整備区

間の格上げが待たれるところであります。 

  上信自動車道は、本村の東西を貫く幹線道路であります。この道路は、基幹産業の農業や

観光振興に大きく寄与するとともに、村民の安心・安全を守るための大切な道路であり、多

くの村民が一日も早い全線開通を期待しております。 

  そこで、上信自動車道整備は、本村が直接関わる事業ではありませんが、村長は上信自動

車道建設促進期成同盟会において、長年、副会長としてご尽力をいただいております。そこ

で、分かる範囲で結構でございますので、現在の進捗状況と今後のスケジュールなどにお答

えをいただければと思います。 

  まず１点目、現在、令和11年度の完成を目指して、箱島インターから植栗・中之条インタ

ーまでの間の吾妻東バイパスと、植栗・中之条インターから郷原の厚田インターまでの吾妻

東バイパスの工事が、現在、急ピッチで進んでおります。 

  ところが、先ほど申し上げた与喜屋インターから鎌原インター区間の長野原嬬恋バイパス

についても、先ほど申し上げた吾妻東バイパスと同じく、完成予定が令和11年度となってお

ります。しかし、本村内では、土地の境界確認が行われただけで、用地の取得も含めた関係

する事業に至っておりません。 

  ようやく３月18日に、中之条土木事務所により、これは上信自動車道ではなくて、上信自

動車道芦生田インターの進入路である県道嬬恋・応桑線の説明会が夜にあります。少し事業

のスケジュールが遅れているという感じがいたしますけれども、現状はどうなのか、お分か

りでしたらお答えをいただきたいと思います。 

  次に２点目ですけれども、嬬恋バイパスの整備区間の格上げにより、村内では、残す県境
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の鳥居峠までの区間が未整備となっております。しかし、この区間は、冬期間の積雪や凍結

を考慮し、一部トンネルによる工法の話があるようですが、本村と上田市との標高差もあり、

大工事になることが予想されております。この件について、長野県側との協議、検討がなさ

れているのか、お尋ねいたします。 

  先ほど申し上げたように、上信自動車道の一日も早い開通は、多くの村民が期待をしてい

るところでございますので、村長の長年の政治手腕と経験に基づいた答弁をいただければと

思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ４番、下谷彰一議員の一般質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 下谷彰一議員の一般質問にお答えさせていただきます。 

  大きく分けまして２つのご質問がございました。第１点目が、上信自動車道とグランドデ

ザインについてでございます。大きな２点目が、上信自動車道の現在の進捗状況と鳥居峠の

ほうの県境についてのご指摘でございました。 

  質問事項の１つ目の上信自動車道とグランドデザインについてのご質問にお答えをさせて

いただきます。 

  議員ご指摘のとおり、本村では平成28年３月に、嬬恋村グランドデザイン上信自動車道連

携構想を策定し、公共施設の集約や地域拠点づくりなど、将来の村づくりの方向性を整理し

てきたところでございます。しかし、その後、人口減少の進行や社会情勢の変化、公共施設

の老朽化など、本村を取り巻く状況も大きく変化してきております。こうした状況を踏まえ、

本村の将来を見据えた新たなグランドデザインの策定が必要であると判断し、今回、プロポ

ーザルによる事業者を選定し、策定に着手したところでございます。 

  １つ目のご質問の上信自動車道の嬬恋バイパス区間を含めたグランドデザインの検討につ

いてでございます。 

  道路は、地域の暮らしや経済活動を支える重要な、基本的な社会基盤であります。現在、

整備区間に指定された上信自動車道嬬恋バイパスにつきましても、本村の交通環境や地域づ

くりに大きな影響を与えるものと認識しております。そのため、今回のグランドデザインに

おいても、上信自動車道の整備を見据えた土地利用や地域拠点の在り方について、検討して

まいりたいと考えております。 

  ２つ目のご質問の人口減少が進む中での各エリア整備の方向性についてでございます。 
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  今後の施設整備につきましては、人口減少や財政状況も踏まえ、新設だけではなく、既存

施設や地域資源の活用も考えながら、各エリアの役割や必要な機能について整理していきた

いと考えております。 

  ３つ目の住民アンケートについてでございますが、アンケートにつきましては、村づくり

に対する住民の意識や地域の課題などを幅広く把握することを目的として実施する予定であ

ります。また、各団体や有識者による検討会の意見も踏まえながら、本年９月頃の取りまと

めを目標に策定作業を進めております。 

  最後に、若い世代の定住や雇用機会の確保、道路網の整備についてでございますが、少子

化や生産年齢人口の減少は、本村にとっても大きな課題であり、働く場所の確保や交通環境

の整備は重要であると認識しております。 

  そのため、今回のグランドデザインにおいても、若い世代が安心して働き、暮らせる地域

づくりの視点を踏まえ、今後の村づくりの方向性について検討してまいりたいと考えており

ます。 

  続きまして、大きな第２点目の上信自動車道の現在の進捗状況についてのご質問でござい

ました。 

  この件につきましては、群馬県の県道整備部並びに上信自動車道建設事務所所長さん等に

も確認を取って、文言に間違いがあれば弱るなということでございますので、最終確認を取

ってお答えをさせていただくところでございますので、ご理解をいただきたいと思います。 

  まず、長野原嬬恋バイパスについて、事業スケジュール等が遅れているように感じている

現状はとのご質問でございました。要は、長野原嬬恋バイパス工事が遅れているのではない

かというご質問でございます。 

  長野原嬬恋バイパスは、長野原町与喜屋地内から、嬬恋村鎌原までの約8.5キロの道路整

備事業でございます。昨年度は、道路詳細構造についての説明会を実施し、その後、全区間

において、土地の境界立会いや用地補償調査を実施させていただき、本年度も引き続き用地

補償調査を実施、用地調査が完了した箇所から順次、用地取得を進めているところと聞いて

おります。 

  また、工事につきましても、工事期間が長くなる長大橋を先行して着手するため、起点側

の長野原町に計画されている（仮称）熊川橋梁下部工及び工事用道路の工事発注を進めてい

るとのことでございます。 

  今後も、令和11年度完成を目標に、用地が取得できた箇所から埋蔵文化財調査を実施し、
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完了次第、順次工事に着手していく予定とのことでございますので、ご理解をいただきたい

と思います。 

  続きまして、鳥居峠区間における長野県側との協議内容等はどうなっているのかのお尋ね

でございますが、嬬恋バイパス終点部から長野県東御市に至る約20キロの区間については、

平成10年12月に、国から調査区間指定を受け、群馬県と長野県両県連携して継続的に整備

区間指定に向けた調査や検討を行っております。 

  今年度、新規事業着手となった嬬恋バイパス終点部から、西に位置する群馬県と長野県と

の県境部は、急峻な山々と谷が連続する山岳地形であることに加え、過去の火山噴火による

噴出物の不均質に固まった脆弱な地盤が広範囲に分布し、さらに熱水の影響により粘土化し

たもろい地層が存在するなど、地質上のリスクを有しております。 

  したがいまして、ルートの選定の際には、地盤内部の状況を正確に把握するための詳細な

調査が必要であるほか、延長の長いトンネルや深い谷をまたぐ大規模な橋梁などの建設も見

込まれております。このため、県境部では、長野県との細部にわたる調整や難易度の高い施

工技術が必要となることから、国直轄の権限代行による整備を実施するよう、国土交通省に

対し継続的に要望活動を行っているとのことでございます。 

  この件につきましては、上信自動車道建設促進期成同盟会としても、同じ要望を国土交通

省のほうに行っておるところでございます。 

  引き続き、群馬県は国土交通省や長野県と緊密に連携を図りながら、県境部の新規事業化

を目指しており、村としても、期成同盟会の一員としてしっかりと連携・支援してまいる所

存でございますので、ご理解いただきたいと思います。 

  以上、下谷議員の一般質問に対する答弁とさせていただきます。 

○議長（佐藤鈴江君） 再質問以降は、一問一答で行います。 

  ４番、下谷彰一議員。 

○４番（下谷彰一君） どうもありがとうございます。 

  それでは、最初の今まである計画を踏襲するということですと、どうしても県道の大笹・

応桑線から左、青山国有地を中心とした計画を、前回立てているわけですので、今回質問さ

せてもらった１点目は、主要地方道の東御・嬬恋線、そこには仮称ですけれども、田代イン

ターチェンジが予定されているところですが、今回、そこまでのエリアを入れた中で、グラ

ンドデザインを策定してほしいということでお話をさせてもらったんですけれども、これに

ついてはいろいろ計画をしていただけるというふうに解釈をしています。 
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  これは上信自動車道の発行しているニュース、第２号の中に、嬬恋バイパスというのがあ

って、鎌原インターからいくと、最初に予定しているのは大笹インター、これもまだ仮称で

す。２つ目が田代インター、これは、今現在の嬬恋バイパスの終点です。その間に、村と協

議をして、そこにアクセス道路とか、そうした問題が解決できれば、これはまだ構想ですけ

れども、構想細原インター、もう一つは構想大平インター、まだできるわけではないんです

けれども、上信自動車道は、合わせて４つのインターが構想としてあるわけですので、ぜひ

ここをしっかりとした計画を、今回のグランドデザインの中に入れていかないと、欲を言え

ば、本当は鳥居峠まで含めてほしいんですけれども、そうでないと、本当に村民が期待する

グランドデザインにはならないんではないかと思うんですけれども、まずそこのところを、

村長はどのようなお考えか、お聞かせください。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 下谷議員のご質問にお答えをさせていただきます。 

  鎌原から田代までの嬬恋バイパスでございますが、鎌原インターは、もう既に設計が始ま

って、工事が始まる状況になりつつあると思っています。東御・嬬恋線の接する所、これは

主要地方道でございますので、全てアクセス道路についても、国・県の金でできるというこ

とでございます。それから、主要地方道であります大笹・北軽井沢線でございますが、これ

も主要地方道でございますので、これにもインターチェンジは、国・県の金で100％できる

ということでございます。したがいまして、既に国・県のほうからは、ここには仮称でござ

いますが、大笹インター、あるいは、田代インターということで、仮称の名前が入っていま

す。 

  議員ご指摘のとおり、大前の細原地区、あるいは、地域から要望のございました大平地区、

中原か大平かということですが、地域の皆さんは大平という話もありましたので、現在では、

全く仮称でございますが、大平インターチェンジということで、これは構想インターとなっ

ております。 

  ここが何で構想かというと、これはそこまでのアクセス道路の件でございますが、皆さん

ご存じのように、渋川市のほうに向かっていきますと、植栗・中之条インターから中之条町

に向かう工事をしております。今年度だけで10億円の工事で、来年完成するという話で、先

日も確認させてもらいましたが、これがアクセス道路でございます。 

  大前インター並びに大平インターの地元の要望では、大前区につきましては区のほうから
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の要望も出て、大前インターチェンジをお願いしたいという要望も出ております。大平イン

ターにつきましては、大笹区からお願いしたいという要望は出ております。今後も地元の意

向をよく確認しながら、仮称についてはしっかりとした対応をしてまいりたいと。 

  できれば、まだそのほかに商工会は、インターチェンジ周辺に地元業者が経済活性化でき

るような、地元の店舗が入るところも考えてほしいという要望もございます。それから、農

協さんにつきましてはざっくりですけれども、キャベツの輸送700万ケース、これを日本一

のキャベツの村から日本国中、宮城県から沖縄まで物流でトラックが輸送するわけですので、

この輸送関係では、一番いい方法で輸送できるようにという考え方も当然あるわけでござい

ます。 

  地域の要望並びに各種団体の要望、これらを総合的に判断して、構想インターについては、

国・県のほうにもまた我々もお願いをしてまいりたいと思っておりますので、構想インター

については、よろしくご理解をいただきたいと思います。 

  なお、グランドデザインに加えるのかということでございますが、決まった方向が定まれ

ば、それは当然入れて考えるべきだと私は考えております。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） ４番、下谷彰一議員。 

○４番（下谷彰一君） インターチェンジは、やはり土地づくりとか地域づくりを検討する上

で、絶対外せないものだと思います。 

  また、芦生田のほうに回覧で回ったのはこれです。これは上信自動車道ニュース嬬恋バイ

パスということで、この中に、先ほど申し上げた構想の大平と細原が入ってくるわけですけ

れども、私もぜひそれについては、今回の計画の中に入れていっていただきたいと思います。

お願いついでに、できれば、鳥居峠まで含めた全体計画を検討いただければと思います。 

  次に、２点目ですけれども、古いものを踏襲する中で、大平の国有地の活用については、

令和３年度案では未来・森・子供ゾーンということで、遊歩道や子供のための公園などが計

画されています。先ほど来、村長もいろいろご説明をしていただいて、他の議員さんにもご

説明していただいていますけれども、少子高齢化の中で、こうした子供たちの計画が、当初

予定した計画で果たしていいのかどうか。それをまずお尋ねして、担当課長に踏襲をすると

いうことですけれども、この大平地区の構想……。 

〔「青山」と呼ぶ者あり〕 

○４番（下谷彰一君） 失礼しました。青山地区の構想については、これはそっくり、この構

想というのは踏襲ということは、引き継いで新たに検討するんでしょうか。チャラにして、
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またやるんでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） では、最初に村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 青山地区、これはバラギのほうにスキー場ができたり、青山地区にゴ

ルフ場ができたということで、リゾート法が1980年代にあったときに、全国にゴルフ場あ

るいはスキー場ができたときに、できた青山地区のゴルフ場があるわけですが、その反対の

所でございますけれども、当時、そこも開発したいという話があったようでございますが、

現在の青山地区で問題になっている所は、現在開発しない状況が続いております。 

  下谷議員ご指摘のとおり、平成28年、27年か、できたときには、議員の皆さんとも相談

をして、5,270万円をかけて、区画を全部調べて、議員全員賛成をいただいて、そこを村の

お金で測量をしました。約62ヘクタールあります。そこに当時、グランドデザインではない

んですけれども、青写真をつくらせていただいたという経緯があります。 

  そこには、当時、村民はお墓がないから、お墓を造ろうやという意見、あるいは、金をか

けないで、子供が遊べるような、木を残してやったらどうかというゾーン、あるいは、道の

駅的なものを造ったらどうでしょうかというようなゾーン、それがコンパクトにまとめた考

え方が一つまとまった案がありました。 

  それ以降でございますけれども、最終的にあの土地を買いたいという話で、我々、5,270

万円で測量してきたという経緯がありますけれども、当時、吾妻環境森林事務所の所長さん

も、汚く言うと、所有権が自分のものになれば、何でもできますみたいな話もあったわけで

ございますが、その後、議員の皆さん方はじめご存じのとおり、森友学園の話があって、国

有地の払い下げが厳しいと。村が提案したら、その計画どおりにやらなければ、とても国有

地は払下げができませんという厳しい枠がはまってきたという経緯がございます。 

  したがいまして、現在、ストックヤードが５ヘクタール、これはもう事業化されて、皆さ

ん、公知の事実でございます。つい先日の建設新聞のトップにも出ておりますが、利根川水

系砂防工事事務所が、そこに約５ヘクタールのストックヤードを造るということで、もう工

事も始まる状況になってきています。 

  ここでは国土交通省は、その分だけ林野庁から所管替えをして５ヘクタール造ると。当時、

我々がそれをお願いするときに、国土交通省が所管替えをして、そこにストックヤードを造

ってもらっても結構ですが、そこに入るアクセス道路については、縦断図、横断図まで、道

路まで造りなさいというと、３億円、４億円かかると。したがいまして、それは国土交通省
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に造ってもらいたいということで、国土交通省のほうのストックヤードを造るという話の合

意の下に、話が進んできております。 

  ただし、その際に、最終的な村の案を林野庁のほうに出していただきたいという案も、議

員ご存じだと思われますが、最終案も出させていただいてあります。最終的に、村がそこを

買うということになりますと、今後はさらにちゃんとした図面も作って、林野庁のほうに提

出して、それでこれだけはこういうふうに買わせてもらいたいという話をしなければならん

と、こういう段階に来ておると思っています。 

  村は財政が非常に厳しいということで、村では、ＰＦＩ、ＰＰＰ、これらについて真剣に

勉強を重ねてきておるところでございます。東京都千代田区の姉妹都市、沖縄県座間味村の

姉妹都市、これも全部ＰＦＩで建設された役所でございます。我が村も、そういうものも含

めて検証をしっかりしようということで、今までもＰＦＩも勉強を重ねてきておりますが、

ぜひとも議員の皆さん共々しっかり勉強をして、しっかりとしたまず青写真をつくっていこ

うという状況に今来ていると思っていますので、ご理解いただきたいと思います。 

  甚だ回答が長くなりましたが、一問一答になったかどうか分かりませんが、回答とさせて

いただきます。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長、グランドデザインに入れるか、入れないかという、今の青山の。 

○村長（熊川 栄君） 今のグランドデザイン、全体構想はありますので、当然その前例を踏

まえて、最終的なプロポーザルの中で検討を加えているという状況だと思っていますので、

ご理解いただきたいと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） 未来創造課長。 

〔未来創造課長 黒岩孝義君登壇〕 

○未来創造課長（黒岩孝義君） それでは、ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  議員ご指摘の今回のグランドデザインの計画に当たって、今までのグランドデザインを踏

襲した計画にするかというご質問だと思いますが、こちらにつきましては、議員おっしゃる

とおり、今までグランドデザインは何回か策定しておりますので、それを踏まえないという

のはいかがなものかと思いますので、当然、そちらのほうは踏襲しながら計画をさせていた

だきます。 

  今の議員の青山の未来・森・子供ゾーンのお話でございますが、こちらにつきましても先

ほど申し上げた踏襲をしながら、住民アンケートも取りながら、どういった形がよろしいか

ということを検討していきたいと思いますので、ご理解いただければと思います。よろしく
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お願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ４番、下谷彰一議員。 

○４番（下谷彰一君） ありがとうございます。 

  質問の内容が前後してしまったと思うんですけれども、お許しをいただきたいと思います。 

  青山については、いろいろご検討いただけるということですけれども、私は、３番目の質

問の中で、村民のアンケートを皆さんが取るということです。そうすると、今までのものを

踏襲するということになると、今まで計画したものがどうですかという取り方なのか。ある

いは、今度新しくこういうものを造るので、どうですかという考え方なのか。もう一つは、

今度新しくできたから、これでどうですか。この３点のうち、どういうアンケートの取り方

をしたいんですかということで、３点目、聞いたつもりでいたんですけれども、これは村長

でなくても、未来創造課長でも結構ですけれども、アンケートの取り方と…… 

○議長（佐藤鈴江君） 取りあえず、アンケートの取り方ね。 

  未来創造課長。 

〔未来創造課長 黒岩孝義君登壇〕 

○未来創造課長（黒岩孝義君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  まず、アンケートの取り方でございますが、議員おっしゃる今までの賛否のことについて

の捉え方なのか、それぞれ各エリアの取組についてのアンケートの取り方というご質問では

ございますが、今回につきましては、そういった考えも踏まえながらというところもありま

ますが、今回のアンケートにつきましては、まだ確定はしておりませんが、考え方とします

と、村民の暮らしの充実だったり、上信自動車道の整備、村の基幹産業のことだったり、村

の観光の在り方だったり、公共事業としての取り組むべきことであったり、村に住み続けた

いと思えるようなことに対してどういったことがあるかという全体的なことを聞きながら、

策定していきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ４番、下谷彰一議員。 

○４番（下谷彰一君） そうすると、グランドデザインをつくるに当たって、村民の全体的な

意見、今つくってあるもの、あるいはこれからつくろうとしているものよりも、今の嬬恋村

の状態についてのアンケートを取るという考え方でよろしいわけですね。 

  それと、９月の完成を目指しています。３月議会の補正予算に繰越明許費で計上されてい

る予算で、もう来月になると令和８年度がスタートするんですけれども、これだけのいろい

ろな大きなことをやろうとしているのに、９月を目途とした完成で大丈夫なんでしょうか。
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これについてお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 未来創造課長。 

〔未来創造課長 黒岩孝義君登壇〕 

○未来創造課長（黒岩孝義君） ただいまの議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  スケジュールにつきましては、議員ご指摘のとおり、今年度３月の補正でお認めいただい

ておりますが、繰越しという形でやらせていただきたいと思っております。その中で、今、

スケジュールの案としますと、議員ご指摘のとおり、９月には議会に報告ができるように進

めさせていただきたいと思っております。 

  そのようなスケジュールで、今、アンケートを作成し発送し、それを取りまとめつつ、全

体構想の検討だったり、それぞれ地域拠点の整備に関する検討だったり、検討委員会等も立

ち上げなくてはいけないかとは考えておりますので、スケジュールがタイトではあるかと考

えておりますが、今の段階ですと策定できるというようなスケジュールを組んでおりますの

で、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） ４番、下谷彰一議員。 

○４番（下谷彰一君） ぜひ期待をされているグランドデザインですから、早く村民の皆さん

にこれから村が進むべき方向性をしっかり見ていただけるような取組をお願いしたいと思い

ます。 

  なお、４点目に、これから少子化とあわせて生産年齢人口、要するに働く人たちがいなく

なるよという質問をさせてもらっています。これは本村に限らずのことですけれども、そう

した中で、エリアを鳥居峠までお願いしたんですけれども、本当は私は上田市まで入れてほ

しいなと思っています。 

  というのは、どうしても若者に定住をしていただくためには、働く場所を確保しなければ

なりません。でも、企業誘致は大変難しい状況でありますし、遠隔地を考えると、なかなか

企業も本村のほうに来てくれるというわけにいかない。 

  でしたら、上信自動車道を一日でも早く上田市につなげて、上田市のベッドタウン化では

ないですけれども、私は芦生田出身なので、今、芦生田から上田市まで１時間かかるのを、

その道路ができることによって、30分で行けるようになるかもしれない。 

  そうすれば、企業誘致をしなくても、芦生田から上田市まで通えますし、また、東吾妻バ

イパスが開通すれば、中之条町や渋川市のほうでも通えるわけです。そうしたものについて、
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村長にお考えをお聞かせいただきたいんですが、そうした方向で検討いただくことはできま

すか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 下谷議員のおっしゃるとおり、上田地域につきましては、鎌倉時代、

有史以来、経済的にも歴史的にも文化的にも、また、キャベツの種も、大阪の方と上田の青

木翁から種も田代のほうに入ったと、キャベツの村も上田のほうとのつながりがあったと。 

  江戸時代も、全てが善光寺参りすると。善光寺参りが終わると、仁礼街道で仁礼を通って、

田代を通って、大笹を通って、草津へ行くということで道祖神がたくさんあり、栄えた。 

  なおかつ、高崎市のほうへ行く道もあるということで、現在、上田市については定住自立

圏でやっていますので、今後も吾妻の医療については、上田市にある国立病院の信州上田医

療センター、あるいは、産婦人科の角田産婦人科医院さん、あるいは、上田市のほうとの医

療関係もございます。 

  また、保育についても、嬬恋村の方が向こうで働くのに、子供は上田市のほうに預けたい

という方もいらっしゃるし、お互いが相互に定住自立圏の範囲内で結びついております。そ

して、定住自立圏も、今、道路についてしっかりと予算も、特別交付税で数字が返ってきて

おりますので、したがいまして、今、下谷議員の言うとおり、働く場所の話でございますが、

こういう意味で十分可能性があると思っています。 

  また、３月14日、今度の土曜日でございますけれども、渋川西インターから金井インター

まで、開通式典が行われます。ということで、上信自動車道の金井インターまでは４車線で

くるということでございます。渋川までを時速60キロ、70キロで行くと、将来は、鎌原イ

ンターから30分前後で行くのかなと思っています。したがいまして、今、時間の相当かかっ

ておる渋川市までも、相当近くなるなと思っています。 

  中之条町や東吾妻町がストロー現象になるのではという意見も多数あります。嬬恋村も同

じだと思っています。基幹的な道路ができたけれども、ストローでみんな通過するだけでは

弱るということでございます。 

  やはり、そこに働く場所をどうするか、あるいは、地元の商工会から上がっているこうい

うお店をどういうふうに出すのかと、こういうことも検討しながら、しっかり考えて、働く

場所をどうしたらいいかと。 

  実は、私事で恐縮ですが、先日、上田市へ行って、イオンでカット野菜を買ってまいりま
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した。議会でも一回カット野菜をしましたけれども、今のキャベツの売り方も全然違うなと

いうことで、写真も全部撮ってきましたけれども。 

  キャベツも丸ごとキャベツを売るという時代もありますけれども、やはりできたら嬬恋村

にカット野菜ができて、若いお母さんも働ける場所、こういうのもどうかなと実は思ってい

ます。それにはお金もかかることですから、お金はどう手当てするか、農林水産省の補助金

をがっちりもらうとか、あるいは、民間企業で、よし、俺は、出てやって働いてもいいよと

いうようなところはあるのなら、そことＰＦＩを組んで、しっかり適正な規模のカット野菜

も必要なのかなという気もしております。 

  いずれにしろ、働く場所の確保ということについては、産業振興そのものでございますの

で、農業と観光、そして、商工業の発展も考えた形で、しっかりと上信自動車道とリンクさ

せてみんなで考えて、９月にはしっかりまとめ上げたいと思っていますので、ご理解いただ

きたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） ４番、下谷彰一議員。 

○４番（下谷彰一君） 村長のご説明をいただいた定住自立圏、これは村長の肝煎りで、長野

県側と一緒に締結をしていただいてやっているわけですから、ぜひ定住自立圏ができていま

すので、本来、上田市と行ったり来たりできるはずだと思いますので、その橋渡しとなるの

が道路だと思いますから、ぜひその辺のところはお願いしたいと思います。 

  次に、上信自動車道の進捗状況を村長からご説明をいただきました。 

  例えば、私ども芦生田は、地権者の用地の境界の立会いは終わっています。でも、そこか

ら全然進んでいない。そして、今回、会議をやりますよといったら、これは単なる県道嬬

恋・応桑線の取付道路でなくて、振り替える道路の会議ですよと。同じ令和11年に、東吾妻

バイパスが開通というのに、こちら側は、まだ工事すら入っていないわけです。ですから、

この辺を一日も早く開通させていただくように、そのためには工事をしていただく。そうし

たことは非常に重要だと思います。 

  この芦生田の進入道路は、芦生田集落や袋倉集落が狭いので、工事用道路は入らないので、

その道路を開けることによって、そこを工事用道路としてふだん使って、芦生田から１本は

トンネルを開けて袋倉へ、もう一本は鎌原へいくと、そういうことのようでございますので、

先ほど来、申し上げているようにぜひ一日も早く、村の活性化、発展のためにも、上信自動

車道はかなり大きな力になるはずですので、ぜひ副会長として村長にご尽力をいただけるよ

うにお願いしたいと思いますが、最後に、村長にその辺のお話をいただければと思います。 
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○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 実は、一般質問の誰からどういう質問が出るという書類が全部整った

ときに、下谷議員の書類を見て、これはうかつな発言をするとまずいということで、それで、

中之条土木事務所、工事建設事務所、所長にも全部会って確認をしましたので、建設課長が

全部データをまとめたのが、先ほど私がお答えしたデータであります。うそはつけませんか

ら、しっかり確認したデータに基づいてお答えをさせてもらっています。 

  中でも、実は私も、本当に令和11年度までに大丈夫なのかいという話をさせてもらってお

ります。先ほどお答えさせてもらいましたように、与喜屋の所は、皆さん、まだ公になって、

要望で、前橋のほうから来たときには、必ず１車線で、信号をつけないでこちらへ上がるよ

うにしてくれと。というのは、本来はこちらがメインの道路ですから、草津から来る292号

線がメインで、こちらから行ってストップをかけられるというのはまずいという話をさせて

もらって、少なくとも県庁から中之条町から嬬恋村に来るときには、一番左車線は、常に青

で通せという話をさせてもらいました。 

  それから、前は嬬恋という看板が一つもなかったんです。今の吾妻西バイパスを見てくだ

さい。ちゃんと嬬恋という看板をつけさせた。そして、植栗から嬬恋までの間は、21か所、

嬬恋という看板をつけるという約束もいただいています。そうでないと、みんな草津と言う

という話なんです。それを妥協して、皆さん、看板を見てもらえば分かりますけれども、嬬

恋という看板が出ないなどという道は、上信自動車道ではありません。今、入っています、

今後もつけます。それと、田代へというインターチェンジですから、田代という看板も３つ

つけると、それから、鳥居峠という看板も１つつけると、これは約束事であります。 

  その中で、芦生田インターは本当にできるのかという話でございます。本体の道路は、工

事事務所がやりますが、下谷議員ご指摘のとおり、先ほどもお話しさせてもらっていますが、

アクセス道路の村道分は、村がやらなくてはならんということであります。芦生田について

は、少なくとも中之条土木事務所三原事業所が、今やっているということであります。本当

に間に合うのかということでございますが、先ほどお答えさせてもらいましたとおり、令和

11年に間に合うようにしていますという回答でございました。 

  土地の話のいろいろな話があることも伺っておりますが、我々もしっかりお願いしますと

いう話はさせてもらっておりますので、また、周辺の皆さん、地主の皆さん、大変ご理解と

ご協力をいただいておりますけれども、ぜひともまた忌憚のない意見交換をしながら、気持
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ちよく、一日も早く、予定どおりにインターチェンジができますよう、またご理解とご協力

をいただきたいと思っていますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ４番、下谷彰一議員。 

○４番（下谷彰一君） ありがとうございます。 

  今、なかなか工事が始まらないものですから、鎌原からのインターができて、この道路が

できるとき、もう免許証を返すようだなとか、おら、生きてねえだというような会話が本当

にあるんです。ぜひ、村長にはご尽力をいただいていることが分かりましたので、ぜひ引き

続きお力添えをいただくようにお願いしたいと思います。 

  最後に、答弁は結構ですけれども、私のグランドデザインに対する考え方を、二、三分申

し上げて質問を終わりにしたいと思います。 

  今回、プロポーザルにより新たにつくるということで、プロポーザルは考え方を持ってい

るいい会社を選んでつくっていただくことなので、これはすごくいいグランドデザインがで

きるんだろうと思っています。 

  ただ、総合計画もそうだったんですけれども、プロポーザルばかりでなくて、私は、特に

役場の職員はオール嬬恋で、これは未来創造課のものだ、これは総務課のものだということ

でなくて、全部一本になって今あるグランドデザインに取り組もうというスタンスがないと、

幾らアンケートを取っても、職員がそういう気持ちがなければ、やはりいい計画はできない

と思うんです。ですから、これは職員の教育、育成にもなると思いますので、折に触れて未

来創造課長には、状況を話して職員を鼓舞しながら、もう３回目のグランドデザインになる

わけですから、これから20年、30年たっても、村民の皆さんにしっかりとした方向性が示

されるような、そういう計画をつくっていただきたいということをお願いをして、私の一般

質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（佐藤鈴江君） 以上で、４番、下谷彰一議員の一般質問を終わります。 

  それでは、ここで休憩に入らせていただきたいと思います。 

  午後１時から再開させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

 

休憩 午前１１時５２分 

 

再開 午後 零時５９分 
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○議長（佐藤鈴江君） 再開いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 伊 藤 洋 子 君 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員の一般質問を許可します。 

  10番、伊藤洋子議員。 

〔１０番 伊藤洋子君登壇〕 

○１０番（伊藤洋子君） 日本共産党の伊藤洋子です。よろしくお願いいたします。 

  ３月定例議会は、来年度予算を決める大事な議会です。過日９日に全ての予算が決まり、

４月から新年度が始まります。予算審議での厳しい財政事情が示されました。私は、そのよ

うな中で、村民の暮らしをよりよくすることが、当局、議会に課せられていると考えており

ます。一人の議会人として嬬恋村が住みよい村になるように、村民が主人公の村政となるこ

とを期待する立場で質問を行います。 

  １点目は、村行財政についてです。 

  厳しい財政状況の中でも、村民生活は日々続いている現実があります。そんなときでも、

村民の生活を守るのが行政の仕事です。そのための予算編成を３月定例議会で行い、９日に

可決されました。予算審議の中で、熟議できなかった点について３点質問いたします。 

  ①、予算編成における３つの柱の３つ目について、見直しをした事業がありましたら具体

的にお示しください。私は予算審査委員会でも言いましたが、あまり経営としてというのは

好きではないですが、当局として費用対効果や維持管理費を考慮した事業の見直し、無理、

無駄、むらをなくし、事業の見直しをし、やりますということが書いてありますので、その

点について具体的にお示しいただきたいと考えております。 

  ②、財政が厳しいときだからこそ、何もできないではなく、こんなことに気をつけて取り

組もうという姿勢について、協議して確認したことがありましたら教えてください。 

  ③、村長は、行政報告で財政規律は守ると話しました。その点について具体的に説明をお

願いします。 

  ２番目、ＪＲ吾妻線の取り組みについてです。 

  議会の中で協議したことを守っていただき、１月26日にＪＲ高崎支社に赴いたことに敬意

を表します。当日は、村長はじめ各議員も思っていることを主張してきました。 
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  しかし、これで終わりにしては、存続することがかなうかどうか心配になります。そこで、

さらに進んだ行動を提案しますので、お答えください。 

  少しこれを見ていただきたいんですけれども、実は先日、ＪＲ東日本の久留里線は、３月

９日に廃線を国土交通省に提出しました。久留里線は、久留里から上総亀山までなので、吾

妻線とそっくりの状況で、利用者減少と経常収支がよくないという理由で提出するようにな

りました。 

  そんなことで、私はこれは本当に守らなければという気持ちで、今回もこの質問をさせて

いただきます。 

  ①として、嬬恋村が高崎支社に要望に行ったことを他町村の方々に話すと、嬬恋村はすご

いねと驚かれます。村長は吾妻郡町村会の会長と思っているんですけれども、嬬恋村のよう

に高崎支社に要望に行くように提起してくださるようにお願いいたします。その理由は、や

はり吾妻線をなくしたくないという思いの人たちが多くいるということをアピールするため

です。 

  ②、検討会議は、５月中旬よりＪＲ吾妻線を利用する学生の下校時の送迎を行うことにし

ています。また、一般利用者にアンケートを実施すると聞いております。このことは村民に

ＪＲ吾妻線のことが知られるいい機会になると思います。せっかくの機会ですので、当局が

これまで取り組んできたことを知らせることができるように、当局主催のシンポジウムを開

くことを提案します。いかがでしょうか。 

  ③、現在、討論会に嬬恋村からは担当者しか出席していません。討論会に村民の声、各界

（老人会、観光関係者など）の声を届けられるように申入れしていただきたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

  ④、吾妻線の利用者を増やす取組をさらに進めていただきたい。来年度予算には、未来創

造課のほうに12万円幾らか組まれて、それが学校の子供たちの社会見学に行く予算と聞いて、

横のつながりでそういう予算を取ったことは評価しております。 

  でも、なぜ私がこの取組を進めてほしいかの理由は、また場を見て説明しますけれども、

いろいろ調べていますと、公共交通は、医療、財政、建設、環境、防災といろいろなところ

にすごく利用されているということで、これをクロスセクターと言うらしいんですけれども、

そういう意味で、この公共交通が一つ一つなくなるということは、こういった各関係のこと

がだんだんに薄くなっていって、住民が困るというふうになるので、やはり利用率を増やし

て、ぜひ吾妻線を守っていきたい、そんな思いで利用率を上げる取組をさらに進めていただ
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きたいという気持ちで、４番目の質問を取りました。 

  次に、村営住宅の在り方についてです。 

  嬬恋高校の生徒受入れのために、村営住宅の改修を行っています。新たにクーラーなども

設置しているのではないでしょうか。２月の広報にも、２部屋の工事が契約として載ってお

りました。今日、異常気象が問題になっているときなので、そのことは必要なことと考えま

す。その点を踏まえて幾つか質問いたします。 

  ①、今後、村営住宅にクーラー設置する考えはあるのかどうか、お聞きします。 

  ②、村営住宅には浴室はありますが、お風呂はついていないようです。お風呂の設置も必

要だと考えますが、いかがでしょうか。 

  ③、現在は入居するときに、連帯保証人が必要ですが、条例では、村長の判断でなしとす

ることもできるようになっておりました。 

  入居したくても、保証人が見つからないということで困っている方もいます。入居しやす

い方法を考えることを提案します。いかがでしょうか。 

  ④、極めて所得の低い方の家賃減免などの配慮を求めますが、いかがでしょうか。 

  この村営住宅については、４つの点について質問して、これで私の質問を終わります。お

世話さまです。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員の一般質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 伊藤洋子議員の一般質問にお答えさせていただきます。 

  大きく分けまして第１点目が、行財政改革についてでございます。第２点目が、ＪＲ吾妻

線の取り組みについてでございます。第３点目が、村営住宅の在り方についての３点でござ

いました。 

  それでは、伊藤洋子議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  初めに、予算編成における３つの柱の３つ目に関し、見直しを行った事業についてでござ

います。令和８年度当初予算編成におきましては、近年の物価高騰や社会保障関係経費の増

加などにより、財政状況が一層厳しさを増していることを踏まえ、既存事業についてもゼロ

ベースで必要性や効果を検証しながら見直しを行ったところでございます。 

  具体的には、各課から提出されました事業について、事業の目的、実施効果、住民ニーズ、

緊急性、費用対効果などの観点から総合的に精査し、継続の必要性や事業規模の妥当性につ
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いて改めて検討を行いました。その結果、実施方法の見直し、事業費の縮減など、様々な形

で見直しを行いながら予算編成を進めてまいりました。 

  予算審査特別委員会にてご提示させていただきました課別・事業別前年度予算比較書の表

におきまして、令和７年度予算と比較して、前年比がマイナスとなっている事業につきまし

ては、終了となった事業もございますが、内容の事業規模の見直し、事業の進捗状況を踏ま

えた事業費の精査などを行った結果、予算額は減少しているものであり、こうした事業は見

直しを行った事業であると整理しております。 

  このように令和８年度の予算編成におきましては、新規事業の推進だけではなく、既存事

業についても内容の検証と見直しを行いながら、財源の重点化と効率的な予算配分に努めた

ところでございます。今後におきましても、事業の必要性や効果を継続的に検証しながら、

限られた財源を有効に活用し、効果的で持続可能な行政運営に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

  次に、厳しい財政状況の中での取り組む姿勢についてでございます。議員ご指摘のとおり、

厳しい財政状況の中におきましても、村民の生活は日々続いており、行政として村民生活を

守ることは、最も重要な責務であると認識しております。 

  そのため、令和８年度予算編成に当たりましては、庁内において、基本的な考え方を共有

し、特に次の３つの点に留意しながら、編成作業を進めてまいりました。 

  １つ目は、村民生活に直結する行政サービスについては、可能な限り維持することでござ

います。福祉、医療、子育て支援、教育、生活基盤の維持など、住民生活に密接に関わる分

野につきましては、行政としての責任を踏まえ、必要な事業を着実に実施できるよう配慮い

たしました。 

  ２つ目は、限られた財源をより効果的に活用することでございます。そのため、各事業に

つきまして優先順位を明確にし、事業効果や緊急性を踏まえながら重点的な予算配分を行う

とともに、国や県の補助制度の活用など、財源確保にも努めたところでございます。 

  ３つ目は、将来を見据えた持続可能な財政運営を意識することであります。単年度の対応

にとどまらず、将来の財政状況も見据えながら、事業の必要性や実施時期について慎重に検

討し、持続可能な財政構造の維持に配慮した予算編成を行いました。このような基本姿勢の

下、厳しい財政状況の中にあっても、行政サービスの維持と効率的な財政運営の両立を図る

よう努めたところでございます。 

  次に、財政規律を守るとは具体的にどのようなことかについてでございます。私が行政報
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告で申し上げました財政規律を守るとは、将来にわたり安定した行政運営を行うため、財政

の健全性を維持しながら、計画的な財政運営を行うことでございます。 

  具体的には、まず村債の発行については、事業の必要性や将来の償還負担を十分に検討し

た上で、適切に活用することであります。村債は重要な財源の一つではありますが、将来世

代への負担にもつながることから、慎重な判断の下で活用していく必要があると考えており

ます。 

  次に、基金の活用については、将来の財政需要を見据えながら、計画的に行うことであり

ます。基金は財政調整のための重要な財源ではありますが、過度な取崩しに依存することな

く、将来の財政運営に支障を生じないよう配慮しながら、活用していくことが必要であると

考えております。 

  さらに、経常的な経費の抑制や既存事業の見直しを継続的に行うことも重要であります。

行政サービスを維持しながらも、事業の必要性や効果を常に検証し、効率的な行政運営を進

めていくことが、健全な財政運営につながるものと考えております。 

  このように、歳入と歳出のバランスを意識しながら、将来にわたり持続可能な財政運営を

確保していくことが、財政規律を守るということであると考えております。今後におきまし

ても、厳しい財政状況が見込まれる中ではありますが、健全な財政運営を維持しつつ、村民

生活に必要な行政サービスを安定的に提供できるよう、引き続き適切な財政運営に努めてま

いりたいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと思います。 

  続きまして、ＪＲ吾妻線の取り組みについてのご質問でございましたが、お答えをさせて

いただきます。 

  まず、１月26日に、議長をはじめ議員の皆様とともに、ＪＲ高崎支社へ要望活動を行った

ことにつきましては、議員の皆様のご理解とご協力により実施できたものであり、一定の効

果があったものと考えております。今後も、沿線自治体や関係機関と連携しながら、ＪＲ吾

妻線の活性化に向けて取り組んでまいりたいと考えております。 

  １つ目のご質問の吾妻郡町村会としての要望活動についてでございますが、現在、ＪＲ吾

妻線に関係する沿線自治体で構成されている渋川・吾妻地域在来線活性化協議会において、

毎年要望活動を実施しているところでございます。今後においても、各自治体の情報共有を

図りながら、必要に応じた対応について検討してまいりたいと考えております。 

  ２つ目のシンポジウムの開催についてのご質問でございますが、現在、ＪＲ吾妻線（長野

原草津口・大前間）沿線地域交通検討会議では、来年度、ＪＲ吾妻線を利用する学生の下校
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時送迎バスの実証実験や、利用実態のアンケート調査を予定しており、ＪＲ吾妻線の現状や

課題の把握を進めているところであります。まずは、これらの取組により状況を把握するこ

とが重要であると考えておりますので、議員ご提案のシンポジウムにつきましては、今後の

状況を見ながら検討してまいりたいと考えております。 

  ３つ目のご質問の検討会への地域の声の反映についてでございますが、現在の交通検討会

議では、ＪＲ吾妻線の利用状況や地域交通の実態を把握し、今後の交通の在り方について検

討を進めている段階であります。まずは実態把握に取り組み、その後、状況を踏まえ、必要

に応じて検討してまいりたいと考えております。 

  最後に、ＪＲ吾妻線の利用促進についてのご質問でございますが、これまでも住民利用や

観光利用の促進などに取り組んでまいりました。今後につきましては、現在進めております

実証実験や利用実態調査の結果を踏まえながら、沿線自治体や関係機関と連携し、地域交通

としての利便性向上や利用促進に取り組んでまいりたいと考えております。 

  続きまして、村営住宅の在り方についてのご質問でございますが、１つ目のクーラーの設

置の考えについてのご質問でございますが、嬬恋高校生受入れのための改修を行っており、

クーラーを設置しているようですとのことでございますが、こちらにつきましては、高校側

で設置しているということになりますので、ご理解いただきたいと思います。 

  それを踏まえての回答になりますが、一般的に入居者自身で設置する必要があります。県

営住宅では、エアコンのリースを行っているとのことでございます。嬬恋村におけるエアコ

ン設置の考えについてですが、近隣の町村や県内の動向も確認しながら、判断していきたい

と思っております。 

  ２つ目、お風呂の設置についての件でございますが、浴槽、ガス釜は、個人で用意してい

ただくことになっており、これは珍しいケースではありません。しかしながら、昨今の状況

から見ますと、備付けのケースがほとんどのようでございますので、今後、更新する際には、

そのような方向で進めていきたいと思います。 

  ３つ目、入居しやすい方法を考えることの提案でございますが、住宅に困窮する低額所得

者に、住宅を提供するといった公営住宅の目的を踏まえますと、保証人の確保が困難である

ことを理由に、利用できないといった事態が生じないようにしていくことが必要であると考

えます。保証人の免除を行う、緊急連絡先の登録をもって入居を認めるなど、住宅困窮者の

居住の安全・安定を図るべく、対応してまいりたいと思います。 

  ４点目、極めて所得の低い方の家賃減免などの配慮についてでございますが、条例により、
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減免することができるとされております。入居者により事情も様々であると思いますので、

状況に応じて対応させていただければと考えております。 

  以上、伊藤洋子議員の一般質問に対するお答えとさせていただきます。よろしくお願いい

たします。 

○議長（佐藤鈴江君） 再質問以降は、一問一答で行います。 

  10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） どうもありがとうございます。 

  先ほど①ですが、村長のほうからも、ゼロベースで見直しして、村民生活に必要なもの、

医療、福祉、教育等というのは、先ほど伊東正吾議員の答弁にも、まずは村民生活を優先し

たという答弁がありましたので、そのような視点で予算編成を取り組んだというのは分かり

ましたので、１、２についてはこれ以上答弁のほうは結構です。 

  次に、３番ですけれども、財政規律を守るというのを村長も、持続可能なこととか、基金

の活用も気をつける、村債の発行も検討しながら行うということがありました。 

  それで、１点確認します。基金残高が、令和８年度では一応見込みということで財政調整

基金が14億円、そのほかの基金が13億円と。これは具体的に、例えば財政調整基金は最低

何か起こったときに、これだけは必要だからという、何かそのような目標はあるのか、お聞

きします。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） ただいまの伊藤洋子議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  基金条例は何本かございますが、まず財政調整基金についてです。この基金につきまして

は、普通預金的な形で運用させていただいておりまして、財源が不足する場合は、この基金

から充用、また、収支が余った場合には、この財政調整基金に積み立てて、その後の財政の

補塡に使わせていただくというような形を取っております。 

  そのほか、特定目的基金と申しまして、ある一定の目的のために作成されて積み増しをし

ているものでございます。 

  それぞれ目的に沿って基金を運用しておりますので、財政調整基金につきましては、その

ような形で運用させていただいているということでご理解いただきたいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 
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○１０番（伊藤洋子君） 今、２点ほどお話ししてくださいました。目的のほうでは、私が予

算審査でも言いましたけれども、本来、条例でつくった庁舎建て替え基金は、条例でやった

のに予算に組んでいなかった。その点については、今後どうしようとしているのかというの

が１点です。 

  それから、令和８年度見込みでは14億円になるけれども、例えば村としては、最低16億

円は、今度取り崩さないようにしようとか、そういうものがあるのかどうか。その２点をお

願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） ただいまの伊藤洋子議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  まず、庁舎整備基金でございます。これにつきましては、庁舎整備に係る基金でございま

して、将来の庁舎整備に必要となる財源を計画的に確保することを目的としまして、条例を

制定し、基金を設置したものでございます。 

  基金の積立てにつきましては、毎年度、一定額を積み立てなければいけないというもので

はなくて、その時々の財政状況や事業の実施状況等を踏まえながら、判断させていただいて

いくものだと考えております。今後の財政状況や決算見込み等を踏まえながら、必要に応じ

て補正予算での対応も含め、検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解いただきた

いと思います。 

  続きまして、２点目の財政調整基金についてです。この基金につきましては、先ほど申し

上げたとおり、収支の上下に対応すべく、余裕があるときは積み増しをしていかなければな

らないものだと感じております。今後の財政運営につきましても、収支に余裕があるような

場合でしたら、この財政調整基金を機会あるごとに積み増しをしていきたいというふうに考

えておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 先ほどの庁舎の基金は、私は建て替えの基金かと思ったら、庁舎整

備基金なので、サーラ嬬恋のときは結構毎年着々と積んできたけれども、そういうことでは

なく、その都度ゆとりがあるときだけ積めばいいという基金なんですね。それを確認してお

きたいと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 
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○総務課長（熊川明弘君） 伊藤洋子議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  議員のおっしゃるとおり、毎年定額を積み立てるものでございませんので、財政に余裕が

あるときに、できる限り庁舎の整備に向けまして、目的を達成するために積み増しをしてい

く基金であると認識しております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） それでは最後、この財政の問題では、私の…… 

○議長（佐藤鈴江君） 伊藤議員、マイク。 

○１０番（伊藤洋子君） ごめんなさい。 

  調べたところ、令和６年度が我が村は、財政力指数が0.42、経常収支が91.0、実質公債

費比率が10.5、将来負担率はなかったんですけれども、健全化の基準が350ということです

ので、村は今のところは比較的大丈夫なのかなと思いながら、この指数を見ていたんですけ

れども、村としては、今、私が言った指数を保つ基準を考えているかどうか。考えていまし

たら、教えていただきたいと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） 伊藤洋子議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  議員おっしゃるとおり、自治体には各指数がありまして、当然、基準も設けられているも

のでございます。制限のかかるものもありますが、先ほども議員がおっしゃっていた財政力

指数を例に挙げますと、この財政力指数というのが、市町村の財政力を示すものでございま

す。当然ながら、数値が高いほど、自主財源の割合が高いことを示しておるものでございま

す。 

  この0.42という本村の数字でございますが、これは３年平均の数字になっていますが、

人口規模の小さい自治体におきましては、税収規模がどうしても限られてしまうということ

から、財政力指数が低くなる傾向にございます。このほか、実質公債費比率、また、議員お

っしゃる実質収支比率などの各指標も含めまして、総合的に判断していく必要があると認識

しておるところでございます。 

  今後につきましても、歳入の確保、歳出の適正化を図りながら、健全な財政運営に努めて

まいりたいと考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 
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○１０番（伊藤洋子君） 今の総務課長の答弁は分かりましたけれども、先ほど私は、この指

数が現在の値を維持していくのか、それともこれ以上、下らないようにはきちんとしようと

か、歳入歳出の頃合いとかももちろん必要ですけれども、その具体的な数字を胸に秘めてい

るものがあるのかどうかをお聞きします。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） ただいまの伊藤洋子議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  先ほどから数値が何件か、比率とかが例示されておりますが、中でも経常収支比率、本村

は令和６年度で91.0という数字になっております。この91.0という数字につきましては、

少しながら気にかかるところではございます。割とこの数値が高いと、柔軟性が低くなって

きてしまいます。 

  ですが、この経常収支比率につきましては、地方交付税の状況と物価高騰によります経常

経費の増加などの影響をすごく受ける数値でございます。この数値につきましては、単年度

の数値のみで財政状況を判断するものではないと考えておりますが、今後、この数値の低減

化に向けまして努力していきたいと考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） ありがとうございました。分かりました。 

  それと、財政については、先ほども伊東正吾議員のときにも村長も答えましたので、各区

の声、村民の声を大事にして、村民生活を守るために推進していきたいという答弁がありま

したので、そのことを今後ともやっていただきたいと思います。 

  村長も、入るを量りていずるを制すとか言いますけれども、私もこの考えを述べて、ぜひ

今後もまず日々の暮らしということを考えてほしいと思います。村の財政は家計と同じだと

考えております。日々の暮らしを一番に考えて、身の丈に合った財政運営を行い、公共施設

の新たな建設計画などがありましたら、こつこつと基金を貯めたりして、健全財政に努めて

いただきたいと求めて、１番目の村行財政、私が行財政と言ったのは、行政と財政が村には

あるということで、行政を大事にして財政を考えてほしいということで述べましたので、そ

れをお願いして、１番目の質問は終わります。 

  次に、２番目のＪＲ吾妻線ですけれども、この点についても、先ほどパネルを使ってやり

ましたけれども、久留里線が３月９日に廃線の手続に入ったということで、市長としては君

津市長ですけれども、君津市長は、すぐにバス代行路線を出したりしたので、本村は今のと
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ころ、村長もこの間、ＪＲに行ったりしてやりましたけれども、やはりこのまま村にはそう

いう姿勢を取っていただきたいと思います。 

  それで、シンポジウムについては難しいということで、今後のいろいろな状況を見ながら

検討していくということでは、検討するものの基準、これはシンポジウムを開いたほうがい

いなという、村長の何か判断基準というのがあるようでしたら、お答えいただきたいと思い

ます。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 伊藤議員の質問にお答えさせていただきます。 

  シンポジウムの開催という考えはあるかというお話でございました。先ほど答弁をさせて

いただきましたとおり、今現在、進んでおる協議会の進展状況も十二分に踏まえながら、検

討を加えたいという判断をしたいというお話のお答えをさせていただいたわけでございます

が、すぐさまというわけではなく、お答えさせていただきましたとおり、具体的に今後予定

されている案件もございますから、その結果を踏まえて判断してまいりたいと思いますので、

ご理解をいただきたいと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 次に、１月26日に高崎支社に行って、私も出席させていただいてあ

りがたかったんですけれども、そのときにＳｕｉｃａの問題とか、昭和46年に大前まで吾妻

線が来たときの思い、それを継続してほしい、観光客にも必要だという意見を述べたんです

けれども、具体的なＳｕｉｃａの問題とかで、万座・鹿沢口駅にある券売機、5,000円札は

使えなかったか、何かそういう不都合なことがあるのと、領収書があの券売機は出ないとい

う、そういった具体的にお願いした点については、高崎支社から返答があったかどうか、お

願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 未来創造課長。 

〔未来創造課長 黒岩孝義君登壇〕 

○未来創造課長（黒岩孝義君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  １月26日に要望活動を行った際のＳｕｉｃａの導入や券売機の状況ですが、現時点でまだ

ＪＲのほうから回答はございませんので、そのあたりは確認をさせていただきまして、逐一

ご報告させていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 
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○１０番（伊藤洋子君） それでは次に、４番目の吾妻線の利用者のところですけれども、来

年度には先ほど言ったように、小学生等の社会見学等に使うというので予算を組みましたけ

れども、そのほかに具体的に増やす取組を考えていることがありましたらお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 未来創造課長。 

〔未来創造課長 黒岩孝義君登壇〕 

○未来創造課長（黒岩孝義君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  活性化のイベント等になりますが、こちらにつきましては、現在、渋川・吾妻地域在来線

活性化協議会のほうでも実施するところにはなりますが、具体的に言いますと、活性化の意

味で毎年大宮駅のほうで、上州ぐんま産直市というものをやっております。こちらにつきま

しては、関係する自治体が輪番でそちらのほうに出向きながら、観光宣伝や活性化の事業を

実施しております。 

  それと、キャベツマラソンにつきましても、吾妻線をご利用されてマラソンに参加してい

ただくということも含めて、今、観光商工課のほうで検討しておりますので、そのような形

でお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 今、キャベツマラソンのことをお話ししていましたけれども、観光

協会との関係だと思いますけれども、キャベツマラソンのバスを使えるのが、ＯＴＡか、何

か観光協会にそういうお客様の紹介をするシステムを登録した人しか使えないというので、

ＬＩＮＥだけで来ているから、私も含めて分かりにくい施設もあるようですので、それとや

はり観光協会に、ＯＴＡだったか、それをやらないところは使えないというのだとどうかな

という思いもあったんですけれども、その点については村としてはいかがでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 観光商工課長。 

〔観光商工課長 竹渕幹雄君登壇〕 

○観光商工課長（竹渕幹雄君） ただいまの伊藤洋子議員のご質問にお答えしたいと思います。 

  地域ＯＴＡという形で、昨年度から観光協会で実施しております。これにつきましては、

大手の旅行会社さんではツアーとかはつくれないんですけれども、嬬恋村独自で、例えば今

回のキャベツマラソンと宿泊をセットにした形で売り出すと、そういった形でお客様に周知

していくような形を取らせていただいております。 

  その中で、宿泊をしていただいた方は、吾妻線を使って来ていただければ1,000円オフと
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いう形を取らせてもらっていますので、ぜひご理解いただいて、一事業者でも多く参画して

いただければ、お客様の選択肢も増えていくと思いますので、ぜひご理解いただければと思

います。 

  また、本当に分かりづらい部分もありますので、そういった部分は観光協会の職員が宿泊

事業者さんを一軒一軒回って、今、細かいところまでお世話しておりますので、ぜひお声が

けいただければと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 観光協会も好意的に考えて、ＯＴＡに参加してほしいというのと、

参加したところにというのがありますけれども、村内には小さな施設もあるし、本当にＬＩ

ＮＥとかこういうシステムを使うのが苦手なところもあるし、施設のほうは本来は自由なは

ずです。それで、やはりキャベツマラソンのバスを出すのは村の予算でやるのかなと思うの

で、それを利用したいというのと、ＯＴＡに加入とは別個の問題のようだと思うんですけれ

ども、その辺は観光協会とはどういう話になっているんでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 観光商工課長。 

〔観光商工課長 竹渕幹雄君登壇〕 

○観光商工課長（竹渕幹雄君） ただいまの伊藤議員のご質問にお答えしたいと思います。 

  シャトルバスにつきまして、現在、観光協会のほうにこちらの運行自体を依頼していると

ころではございますが、実際運行していく中で、どうしてもお客様の数が把握し切れない部

分がございます。昨年度も、事前アンケート等を実施して運行した路線の中で、全く実際に

はお乗りにならなかったルートもございましたので、今回、ＯＴＡとひもづけることで、何

人ぐらい乗るということが分かるという部分で、まずは使わせていただいております。 

  その中でも、今、伊藤議員ご指摘のとおり、こういったＯＴＡに参画できないといういろ

いろな事業所ごとにありますので、そういった場合にも、お客様のほうが今回何人乗るとい

うことを教えていただければ、そちらのほうにバスを回すような形で検討してまいりますの

で、ぜひご協力いただければと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 何か話題がキャベツマラソンにいったので、ちょっと修正しますけ

れども、利用者数を増やすというので、先日の予算審査特別委員会で、庁舎の人たちが高崎

なりに出張に行くときの吾妻線利用の実態を聞いたら、多いときで10名程度でしたので、そ

の辺についての強化する考えはないかどうかお聞きしたいんです。 
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  というのは、議長会で主催していただいた研修に行ったときに、徳島県のある町の人かし

ら、ナカムラ先生という方は、そこの町の町長をやったときに、自分の町にやはり特急が来

なくなった。それで、利用者を増やすために、もちろん自分の庁舎の人たちの出張もやった

けれども、それだけではなくて、ここでいえば群馬銀行、農協、それから大きな会社とかそ

ういったところにもお願いして、むしろ町ぐるみでそれを利用しようとしたという。そうし

たら、特急が戻ったという実践例を出したので、やはりそれくらいの取組が必要だから、こ

の村として、本当に村ぐるみの取組をしようとする考えがあるかどうか、お聞かせいただき

ます。 

○議長（佐藤鈴江君） 未来創造課長。 

〔未来創造課長 黒岩孝義君登壇〕 

○未来創造課長（黒岩孝義君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  まず、職員の吾妻線の利用につきましては、議員ご指摘のとおり、先日の全員協議会でも

話をさせていただいた人数は、多いときでも10名ということでございました。令和８年度に

つきましても、引き続きこちらのほうは推進をしていくつもりではございますが、出張の際

に駅からまた例えば県庁に行くとか、そういったところになるとバスの利用等、かなり時間

も要しますので、そのあたりは出張に遅れない範囲で、引き続き職員のほうには促していけ

ればと思いますのでお願いしたいと思います。 

  それと、ほかの団体への働きかけにつきましては、現時点で、それぞれの団体、企業の考

え方もありますので、そのあたりは慎重に、必要に応じて声をかけられればよろしいかと考

えておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 今、課長からほかの団体にというのもありましたけれども、これは

村がどういう姿勢で本当に守ろうとしているかという意味で、村ぐるみの取組にするかどう

かにかかっていると思います。私としては、吾妻線はまだ可能性があると思っています。 

  久留里線は、利用者が55名になりました。借金というか、こちらの吾妻線で言えば４億

2,000万円が赤字といったけれども、久留里線のほうは１億9,800万円ぐらいでした。それ

でも廃止になってしまったというのでは、まだまだ嬬恋村は278名の利用があるというデー

タも出ていますので、可能性があると思っています。 

  全国でローカル線を守るために取り組んでいる大学の教授とか知識人の方々は、やはりそ

れを守ることは、本当に村を挙げてとか、他町村にアピールするとか、そういう運動が大事
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だということで、そのことをしなければ本当に難しいと思います。 

  先ほど私が、クロスセクターのお話をしましたけれども、デパートでエレベーターを考え

てみると分かりやすいんですけれども、エレベーターにお金がかかっていても、エレベータ

ーの収入はないけれども、それをやるのはデパートの収入を増やすためだと。 

  だから、地域の公共交通が駄目になっていたら、人も来なくなるということで、この公共

交通というのは、とても大事なので、今、残っているのは、公共交通としてはＪＲ吾妻線と

西武のバスですけれども、それを守らなければ、誰もこういう不便な所には来なくなってし

まう。そういう点で、今後もしっかりと取り組んでいくことを求めたいと思います。未来創

造課長には、ぜひ会社にもその必死さを訴えて、やっていただきたいということをお話しし

て、このＪＲ吾妻線の取組は終わりにします。 

  次に、村営住宅の件ですけれども、クーラー設置は、嬬恋高校の受入れ生徒向けには、高

校がやったというけれども、手続的には、村が公営住宅の決まりか何かでやったと思うんで

すけれども、その点のシステムの説明をお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 建設課長。 

〔建設課長 黒岩建五郎君登壇〕 

○建設課長（黒岩建五郎君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  先ほど村長の答弁でもあったんですけれども、基本的には個人で設置することになってお

ります。それで、模様替えとかをする場合には、村に申請をして許可を得て、そういうこと

を設置するということでございますので、そういった手続を経てエアコンを設置していると

いうことになります。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） 先ほど村長のほうからそういう説明がありまして、お風呂の浴槽と

かについては、今後はその方向で検討していきたいという答弁がありましたので、一つ安心

しましたけれども。 

  それともう一点、村営住宅の条例を見たときに、障害者も住むこともあるとか何か、条例

の所にたくさんある中に書いてあったんですけれども、実際、村営住宅に入ると、階段あり

何ありで、たしかエレベーターがないと思ったんですけれども、その辺のバリアフリー対応

については、今後どうしていくんでしょうか、お願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 建設課長。 
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〔建設課長 黒岩建五郎君登壇〕 

○建設課長（黒岩建五郎君） ただいまの質問にお答えさせていただきます。 

  昨年の議会の全員協議会の中で、公営住宅の長寿命化計画ということでご説明をさせてい

ただいたんですけれども、その中で、今後更新なりしていく際に、バリアフリーも対応して

いきたいというようなことで計画に入ってございますので、ご理解いただきたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 10番、伊藤洋子議員。 

○１０番（伊藤洋子君） それでは、この村営住宅については、村長のほうからも、低所得者

への家賃減免などによっても、条例により対応していくとか、保証人の問題も私も考えてい

ましたけれども、緊急連絡先などをやればできるんではないかと思って質問したら、村長も

同じ答弁をしていただいたので、より村営住宅も入りやすい、そして、低所得者も安心する。

やはり人間生きていくには、住む所がないと一番困ることだと思いますので、その辺も村と

しても保障してあげるように、いろいろと取組をお願いします。 

  これで私の質問を終わりといたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 以上で、10番、伊藤洋子議員の一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 大久保   守 君 

○議長（佐藤鈴江君） 続いて、11番、大久保守議員の一般質問を許可します。 

  11番、大久保守議員。 

〔１１番 大久保 守君登壇〕 

○１１番（大久保 守君） ただいま、議長より発言の許可をいただきましたので、何点かに

つき一般質問をさせていただきます。 

  第１に、予算についてであります。 

  ３月定例会は、他の市町村と同じく新年度の予算を審議し、歳入歳出の予算が問題なけれ

ば、４月より令和８年度の予算がスタートすることになります。 

  今回の予算審査特別委員会の審議の中で、村長の提案の予算案において、議会と当局の考

えのずれが出てまいり、修正を加え、委員会を通過いたしました。ここ数年、このようなパ

ターンが続いているような気がいたします。 
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  令和８年度の予算は、サーラ嬬恋が完成したために、建設費分総額が10億円余り減額とな

り、72億4,800万円であります。今後、基金等を取り崩し、借入金を支払っていかなくては

いけなくなってまいります。 

  村は、予算編成のとき三本柱を提示いたしました。１つ目に基金残高の確保、２つ目に事

業の優先順位、３つ目に費用対効果を挙げ、予算の編成の際、組み上げたいとのことでした。

そこで何点か質問いたします。 

  まず１つとして、令和８年度の村長の目玉事業は何なのか、お尋ねいたします。 

  ２番目として、村債を発行しておりますが、起債の目的どおり発行できるのか、お尋ねい

たします。 

  ３番目として、サーラ嬬恋の償還の計画はどのように推移していくのか、それぞれお尋ね

いたします。 

  次に、大きな２番に入らせていただきます。第２に公民館について、何点かお尋ねいたし

ます。 

  嬬恋村公民館設置及び管理に関する条例では、東武公民館、田代公民館、鎌原公民館、大

前公民館、大笹公民館の５施設が公民館としてうたわれておりますが、他の公民館は村とし

ての位置づけはどうなっておられるのか、お尋ねいたします。 

  また、公民館長謝礼、これは講演会の謝礼だと思うんですけれども、60万4,000円を予算

計上してありますが、どのような分配なのか、お尋ねいたします。 

  サーラ嬬恋の住所と東部公民館の住所が同じであります。村はそこの建物の名称はサーラ

嬬恋であると、私の質問の答弁でありました。東部公民館はどこにあるのでしょうか、お尋

ねいたします。 

  以上、明快なる答弁をお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員の一般質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 大久保議員の一般質問にお答えさせていただきます。 

  第１点目が予算について、第２点目が公民館についてのご質問でございました。 

  それでは、第１問の令和８年度予算に関するご質問にお答えさせていただきます。 

  令和８年度当初予算における村長の目玉事業についてでございます。令和８年度当初予算

につきましては、議員ご指摘のとおり、サーラ嬬恋整備の完了などにより、前年度比較して
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約10億円超えの減額となり、72億4,800万円となっております。こうした状況の中で、厳し

い財政環境を踏まえつつ、村民生活に必要な行政サービスを維持しながら、将来の地域づく

りにつながる施策を進めることを基本として、予算編成を行ったところでございます。 

  そのため、特定の１つの事業をいわゆる目玉事業として位置づけるというよりも、村民生

活に密接に関わる施策を中心に、事業の優先順位や費用対効果を踏まえながら、必要な事業

を計上しております。具体的には、福祉や子育て支援の充実、教育環境の整備、道路や生活

基盤の維持管理など、村民の生活に直結する分野を中心に予算配分するとともに、観光振興

や地域活性化に資する事業につきましても、限られた財源の中で、継続的に取り組んでいく

こととしております。 

  このように、令和８年度予算につきましては、厳しい財政状況を踏まえながらも、村民生

活の安定と地域の持続的発展につながる施策を着実に進めていくことを重視した内容となっ

ております。 

  次に、村債の発行について及びサーラ嬬恋の償還計画については、関連性がございますの

で、一括してお答えさせていただきます。 

  まず、村債の発行につきましては、当初予算に計上している事業について、地方債制度に

基づき、起債の目的に沿って適切に発行する予定でございます。具体的な手続といたしまし

ては、令和８年４月に地方債の借入申込みを行い、５月末頃の借入れを予定しているところ

でございます。 

  なお、償還条件につきましては、現時点では正式に示されておりませんが、これまでの地

方債の取扱い等を踏まえますと、償還期間はおおむね15年から20年程度、そのうち据置期

間が３年程度になるものと見込んでおります。また、借入利率につきましては、地方債の制

度上、借入れ時点の金利を適用することになっているため、現時点では未定であり、借入れ

の際に確定することとなります。 

  いずれにいたしましても、地方債の発行及び償還につきましては、本村の財政状況や将来

の公債費負担を十分に考慮しながら、地方債制度に基づいて適切に対応してまいりたいと考

えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。 

  続いて、第２問目の公民館のご質問につきましては、教育長のほうから一括答弁をさせて

いただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 教育長。 

〔教育長 地田功一君登壇〕 
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○教育長（地田功一君） 続きまして、大久保守議員のご質問、公民館についてお答えいたし

ます。 

  まず１つ目でございますが、嬬恋村公民館設置及び管理に関する条例にうたわれている５

施設以外は、村としての位置づけはどうなっているのかというご質問でございました。 

  現在、嬬恋村公民館設置及び管理に関する条例では、東部公民館、田代公民館、鎌原公民

館、大前公民館、大笹公民館の５施設が記載されてございます。公民館につきましては、社

会教育法に基づく施設として、住民の教養の向上や生涯学習、交流のための社会教育施設に

なり、整備におきましては、一般的に文部科学省の補助金を活用しております。 

  これ以外の各地にある施設につきましては、嬬恋村集落集会施設設置及び管理に関する条

例におきまして記載してございます。こちらの施設の名称は、公民館ではなく、生活改善セ

ンターや集落センター、コミュニティーセンターなどとなっており、その目的といたしまし

ては、農業経営及び農村生活の改善合理化、住民福祉の増進、コミュニティー活動の促進な

どとしております。こういった施設は、一般的に農林水産省の補助金を使って整備したもの

となります。 

  なお、これらの施設の名前は様々ではございますが、公民館も、生活改善センターあるい

はコミュニティーセンター、集落センターも各地区の公民館長さんが中心となり、そこで行

われている活動内容につきましては、同じものと考えております。 

  ２つ目でございますが、公民館長謝金60万4,000円の予算は、どのような分配かとの質問

でございますが、各地区の公民館長さん11名に、１人当たり５万4,900円の謝金をお支払い

しております。合計では60万3,900円となります。 

  ３つ目でございますが、サーラ嬬恋と東部公民館の住所が同じであるが、東部公民館はど

こにあるのかとのご質問でございますが、サーラ嬬恋という文化交流施設の中に、社会教育

施設である東部公民館の機能を併せ持った複合施設として運営しているものでございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） ありがとうございました。 

  まず、予算についてを伺いたいと思います。 

  令和８年度の村長の目玉事業ということでお尋ねした際、今回はその一つ一つの事業はな

いんだと、全体的に見て、行政サービスであるとか、福祉、村民のための予算立てをしてい

るので、目玉はないということで、よろしいでしょうか。 
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  それで、確かに大きいサーラ嬬恋ができて、本当にもう次の公共施設も建たないような状

態の中であれば、確かにあとは村長おっしゃるとおり、上信自動車道が早くくるとか、そう

いうことが一つの目玉になってくるのかなと思うんですけれども、それに付随する道路とか

そういうものの建設がメインになってくるような気もいたします。 

  その中で、サーラ嬬恋が終わって、今度は村債を発行して返していくわけでありますけれ

ども、１つは、15年から20年の借入れだというようなお話であります。実際に、利率はそ

のとき決まるんだというような話ですけれども、今、このような情勢の中で、４月から今度

は借入れするとすれば、金利が大分上がってくるんではないかと思うんですけれども、これ

は予想になってしまうんですけれども、どのようなお考えでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） ただいまの大久保守議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  議員ご指摘のとおり、ただいま金利が上昇している中でございます。このサーラ嬬恋に係

る起債の借入先ですが、群馬県の市町村振興協会というところから、５億7,000万円借り入

れる予定となっております。こちらの貸付日が５月25日の限定となっております。 

  可能であれば、早く金利が上がる前に借りるという手段もあるとは思いますが、金利上昇

の中、なるべく金利を払いたくないという考え方もございます。資金繰りに都合がつくよう

であれば、決まった５月25日に借り入れて、なるべく利子のほうを支払わないような形で、

財政運営を進めていきたいと考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） ５月に５億7,000万円借入れをしてくるということで、かなり大

きな金額ですけれども、その昔、第２次パイロットを竣工したときに、35億円か36億円か

だったですか、借入金があって、それを一括払いしようということで、各村内にある金融機

関に、金利の査定をして、一番安い所、当時は農協さんだったんですけれども、そこに借入

れをすることにして、あと、もろもろの金融機関にもたしか応援してもらったと思うんです

けれども、一括返済をしたと。当時、36億円を一括返済することで、たしか６億円の金利が

浮いてくるというような話があって、それを一括返済して、それで嬬恋村は、夕張市ではな

いんですけれども、借入金が一気に増えてきたというようなときがありました。 

  今回、借入れは地方債でやっていくということであるならば、そのようなことも考えられ
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ないのかどうか、お尋ねしたいです。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 大久保議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  今回、サーラ嬬恋で借り入れた群馬県市町村振興協会でございますが、こちらから５億円

をお借りさせていただくという予定で、今、総務課長からもお答えさせていただきました。

３年間据え置きで、15年から20年ということで、返済をしていくという予定でございます。

金額で５億円ということであります。 

  大久保議員のご指摘の前に農協さんのほうで一括28億円返済したというものについては、

第２次パイロット事業、400ヘクタールを、平成元年から平成13年にかけて行ったときに、

全部清算せいと、てんまつをつけろというときに、一括で返済したのではないかと、そのこ

とでございますよね。それで、嬬恋村の財政が非常に厳しい状況が発生したという過去の経

緯がございます。 

  それ以降、先ほど来、財政の話がたくさん出ておりますが、平成19年６月15日に成立い

たしました地方自治体財政健全化法という法律ができました。先ほど、伊藤洋子議員からお

示しのありました実質公債費比率、公債費比率、あるいは、将来負担比率、こういうものに

ついては、厳しく地方自治体は財政をきちんと守りなさいと、こういう法律でございました。 

  したがいまして、現在はその法律に基づいて借入れておりますので、金利は大久保議員の

ご指摘のとおり、昨年から金利のある時代になりました。長期金利は毎回、毎日0.001％ぐ

らい上がっていると。特にイラク戦争があって、円安になってきて、金利が上がるなという

状況が毎日心配されて、世界的にどうなるのか、日本はどうなるのかというような状況が

日々続いておると、私も認識しております。 

  しかしながら、この５億円につきましては、ぜひとも５月25日、最終的には利率もはっき

りしますし、また、６月議会にはその状況につきましては、しっかりとご報告を議会にもさ

せていただきたいと思っておりますので、当然しっかり返済計画は立てて借り入れておりま

すので、ご理解をいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） もう借入れが決まっているので云々もないんでしょうけれども、

できるならば、そういうような形で計算してみて安ければ、それは安いほうがいいんですか

ら、そういうことも取るというような必要もありますし、返済がきたとしても、確か全部使
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うのが12億3,000万円か、12億円でしたか。そうすると、残りの金額が大分あるわけですよ

ね。７億円ぐらい支払いをしなければいけないのかな。そうすると、やはり７億円を抱えな

がら10年間とか、そういうスタンスではいいんでしょうけれども、できるならば、そういう

形で身軽にしたほうがいいということです。 

  細かい話をすると、先ほど同僚議員からも出ました令和６年度の決算のときに、最終収支

が３億9,000万円で、実際には嬬恋村は、財政調整基金条例があって、その条例の中では残

が出たときには、２分の１を財政調整基金に入れろと。そして、財政調整基金から出して使

う分ではいいよという話ですけれども、令和６年度は、令和７年度にそっくりお金を使って

しまっているんです。財政調整基金に入れないで、お金を使っているということは、条例違

反になってしまうんではないですか。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） ただいまの大久保守議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  議員おっしゃるとおり、地方財政法によりますと、剰余金の半分以上を翌々年度までに積

み立てろという形になっております。このようになっておりますので、村としてもそれに従

って、積んでいきたいというふうには考えておるところでございます。 

  令和７年度に繰越金の全てを使ったということは、大変申し訳ございません。私も認識が

なくて申し訳なかったんですが、地方財政法に基づいて、今後、そのような形で、翌々年度

までに剰余金の半分以上を積み立てていくような形で進めていきたいと思いますので、ご理

解いただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 今、総務課長、地方財政法と言ったので、法律が上になるので、

条例は負けてしまうんですけれども、嬬恋村の財政調整基金であれば、その各年度ごとに一

般会計の残ったお金は、半分入れなさいということになっているんです。 

  ところが、令和６年度は、もう令和７年度に借入金をするために繰入れしてしまっている

んですよ。それはいいんだけれども、一度は財政調整基金に入れろと書いてある。というこ

とは、私が考えれば条例違反になってしまうのではないかと思うんですけれども、どうなん

ですか。法律が上だと言えば、そうかもしれないけれども、本村の条例ではそうなっている

と。ちょっと見解をお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 
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〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） ただいまの大久保守議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  大変認識不足で申し訳ございません。議員おっしゃるとおり、財政調整基金に積み立てる

ということは、決算上、剰余金が生じた場合、当該剰余金の２分の１を下らない金額を積み

立てるという形になっております。 

  もちろん、この条例に基づいて、基金管理していくべきものだと私も考えております。今

後は、このような形で剰余金の半分を下らない金額を、一般会計予算に計上しまして、積立

てをしていきたいというふうに考えております。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 済んでしまえば、喉元過ぎればですけれども、自分はあのときそ

う思ったんですけれども、実際に２分の１の金額が出てこなければおかしいんだけれども、

何もないなと思いながら、翌年のを見たらもう全部使うと、返済のほうに充てていたという

話ですけれども、使ってしまったものはしようがないので、何とも言えないんですけれども、

村長、どうですか、条例違反ということは。 

○議長（佐藤鈴江君） その前に、税務会計課長、基金に積んでいれば、お分かりになるんで

はないですか。 

〔発言する者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） では、村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） すみません。詳細なところは分からない部分があって、ごめんなさい。 

  基本的に財政法上、お金が余った場合、半分は財政調整基金に入れなさいという原則はあ

ると、私は認識しておるところでございます。 

  今、ご指摘の質問の詳細については、私は認識していないので何とも言えない。財政担当

は総務課長ですから、総務課長が一番分かっておると思いますけれども、ちょっと今、初め

ての質問でございますので、知らないということは、最終的には私の責任だと思っています

けれども、ちょっと何とも私はこの席で答えることができないので、申し訳ないと思います。

よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 何とも私も言えないんですけれども、認識をしているということ

でいいのかということは言えないんですけれども、今後やはりそういうことがあれば、きち
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んと本会議でも、村長、２分の１は積むんだというような話はしておりましたし、そういう

ことはきちんとしていかなければならないと。何かの形で表してもらわなければ弱るかなと

いうところもあるんですけれども、ひとつ当局のほうで考えていっていただけますか。しよ

うがないですね。 

  では、これはこれで一旦締めるしかないですが、何かの形で申し訳なかったぐらいのこと

はあってもいいのかなと思うんですけれども。 

○議長（佐藤鈴江君） では、一旦休憩を入れます。ここで時間を止めておきます。 

 

休憩 午後 ２時１８分 

 

再開 午後 ２時４８分 

 

○議長（佐藤鈴江君） 再開いたします。 

  11番、大久保守議員の質問に対して、総務課長より説明があります。 

  総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） 大久保守議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  時間をいただいて大変ありがとうございます。 

  まず、剰余金の処分につきまして、ご説明させていただきます。 

  先ほど私が申し上げました地方財政法の第７条によりますと、剰余金につきましては、各

年度で剰余金が生じた場合につきまして、２分の１を下らない金額を翌々年度までに積み立

てる、または繰上償還の財源に充てなさいということになっております。ここについては、

期間と額を定めております。 

  この規定によりまして、嬬恋村の財政調整基金条例に照らしまして、第２条におきまして、

積み立てる金額につきましては、剰余金の２分の１を下らない金額という形で表記されてお

ります。ここについては、期間でなくて金額、地方財政法に基づいた金額を規定しているも

のでございます。これによりまして、積み立てるタイミングにつきましては、地方財政法を

適用させていただいているというところでございます。 

  積立ての状況につきましては、会計管理者のほうから申し上げます。どうぞよろしくお願

いいたします。 



－133－ 

○議長（佐藤鈴江君） 会計管理者。 

〔会計管理者兼税務会計課長 宮﨑由美子君登壇〕 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） 大変申し訳ございませんでした。 

  大久保議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  ただいま、総務課長のほうからご説明があったと思いますが、そちらの金額につきまして

は、毎年、翌年度末までにこちらのほうへ、財政調整基金積立金として積立てをしておりま

す。その辺は、私のほうで確認しておりますが、ちょっと現時点で日付が確認できませんの

で、もし必要であれば、日付を確認しまして、あしたの冒頭までに確認して説明させていた

だきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 確かめていただいてありがとうございます。 

  ただ、本村の条例では、各年度ごとにおいて一般会計の歳入歳出の決算上、剰余金を生じ

た場合と。各年度ごとというと毎年ですよね。毎年やれよという条文の解釈ではないんです

か。翌々年度と書いていないです。毎年度、各年度、年度ごとにやれという条例文ではない

ですか。 

  実際に剰余金の処分で、地方自治法の第233条の２がそこに当たるんですが、条例がある

場合は、条例に従えと書いてあるんです。嬬恋村は、条例文で、わざわざ財政調整基金の所

に書いてしまっている。それは違うんでしょうか。翌々と書いていないんだけれども、条例

でどこに書いてあるんですか。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） 大久保守議員のご質問にお答えしております。 

  財政調整基金の基金条例におきましては、積み立てる期間については明記されておりませ

ん。各年度の剰余金が生じた場合は、剰余金の２分の１を下らない金額を積み立てるという

形になっています。 

  この時期につきましては、地方財政法にのっとって、翌々年度までに処理させていただい

ているというところでございます。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 翌々はいいんでしょうけれども、実際に残ったお金は使っている

んでしょう。今、令和７年度だけれども、７年度の中で使っているわけで、翌々ではなくて
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入れているではないですか。翌々年度までという話になれば、違うんでしょうけれども、た

だ、各会計年度ごとにと条例では書いてある。ということは、毎回余剰金が出たら、毎年や

れということでしょう。 

  実際に積み立てるのだったら、その第233条の２の欄がありますよね。余剰金の下の欄で

す。そこに全額入れなければならないんではないですか。全く入っていない。 

○議長（佐藤鈴江君） 会計管理者。 

〔会計管理者兼税務会計課長 宮﨑由美子君登壇〕 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） ただいまの大久保守議員のご質問にお答えい

たします。 

  剰余金の決算が確定されるのが９月、前年度の決算が確定するのが９月となっております。

その翌年度、令和８年度の年度末までには、毎年それを入れている現状ですけれども、現

在……。 

〔「各年度に書いてあるじゃない。７年、６年、５年、４年、３年」と

呼ぶ者あり〕 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） 翌年度に財政調整基金として積立てをしてい

る状態であります。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） だけれども、毎年度書いてあるよね。なぜそう思ったかというと、

そこに書いていなかったから、自分はそう思ったの。いつもだったら２分の１とか、その金

額を書いて議会に提示していたから、２分の１を入れるんだなとか分かるんだけれども、令

和６年度には何も書いていない。令和６年度ということは、令和７年度だよね。まだ３月い

っぱいなんだから、令和７年度中だから。では、おかしいでしょう。令和７年度中に入るわ

けではないのですか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長、では、あしたの冒頭に入れた日付とか。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 地方財政法、国の財政法、地方自治法並びに財政調整基金条例、これ

について、今、協議をしたところ、翌々年度という話があったので、説明できるなというこ

とで、総務課長が大局、会計管理者でございますから、昔の出納長でございます。お金の現

金のキャッシュフロー等は握っていますから、答弁できるということで、今、お話しさせて
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もらいましたが、大久保議員のご指摘の翌年度というのと、今、私の聞いているところで、

翌々年度という話があったんですが、今、本会議場で議論するのは何なので、申し訳ござい

ません。明日の朝までには、法律並びに条例並びに県の市町村課なりの確認を取って、次議

会のほうにご説明させていただくということでご理解をいただきたいと思います。 

  本席で、ここでうかつな間違いをしてもまずいですので、しっかり確認をさせて、また議

会のほうに説明させていただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 分かりました。私も間違っているかもしれませんので、私も調べ

てまいりますので、ではあしたということでよろしくお願いします。 

  そうしますと、収入減を求めなければいけないというようなことで、１つは、嬬恋村には

各官庁の建物があって、各資産分の交付金が来ていると思うんですけれども、嬬恋村にはど

のくらいあるんでしょうか。列記するのは大分大きくなってしまうというなら、ここでする

わけにはいかないので、たしか交付金の金額は出ていますよね。関東森林管理局とか環境省

とか、あと農林水産省か、そういうのがあるんですけれども、どのくらいの面積というか、

数があるんでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 会計管理者、分かりますか。 

  会計管理者。 

〔「分からなければ、後でいいですよ」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） では、それもあしたの冒頭でいいですか。 

  11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） あした、またお願いしたいと思います。 

  だんだん分からなくなってきたんですけれども、予算のほうは、時間もありますので、一

応あしたの宿題ということでよろしくお願いいたします。 

  そうしましたら、公民館のほうへいかせていただきます。 

  １つは、先ほど教育長から、多分補助金が農林水産省から来ていれば、そういう形になる

のかと思うんですけれども、１つ思うのは、東部公民館という名称でずっときているんです

けれども、嬬恋会館のときも東部公民館。あのときは、東部公民館という看板もあったよう

な気がするんですけれども。 

  サーラ嬬恋で一本化するという説明の中で、東部公民館という名前をつくっておかなけれ

ばいけないんでしょうけれども、果たして東部公民館という名称が必要なのかということと、
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公民館には、館長以下、副館長とか、人を任命しておけという話ですけれども、各地区で選

ばれた方が館長という名の下に管理していると思うんですけれども、そういう方は特別職に

当たるんでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 宮﨑 清君登壇〕 

○教育委員会事務局長（宮﨑 清君） 大久保議員のご質問にお答えいたします。 

  サーラ嬬恋が完成したときに、東部公民館はどうするのかというお話があったと確認して

おります。建物の名前は嬬恋会館からサーラ嬬恋に変わったわけですが、公民館の機能とい

うのは継続して実施するということで、そのまま条例にも残っていると確認をしております。 

  公民館長は特別職に当たるのかということですが、当たらないということで認識をしてお

ります。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 今、各館長の話が出て、東部公民館は機能上、東部公民館、公民

館だという話ですけれども、公民館の設置条例とサーラ嬬恋の設置条例を見ると、両方とも

管理者を置けと書いてあるんです。それでは、そこに管理者が２人いるということですか。 

○議長（佐藤鈴江君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 宮﨑 清君登壇〕 

○教育委員会事務局長（宮﨑 清君） 大久保議員のご質問にお答えいたします。 

  ２つ存在するということでございますので、管理者は２人それぞれあるものと思っており

ます。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 今、館長が２人いるということになるんでしょうけれども、東部

公民館はたしか教育長だったですね。サーラ嬬恋のほうは局長、それとも参事になるんです

か。 

〔「条例にはうたってないですが」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 宮﨑 清君登壇〕 

○教育委員会事務局長（宮﨑 清君） 大久保議員のご質問にお答えいたします。 
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  大変申し訳ございません。サーラ嬬恋の設置及び管理に関する条例におきましては、施設

等を使用するものは、あらかじめ村長の承認を受けなければならないとなっておりますので、

サーラ嬬恋の管理者は村長だと認識しております。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 大体どこの建物を見ても、通常、村長は設置者であって、管理者

ではないような気がするんです。村長は建物の設置者、管理者は別に置かないとおかしいん

ではないですか。そこに常にいなければ、館長の役目が立たない。こんな条例でいいんです

か、教育長。 

○議長（佐藤鈴江君） 教育長。 

〔教育長 地田功一君登壇〕 

○教育長（地田功一君） 大久保議員のご質問にお答えします。 

  すみません、勉強不足ですが、おっしゃるとおり、管理者は教育長、私ということでいい

かなというふうに思っています。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） そうすると、教育長が両方とも管理者であるということですか。 

○議長（佐藤鈴江君） 教育長。 

〔教育長 地田功一君登壇〕 

○教育長（地田功一君） 大久保議員のご質問にお答えいたします。 

  東部公民館のほうは、教育委員会が管理者ということになります。サーラ嬬恋は、村長が

定めるということで、教育長、私ということになります。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 教育委員会が管理者は分かるんですけれども、誰か充てなければ

ならないですよね。教育委員会が当たるということは、やはり長は教育長でしょう。誰か指

名していない限りは、教育委員会を代表するのは教育長ですよね。 

  それで、サーラ嬬恋は村長ということですか。 

○議長（佐藤鈴江君） 教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 宮﨑 清君登壇〕 

○教育委員会事務局長（宮﨑 清君） 大久保議員のご質問にお答えいたします。 

  サーラ嬬恋管理規則第２条に、村長はサーラ嬬恋管理者を定め、会館の管理を委任すると

いう条文になっております。管理は教育長が管理者ということで、すみません、先ほどの答
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弁を訂正させていただきたいと思います。 

〔「それはサーラ」と呼ぶ者あり〕 

○教育委員会事務局長（宮﨑 清君） サーラ嬬恋です。先ほど村長と申し上げてしまいまし

たが、訂正をさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） これ以上もう言いませんけれども、せっかくあのようなすばらし

い建物が建って、これから張り切ってやっていこうというときに、管理者が誰だ彼だと言っ

ているような状態ではないと思うんですよ。そこに参事がいるんだったら参事だとか、きち

んとさせればいいわけです。 

  では、教育長だといっても、教育長があそこについているわけでもないし、ずっといると

いうのは大変ですよね。今聞けば、村長が指名者だから、管理者には、お前行けと言えばい

いわけです。 

  だから、そこら辺はもっと動きやすいようにしておいたほうが私はいいと思いますし、あ

と１つは、やはり東部公民館だから、公民館事業をやるんだよと。では、自分が質問したと

きには、名前は２つないんだというわけでやっているんだし、ただ、公民の条例を見れば、

東部公民館があると。 

  やはりそれはすり合わせて、もしあれだったら東部公民館をなくしてサーラ嬬恋とか、条

例をきれいにしていかないと、知らない人は知らないんで終わってしまうんでしょうけれど

も、そういうふうになってしまいます。三原はましてや、上に住民センターがあるので、下

手すれば東部公民館はそこかなと思ってしまうし、今度はサーラ嬬恋という建物ですから。 

  だから、そういう点を精査してきちんとする。それで、この人を管理者にするんだという

ことをきちんとするようなことはできないんでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 大久保議員のご質問にお答えさせてもらいます。 

  私のほうからちょっと触れさせてもらいますが、公民館は、昔は文部科学省の補助金をも

らって、全国各地に公民館という施設を造りました。それから、環境改善センターとか生活

改善センターは、農林水産省の５階のほうの予算を使って、集落センターというようなこと

で造った施設がセンターでございます。 

  公民館につきましては文部科学省ですから、芸術の振興、地域の文化の振興ということで
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補助金をもらってきた。サーラ嬬恋を造るときも、これは公民館で補助金なのかという話も、

いろいろ私も調べてみましたけれども、補助金がもうないと、公民館については補助金がな

いという状況でございます。 

  それから、嬬恋会館と田代のセンターですけれども、これは造った時期が同じでございま

すが、公民館の補助金をもらって、当時、私よりはるか先輩の皆様方が、東部には東部公民

館、西部については田代のほうに中心地ということであの施設を、補助金をもらって造った

というお話を聞いています。 

  いずれにしろ、補助金をもらって公民館を造った。農林水産省の補助金でほかの地域の環

境改善センターというような名称で造っていたという経緯が１つあります。それが冒頭、議

員の公民館とセンターの成立の話です。補助金が違うので名称が違っているという状況がご

ざいます。 

  それから、今、サーラ嬬恋は、基本的には私は教育施設だと、生涯学習の施設だというふ

うに考えておりますし、そしてまた、教育長を中心に生涯学習、あるいはスポーツや文化活

動、こういうものもそこに入っておりますので、基本的には教育委員会が中心で、あの施設

は管理するものだと思っております。 

  設置条例等は、ちょっと私、細かいことまでいちいち口出ししていないんですけれども、

整合性がなければ、またしっかり管理していきたいと思っております。担当がしっかりそれ

はやっておると思っておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 私は、きれいに条例に沿いながら、管理者なりなんなりを置いて

くれと、そういう質問をしたんで、それをお願いしたい。 

  たしか田代は、農林の補助金で造ったんではなかったですか。だと思いましたけれども、

公民館ではないような気がしたんですけれども。 

  いろいろあるんですけれども、時間も時間なので、あしたに宿題を残して、これで私の質

問を終わらせていただきます。 

○議長（佐藤鈴江君） 以上で、11番、大久保守議員の一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎延会について 
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○議長（佐藤鈴江君） お諮りいたします。本日の会議はこれで延会したいと思います。これ

にご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） 異議なしと認めます。 

  本日は、これにて延会することに決定しました。 

  なお、次の本会議は、明日３月13日午後１時から再開したいと思いますので、ご出席をよ

ろしくお願いいたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎延会の宣告 

○議長（佐藤鈴江君） 本日は、これにて延会します。 

  大変お疲れさまでした。 

 

延会 午後 ３時１４分 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 第 ２ 回 定 例 村 議 会 

 

（第  ４  号） 
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令和８年第２回嬬恋村議会定例会会議録 

 

議 事 日 程（第４号） 

 

                     令和８年３月１３日（金）午後零時５８分開議 

日程第 １ 一般質問 

日程第 ２ 閉会中の継続審査申出について 

──────────────────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

 議事日程に同じ 

──────────────────────────────────────────── 

出席議員（１２名） 

     １番  黒 岩 智 未 君      ２番  土 屋 哲 夫 君 

     ３番  伊 東 正 吾 君      ４番  下 谷 彰 一 君 

     ５番  黒 岩 敏 行 君      ６番  石 野 時 久 君 

     ７番  佐 藤 鈴 江 君      ８番  土 屋 幸 雄 君 

     ９番  松 本   幸 君     １０番  伊 藤 洋 子 君 

    １１番  大久保   守 君     １２番  大 野 克 美 君 

欠席議員（なし） 

──────────────────────────────────────────── 

地方自治法第１２１条の規定により説明のため出席した者の職氏名 

村 長 熊 川   栄 君 副 村 長 黒 岩   彰 君 

教 育 長 地 田 功 一 君 総 務 課 長 熊 川 明 弘 君 

会計管理者兼
税務会計課長 宮 﨑 由美子 君 未来創造課長 黒 岩 孝 義 君 

交流推進課長 小 林 千 速 君 住 民 課 長 望 月 浩 二 君 

健康福祉課長 野 寺 美 枝 君 建 設 課 長 黒 岩 建五郎 君 

農林振興課長 土 屋 和 彦 君 上下水道課長 黒 岩 治 信 君 

観光商工課長 竹 渕 幹 雄 君 教 育 委 員 会 
事 務 局 長 宮 﨑   清 君 

──────────────────────────────────────────── 
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事務局職員出席者 

議会事務局長 目 黒 康 子   書 記 横 沢 右 京   
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開議 午後 零時５８分 

 

◎開議の宣告 

○議長（佐藤鈴江君） 皆さん、こんにちは。 

  ただいまから再開いたします。 

  ただいまの出席議員は12名であります。地方自治法第113条の規定による定足数に達して

おりますので、ただいまから令和８年第２回嬬恋村議会定例会を再開いたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎議事日程の報告 

○議長（佐藤鈴江君） 本日の議事日程は、別紙日程表のとおりといたします。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎一般質問 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第１、一般質問を行います。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 大久保   守 君 

○議長（佐藤鈴江君） はじめに、11番、大久保守議員の一般質問に関して、昨日保留になっ

ていた件の答弁を求めます。 

  総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） 昨日の、大久保守議員の剰余金の扱いについてのご質問にお答え

させていただきます。 

  本日、資料として３つの関係法令の該当部分を掲載させていただきましたので、ご覧いた

だきたいと思います。 

  嬬恋村財政調整基金条例の第２条をご覧ください。 
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  「基金として積み立てる金額は、各会計年度において一般会計の歳入歳出の決算上剰余金

が生じた場合、当該剰余金のうち２分の１を下らない金額とする」とございますが、ここで

言う各年度とは、剰余金が発生した年度を示すものでございます。本条例におきまして、そ

の処理を行う具体的な期限を定めているものではないと認識しております。 

  この決算で生じた剰余金の取扱いにつきましては、地方財政法第７条の規定によりまして、

剰余金の２分の１を下らない金額について翌翌年度までに財政調整基金へ積立てまたは地方

債への繰上げ償還に充てることとされております。 

  また、大久保議員のご質問にございました地方自治法第233条の２において、剰余金の処

分に関する規定でございます条例で定めがある場合に限り、翌年度に繰り越さないで基金に

編入することができる旨を定めたものとなっております。 

  当村におきましては、地方財政法第７条の規定を踏まえまして、各年度の剰余金について

翌年度の９月議会で決算認定を受けた後、一般会計補正予算の議決を得まして、一般会計に

おいて財政調整基金への積立てを行っております。適切な財政運営に努めているところでご

ざいますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 税務会計課長。 

〔会計管理者兼税務会計課長 宮﨑由美子君登壇〕 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） 昨日の大久保守議員の一般質問にお答えいた

します。 

  固有資産等所在市町村交付金の対象の土地、建物の数と面積ということでよろしいでしょ

うか。 

  内訳としましては、関東森林管理局の国有林が１万3,385.77ヘクタール、環境省では、

国立公園内の土地４万5,509.95平米、群馬県としましては、教員住宅と田代のコウセンシ

キ、農林省では、農場の敷地と建物が交付金の対象となっており、令和８年度の交付金が

1,710万4,000円となっております。 

  以上です。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 総務課長の話、分かるんですよ、分かるんですけれども、昨日も

言ったんですけれども、法律が上位だから法律が先行してそうですよと言われればそうなん

だけれども、嬬恋村は条例を立っているわけです。 

  一般会計の歳入歳出の決算上剰余金が生じたらば、剰余金のうちの２分の１を下らない金
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額を財政調整基金に入れろという話になっているわけです。だから法律ではそううたってい

るけれども、その法律の下に、わざわざ条例でつくってあるわけです。 

  各年度だから、その年度が終われば翌年度、翌翌年度というのは、財政法、それはちょっ

と自分は見なかったんだけれども、その233条の２項というのは全部翌年度です。翌年度に

しなさいと書いてあるんです。だから翌年度というのは、例えば６年になれば７年度、今や

っています。この３月までが７年度だから、結局余った剰余金を、これに照らし合わせてや

らなきゃいけない、条例に合わせてやらなきゃいけないんじゃないんですか。条例を無視し

て上位の法のほうへ当てはめてるという話になっちゃう。どうなんだろう。 

  考え方もあるんでしょうけれども、ただ、表を作った中で233条の２に当てはまるという

項目があって、それはこの条例から言えば２分の１を積み増しなさい、その金額を書きなさ

いという話だよね。実質は。いいんだけれども、そういうことをしてこなかったのがおかし

いんじゃないかという話なんだ。そういうことをしないということは、条例違反じゃないの

という話なんです。 

  法があるからそれでいいんだ、法律によればそうなっているのかもしれないけれども、法

でいう233条の２を見れば、翌年度に必ずしろと書いてありますよね。だからここだって各

会計年度においてだから、その金額が各会計年度にあれば翌年に入れる、だから決算が終わ

った余ったお金は、今やっている予算内のどこかに突っ込まなきゃいけないわけだよね。そ

の半分は財政調整基金へ積めと。それから使っていいですという話ですよね、この条例は。

違うのかな。 

  だから、最終的には落としどころとすれば、実質収支のところで、結局議会も手を挙げて

いるんだから、最終的には議会さん手を挙げているから、あなた方認めたでしょといえば、

それでおしまいなんだ。当局は。 

  ただ、この条例をきちんと考えるんであれば、やっぱりそういうことはきちんとしてこな

きゃいけない。ちょっと自分下っていってみたら全然していなかった。全然書いていなかっ

た。令和３年まで下ってみたけれども。だからそういうことをずっとやってきて、極端な話

がここで収めるんだったらば、当局はあなた方認めたんじゃないかと一言言えばそれでおし

まいかもしれないけれども、条例があるんだったら、それをきちんとやるのが当局であって、

それだけ見れば条例違反と私は思うんですがいかがでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 
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○総務課長（熊川明弘君） ただいまの大久保守議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  まず、前年度で出た剰余金につきましては、翌年度一般会計予算に計上させていただいて、

その半分を積立てているところでございます。これについては、法令上何も問題ないのかな

というふうに私は感じております。 

  大久保議員のおっしゃる決算書の中の実質収支に関する調書というのがございます。この

調書の一番下のところに、実質収支額のうち地方自治法第233条の２の規定による基金繰入

額という欄がございますが、こちらのほうが空欄になっているというご指摘。 

○１１番（大久保 守君） 条例じゃ２分の１を積めと書いてあるじゃん。 

○総務課長（熊川明弘君） 翌年度。 

○１１番（大久保 守君） 翌年度でも。だから決算が終わって、その翌年度といえば、今や

っている予算の中に入っちゃう。翌年度で切ったやつは。 

○総務課長（熊川明弘君） 当該年度ということですか。 

○１１番（大久保 守君） 当該年度じゃないだろう。決算で終わったのは前の年だから。 

  その翌年といえば７年のことを言うんじゃないの。今、７年度だぞ。 

○総務課長（熊川明弘君） ９月補正で積立金という形で計上させていただきます。 

○１１番（大久保 守君） そうだったらば、あそこに書くべきでしょう。 

○総務課長（熊川明弘君） この調書のところということですか。 

○１１番（大久保 守君） うん。 

○総務課長（熊川明弘君） まず、先ほど申し上げた調書の一番下の欄になりますが、このと

ころに実質収支が生じたときに、決算において生じた実質収支額の基金へ編入する額を記載

するという形になっております。 

○１１番（大久保 守君） 条例じゃ違うじゃない。出たら２分の１積めと書いてあるんだよ。 

○総務課長（熊川明弘君） 表記がないということでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 一応、総務課長の説明聞いていただいて。 

○１１番（大久保 守君） はい。 

○総務課長（熊川明弘君） この欄についてでございますが、地方財政法では翌年度に繰り越

さないで、当該年度において基金に編入した額であると認識はしております。 

  しかし翌年度に基金に編入する場合もこの欄に記入するべきものであるかということにつ

きましては、私はこの表のところは、決算が出た当該年度に翌年度に繰り越さないで積む額

を書くものだと認識しております。この部分につきまして、翌年度基金に編入する額も記入
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するということでもしあれば、今後の決算書に反映させていただきたいと考えておりますの

で、ご理解賜りたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 地方自治法だと翌年度の歳入に編入しなさいという条件が出た。

ということは、決算が出たということは前の年の決算だよね。前の余剰金でしょう。それを

例えば７年度に入れれば、今のところに入ってくる。そうすれば、うちの条例を見ると２分

の１は233条の２項のところへ書いておかなきゃおかしいわけだよ。 

  法令のほうは解釈をすれは、余剰金が出たらば実際にはそれをそっくり今総務課長の言う

とおり、使っちゃってもいいんだ。基金に入れなくても使っちゃってもいい、返済に充てて

もいい、だけどこれでうたってあるように、「ただし条例の定めるところ」うちは条例で定

めをつくっちゃっている、２分の１。だから条例とうたえばおかしいんじゃないかと言って

いる。 

  自治法では、余ったらそれを使っちゃってもいいですとそういう書き方があるんだけれど

も、ただし書があって、条例のあるところはその条例に従えと書いてある。それを見るとう

ちの条例は２分の１を積みなさいと財政調整基金の条例にはそう書いてある。 

○議長（佐藤鈴江君） 税務会計課長。 

〔会計管理者兼税務会計課長 宮﨑由美子君登壇〕 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） ただいまの大久保議員のご質問にお答えさせ

ていただきます。 

  うちの条例では、嬬恋村財政調整基金条例というのを制定させていただいてあるんですけ

れども、この２条をご覧いただければ剰余金のうち２分の１を下らない金額を積み立てると

書かれております。 

  これは、当該年度、その年の２分の１ということで、いつ積まなければならないという期

限をこの条例では設けてございません。 

○１１番（大久保 守君） いいんだそんなのは。 

  それを言ったのは当局じゃないか。翌年だ翌翌年だと言い出したのは。 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） それは地方財政法の７条によって翌年度か翌

翌年度に積まなければいけないということで、その条例にのっとって。 

○１１番（大久保 守君） のっとってないから言っているんだよ。 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） 決算が翌年度に確定しますので、その数字を
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受けてその年度に。だから当該年度から比べると翌年度になるんですけれども。 

○１１番（大久保 守君） 調書の書き方がおかしいわけだから、調書にはないわけだから。

調書に書いておけばいいんだ。だって２分の１を下らないものは金額があれば、そんなの俺

だって言わないよ。 

  ただ、入っていないし、条例でうたってある２分の１を下らない金額はどこにあるの。表

してないとおかしいじゃない。 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） 補正予算の上で補正をさせていただいて…… 

○１１番（大久保 守君） 調書がなければおかしい。 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） 調書はあります。 

○１１番（大久保 守君） 書いていないじゃん。 

  ちゃんと見たの。 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） 基金は基金でこちらのほうで取扱いをさせて

いただいてあるんですけれども。 

○１１番（大久保 守君） その金額はどこで表したの。決算したときに。 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） すいません、一般会計のほうには、その金額

は歳出のほうで出てきますが、基金は基金で別の…… 

○１１番（大久保 守君） 違う違う。決算のときの調書のところに233条の２項の欄があっ

て、そこに１つも出てきていないじゃない。 

○議長（佐藤鈴江君） じゃ、住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） 住民課長の望月ですけれども、代わりに答弁させていただきます。 

  地方自治法第233条の２これの規定につきましては、条文を読んでいただければ分かると

思うんですけれども、「各会計年度において決算剰余金を生じたときは、翌年度の歳入に編

入」この「歳入に編入」の部分は、翌年度の予算の前年度繰越金に計上して翌年度の予算で

積立てなさいという、そういうことを言っているところなので。 

○１１番（大久保 守君） それは分かるんだけれども、調書がちゃんと書いていないと…… 

○住民課長（望月浩二君） この233条の２による基金の積立行為はしていないということに

なるんです。 

○１１番（大久保 守君） 条例があるところはそれに定めなさいと書いてあるんだよ。 

○住民課長（望月浩二君） ですからその条例は定めていないです。 
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  233条の２に基づく条例は定めはないです。 

○１１番（大久保 守君） おかしいよ。じゃ何で２分の１となっているの。 

○住民課長（望月浩二君） ２分の１というのは、地方財政法の規定を引用して持ってきてつ

くっているという。 

○１１番（大久保 守君） ないじゃない、２分の１というのが。233条の２のところには。 

○住民課長（望月浩二君） ２にはないです。ここは処分の規定ですから、処分をどういうふ

うに…… 

○１１番（大久保 守君） 処分するのに処分の金額がないじゃない。 

○住民課長（望月浩二君） 会計処理の方法を233条の２は言っています。 

  地方財政法の７は、財政規律上の財政危機を招かないように２分の１を積み立てなさいと

いう義務化をしている条文になります。ですのでそれに基づいて条例があって、条例も２分

の１を積み立てる。条例における各会計年度というのは４月から３月までに事業執行したそ

の予算のやりくりの中で剰余金が出た場合は２分の１を下らない額というそういう規定です。 

  だから毎年積立ててはいますけれども、233条の２のただし書以降の行為による積立ては

行っていないとそういう理解をお願いできればと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 何で条例で２分の１を下らない金額というのが出てきていて、今

住民課長が言うとおりだとしても、少なくとも調書には書かないんだという話になれば、

233条の２項の欄なんて要らなくなっちゃうよね。 

  条例にうたってあるんだからしてくださいよとこっちは言っているわけだよ。 

  だから財政法とあれが違うからという話になるんでしょうけれども、ただ剰余金の処分の

法律の中には、条例を定めたときには条例に従えと書いてあるわけだよ。条例は２分の１を

下らない金額と言っているんだから、２分の１を下らない金額をどこかに表れてこない。た

だ補正で組んであるからそれでいいですよというんじゃなくて、調書に出てこないのはおか

しいんじゃない。どうなんだろう。 

○議長（佐藤鈴江君） 住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） ただいまのご質問ですけれども、地方自治法233条の２のただし

書以降の書き方は、先ほど申しました次年度の前年度繰越金という予算に項目がありますけ

れども、そこに載せない形で、そこには計上しない、予算には盛り込まない形で議会の議決
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を経て、４億円繰越金が出れば２億5,000万円を積み立てる議決を採って積み立てた場合は、

大久保議員をおっしゃられるように233条の２の処分の欄に金額が載るということでござい

ますのよろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 大久保議員のご質問にお答えさせてもらいます。 

  嬬恋村には、嬬恋村財政調整基金条例、昭和45年11月４日条例第21号という条例、議員

の皆さんにも全部配付させてもらっていますが、ご確認いただきたいと思っています。 

  それから同じく地方財政法の剰余金ということで第７条ありますが、２分の１を下らない

金額は、剰余金を生じた翌翌年度までにという文言で積み立てなさいよという法律でござい

ます。 

  その下に地方自治法、剰余金の処分ということで、第233条の２という条文でございます

が、この３つの案件で、昨日大久保議員のご指摘があった後、財政の分かる課長、副村長も

含めて、私も入って、これをちゃんと説明せよということで、説明できるという話でござい

ました。 

  これについて、もし時間いただいて、しっかりと国なり県なりにも確認したりして、再度

これがいいのか悪いのか確認をさせてもらえたらと思っています。当局のほうでは、これは

問題ないということで、総務課長、それから以前に財政担当をやりました望月課長、それか

ら会計管理者であります宮﨑も含めて、昨日協議したところでございます。 

  詳細な法律が幾つかございますので、条例がありますから間違えのないように。 

  ただ、私も今よく見て、地方財政法第７条で、「翌翌年度までに」ということでここに入

っていますので、その辺どうやるのか細かいところは分からない部分が私自身にもあります

ので、ぜひとも国なり総務省なり県の地方課なりに確認もさせていただいて、文言が正しい

のか、今の処理が正しいのか、もう一度確認させてもらえたらと思います。よろしくお願い

します。 

○１１番（大久保 守君） 結構です。 

○議長（佐藤鈴江君） 次に、昨日の大久保議員からの２点目の質問、公民館につい補足説明

の補足説明を行いたいと申出がありましたのでこれを許可します。 

  教育委員会事務局長。 

〔教育委員会事務局長 宮﨑 清君登壇〕 
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○教育委員会事務局長（宮﨑 清君） 昨日の大久保議員の一般質問の中のご質問について補

足説明をさせていただきます。 

  まず、サーラ嬬恋の管理者でございますが、サーラ嬬恋管理規則第２条に基づきまして、

改めて村長より明確に教育長に対し管理を委任することとなりました。また、東部公民館の

管理者につきましては、これまでどおり教育長といたします。 

  次に、サーラ嬬恋と東部公民館の複合施設について整理できないかということについてで

ございますが、現在、東部公民館について定めている嬬恋村公民館設置及び管理に関する条

例とサーラ嬬恋について定めているサーラ嬬恋設置及び管理に関する条例がございますが、

ご指摘のとおり分かりづらさもあるのは事実でございますので、他の公民館やコミュニティ

センター等も含め、どのような方法で整理が可能か確認をいたしまして、改善に向けて進め

てまいりたいと考えておりますのでご理解いただきたいと思います。 

  以上でございます。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） じゃ、１点だけ。 

  サーラのほうの管理者ですか、それは村長が指名してその方になるということですね。今、

条文はないわけですか。 

〔発言する者あり〕 

○１１番（大久保 守君） それが教育長さんになる。教育長、大丈夫ですね。 

  じゃ、東部公民館も教育長、サーラも公民館のほうは教育長ということでよろしいですか。 

  管理者というのは施設についていないといけないということはないんでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 教育長。 

〔教育長 地田功一君登壇〕 

○教育長（地田功一君） ただいまの大久保議員のご質問にお答えします。 

  必ず常時そこにいなくてはならないということはないと考えます。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 11番、大久保守議員。 

○１１番（大久保 守君） 自分の勉強不足なんですけれども、法律で公民館という中では、

たしかいなくてはいけないような気がしたんですけれども、ましてや公民館長、副館長、書

記とか、ずらずらと名があるんですけれども、そういうのを置けということは書いてあった

ような気がするんですが、きちんと管理をしていただくんだったら構わないと思うんですけ

れども、私が思うに、できれば自主的にあそこにいる方が、例えば副館長だとか何とかそう
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いう名できちんとおるというのがいい状態なのかなと思うんですけれども、そこら辺は当局

のほうで考えていただいて、なるべくそうに何かあったときには管理者がいないよという話

じゃなくて、こういう方がいるよというような話で、何があったときに村民にできるような

体制をつくっておければ一番いいかなと思いますので、そこはひとつ要望としておきますが、

分かりました。 

○議長（佐藤鈴江君） 以上で、11番、大久保守議員の一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 石 野 時 久 君 

○議長（佐藤鈴江君） 続いて、６番、石野時久議員の一般質問を許可します。 

  ６番、石野時久議員。 

〔６番 石野時久君登壇〕 

○６番（石野時久君） それでは、議長の許可をいただきましたので質問をさせていただきま

す。 

  新ごみ処理施設についてということでお願いします。 

  ごみ処理については、自治体財政が厳しい中、多くの自治体ではごみの減量化や再資源化

を進め、コスト抑制に取り組んでいます。そんな中で、本村は郡内６町村での共同設置によ

る新しいごみ処理施設の建設に向けて進んでいます。そこで現在の進捗状況を伺います。 

  また、新施設は一般廃棄物の焼却場とプラスチックなどのリサイクル施設をメインに検討

されているようですが、リサイクル施設での分別、家庭での分別も含めての内容はどのよう

になる予定でしょうか。分かる範囲でお答えください。 

  もう１点、ごみの減量とリサイクルについて。 

  嬬恋村のごみ処理は、西吾妻環境衛生センターで一般廃棄物の焼却やリサイクル分別など

により行われています。この施設は、嬬恋村、長野原町、旧六合村分で、中之条町によって

運営されており、それぞれの町村に運営負担金があります。その嬬恋村分は令和７年度予算

で約２億2,690万円で、その内訳は、人口割が40％で約8,640万円、利用率割が55％で約１

億2,690万円、均等割が５％で約600万円、その他特別収集分、別荘地収集分が約630万円と

いうことで、ごみ処理には多額な経費がかかっているわけです。 

  現在の物価高騰や世界の情勢を見ると、今後のごみ処理経費は増加の一途と予想され、避
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けることはできないと思います。 

  ごみの減量と再資源化は地球温暖化防止や最終埋立地の限界対策にもつながるとともに、

ごみ処理の経費削減にもつながることであります。 

  そこで今後のごみ処理の在り方についてお考えを伺います。 

  以上、答弁をよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ６番、石野時久議員の一般質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 石野時久議員の一般質問にお答えをさせていただきます。 

  まず、第１点目のごみ処理施設の進捗状況についてでございますが、こちらにつきまして

私からお答えをさせていただきます。 

  現在、吾妻郡６町村で新ごみ処理施設の整備に向けて動いておりますが、その進捗状況と

今後のごみの分別についてどのように変わるのかというご質問でございます。 

  私からは施設整備の大枠につきましてお答えをさせていただき、分別などの詳細は、担当

課長からお答えをさせていただきますのでよろしくお願いをいたします。 

  初めに、新施設整備に向けた進捗状況についてお答えをいたします。 

  新施設の建設予定地は、東吾妻町大字大柏木字台場地内に約2.6ヘクタールの土地、ここ

の場所につきましては、八ッ場ダム建設時の骨材プラントヤードの跡地を国から払下げを受

け、組合が2,250万円で令和６年７月に取得しております。 

  組合組織につきましては、令和６年４月１日に吾妻環境施設組合として、町村からは職員

を派遣し、事務職員５人体制で本格的な施設建設に向けて事務手続が開始されており、嬬恋

からも現在１名派遣しております。 

  これまでに決定されている施設の概要についてお答えをさせていただきます。 

  まず、焼却施設の炉の方式及び大きさ。大きさとは能力でございますが、ストーカー方式

58トン、１日に58トンの処理ということでございます。 

  エネルギー回収、発電は炉の規模から採算が合わないということから熱利用のみとしてお

ります。 

  マテリアル、リサイクルの話でございますが、リサイクル施設につきましては、吾妻郡内

統一した分別方法とすることが決定されており、この分別に適した必要最小限の施設及び設

備とすることとなっております。 
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  続いて、整備に係る町村負担金の算出方法でございますが、均等割が５％、人口割35％、

排出量割が60％で算出いたします。 

  資金調達は組合ではなく、町村が起債充当や基金を取り崩すなどして資金調達した上で、

負担金として拠出することとなっております。なお、施設稼働後の運営に係る負担金につき

ましては、全額を排出量割で町村負担金を算出することとしております。 

  その他収集運搬業務に関することや指定ごみ袋などの詳細につきましては、担当課長会議

等において、現在協議が進められております。直近の状況では、施設稼働に不可欠な水の確

保をするために、周辺の水源の水量調査が実施されているところでございます。 

  また、業者選定委員会も昨年11月から既に３回開催されており、要求水準書の内容や様々

な協議が行われており、今後も継続的に開催予定が組まれているところでございます。 

  今後のスケジュールにつきましては、水の水量調査結果によりますが、令和９年度には設

計・建設に進めたいということでございます。施設の運営開始時期につきましては、令和12

年度後半頃にずれ込む見込みであり、計画は遅れている状況にございます。 

  以上が新ごみ処理施設の進捗状況となりますが、国においてもごみ処理の広域化、集約化

が推進されており、群馬県においても一般廃棄物処理広域化マスタープランが策定されるな

どしております。 

  利根・沼田地域や先日は上毛新聞の報道にもありましたように、前橋、伊勢崎、桐生、み

どり市、玉村町が広域化を進めようとしております。 

  ごみ処理施設は迷惑施設とされ、建設には地域住民の理解と協力がなければ進めることが

できません。また、多額の費用を要することから町村の財政への影響を考慮することも重要

であります。さらには将来人口推計やごみ排出量予測などに基づき、適正な規模・設備とな

るよう慎重に競技が進められているものと考えております。 

  しかしながら人件費、資材、材料価格などの物価高騰やイランなど中東情勢による影響な

ど、国際的な情勢についても注意を払いながら事業を進めていく必要があろうかとも考えて

おります。 

  設計・建設に入っていきますと負担金の拠出が必要となってきますが、その間においても

既存の施設運営に関わる負担金は支出しなければなりません。建設負担金の全てを起債で賄

うわけにはいかず、嬬恋村の財政支障への影響も懸念されますが、特に改定事務処理におけ

る資金繰りが厳しい状況となるものと考えております。 

  キャッシュフローをしっかりと把握・管理しながら今後の財政運営を行ってまいりたいと
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考えておりますのでご理解をいただければと思います。 

  新施設の建設及び運営開始に向けて事業が着実に進められるよう、町村間においてもしっ

かりと意見調整してまいりたいと考えているところでございます。 

  以上、私のほうからはお答えとさせていただきまして、新ごみ処理施設の分別方法、リサ

イクル方法等については、担当課長からお答えをさせていただきます。よろしくお願いしま

す。 

○議長（佐藤鈴江君） 住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） 石野時久議員の一般質問の新ごみ処理施設における分別方法につ

いて、私から答弁させていただきます。 

  新ごみ処理施設建設に向けた協議の中では、ごみの分別方法、現在の吾妻東部、高山、中

之条、東吾妻町こちらの分別方法に合わせるということが決定事項とされております。 

  詳しくは、最初に瓶類になります。 

  瓶類につきましては、嬬恋村は現在不燃ごみとして透明の袋で何色の瓶であっても一緒に

入れて排出ができておりますが、瓶類につきましては、まず、茶色瓶、それと透明の瓶、そ

の他の瓶、この３種類に分かれることになります。 

  それと限定ごみとして６品目ございまして、乾電池、コイン型電池、型番がＣＲというも

ので始まる電池であります。それと使い捨てライター、あとカセットガスボンベ、スプレー

缶、蛍光灯・蛍光管、それと水銀式の体温計、こちらの６種類についても分別ということで

収集をする予定となっております。 

  瓶類は今申し上げたとおりなんですが、そこにガラスがあるじゃないかと思われますが、

ガラスにつきましては、今までどおり不燃ごみとして排出していただくことになります。 

  それともう一つです。分別いただくものとしてプラスチックがございます。プラスチック

は大きく分けて１つは容器包装プラスチック、それともう一つが製品プラスチックになりま

す。嬬恋村では現在プラスチックは黄色い袋で可燃ごみとして排出しておりますが、新しい

ごみ処理施設が稼働すれば、資源ごみとして回収をする形になります。資源ごみという、ご

みをつけていいのかどうかあれなんですけれども、資源物回収ということでご理解いただけ

ればと思います。 

  容器包装プラスチックの例としましては、カップ麺であったり生鮮食品のトレーとかレジ

袋、そういったものが容器包装プラスチックとなります。製品プラスチックとすると、ポリ
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バケツですとか、お風呂で使っている椅子ですとか、あと石けんのケースですとか、そうい

ったものが製品プラスチックということになります。 

  プラスチックの排出方法につきましては、製品プラスチックと容器包装プラスチックは混

合で排出していこうということで、現在協議がそこまでは決定とされております。 

  以上、答弁とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 再質問以降は一問一答で行います。 

  ６番、石野時久議員。 

○６番（石野時久君） ありがとうございました。 

  新ごみ焼却施設では、先ほど村長の答弁で熱を利用するだけというようなのがちょっと聞

こえたんですけれども、自治体によっては生ごみのリサイクルということで堆肥化や下水道

処理時の汚泥と合わせて利用してバイオマス発電するとか、また、焼却時の熱量での発電と

か取り組んでいる自治体もあるようですけれども、そういったことは協議には全然出なかっ

たんでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） ただいまの生ごみの堆肥化とかバイオマス発電についてのご質問

でございますが、新しい施設建設に向けた協議の中では、村長の答弁にもありましたように、

発電や温水利用などはする予定とはなっておりません。 

  焼却炉の規模が当初は70トンというような想定でいましたけれども、いろいろコストの削

減とかそういったことも踏まえまして58トンまで下げてございます。発電は採算が合わない

という検討結果になっております。また、バイオマス発電につきましても、生ごみ自体を分

別収集するなどのそういった協議が組合のほうではなされておりませんので、そういった附

帯施設とか、そういったものも建設しようという方向にはなっておりません。よろしくお願

いします。 

○議長（佐藤鈴江君） ６番、石野時久議員。 

○６番（石野時久君） 協議された結果、見合わないということだと思いますので、それはそ

れで議していただいたのであれば結構だと思います。 

  ただ、結構な量の発電をされている地区もあるわけですよね。大阪の大東市というところ

は５万7,000人の市らしいんですけれども、これは都市型バイオマスといって、剪定の枝や

木のごみ、建築廃材、だから木だけに特化してバイオマス発電をしているらしいんですけれ
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ども、これで１万世帯分ぐらい年間発電しているということなので、もし、そんなようなこ

とも検討されて、合うようであればまた検討していただければと思うんですけれども、中之

条でもペレットにして木質のあれをやったりいろいろやっていますよね。だからそういうと

ころも踏まえて、もしそういうことが検討できるようであれば、今後ぜひ検討していただけ

ればと思います。 

  先ほど話の中で、全体で量を減らして、今58万トンになったという話だったんですけれど

も、やはり嬬恋の分別よりも進んだ分別に先ほどの説明だとなるかと思うので、分別につい

てはそういう方向で、ぜひ始まるまでには周知をよくしていただいて、村民の方が迷わない

ようにやっていただければと思います。 

  あと、そうすれば共同設置するということで、皆さんでやればメリットとかまたデメリッ

ト、考えられるのは距離が遠くなるとか、経費が少し安くなるんじゃないかとかあるかと思

うんですけれども、その辺についてメリット・デメリット考えられることがあったら教えて

いただきたいと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 今、再質問に３点あったと思います。 

  第１点目がバイオマス、生ごみなんかや木質も使ってやったらどうかと事例も出されてご

質問いただきました。２点目は58トンになったということでございますが、これについての

ご指摘をいただきました。３点目が距離が遠くなったので運搬賃がかさむとか、デメリット

もあるのかというご指摘がございました。 

  まず、バイオマスの件についてお話しさせてもらいたいと思っています。 

  平成20年の嬬恋村のごみの全体の量は、年間に5,700トンでございました。現在の結果を

見れば分かるとおり、今は4,000トンでございます。つまりごみの量は、人口も減った、経

済もあまり減速してきているということもありまして、ごみは定期的に衛生班長会議等を通

じまして、何とかごみを減らそうという活動を一貫してやってきたところでございます。し

たがいまして嬬恋のごみの量は少しずつ減ってきたということでございます。 

  ただしここに来まして不思議なことにごみの量が若干でございますが、横ばいもしくは少

し量が増えてきています。ただし年間4,000トン前後で推移してきております。 

  今後におきましても、このうちの生ごみでございますが、６割近くが生ごみである、

4,000トンの６割というと2,400トンが生ごみである。生ごみというのは、燃すと10分の１
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になる。水なんです。水を燃しているということ。９割が水ということですので、衛生班長

会議でも、区長会も一緒に集まっていただきまして、毎年春先に議論をして、とにかく生ご

みを減らそうということで、今までもモニターで電気を通じて生ごみを減らす、夜間電力安

いですからモニターもやってきました。そうすると生ごみを一晩電気でやると10分の１に減

ってしまうんです。こういうことを徹底して今後やらないと大変だなと私は思っています。 

  それとバイオマスの関係でございますが、バイオマスにつきましては、今の平和不動産に

入っているヒグチさん、あそこもやりたいという話がありまして、その他バイオマスについ

ては337平方キロメートルのうち1,450ヘクタール嬬恋村には村有林がございます。そして

曝気のあるものもございます。これをいかにバイオマスでできるかということでございます

が、村が主体的にやるのは非常に厳しい。したがって民間でやってくれるところがあって村

と連携してできる、いわゆるＰＦＩ、こういう手法でできるなら前向きに今後検討する必要

がある。 

  先ほど言いました１つは生ごみは徹底して減らす。水を燃やして今現在２億3,000万近く

お金をかけています。２億3,000万円毎年かけるのであれば、年間に１億を５年使って５億

でもしそういう施設ができるのであれば、やっぱり生ごみを処理することを村民にもご理解

いただいて、水を燃やしてこんな大きなお金を使うのは、ぜひとも方向を転換していきたい

と思っています。今痛切にそれを感じております。 

  第１点、バイオマスの件、あるいは生ごみの件については私のほうから今後村民ともよく

議論をして、また民間で協力してくださる企業があって、村がお金を出さなくてもいいなら

生ごみの処理及びバイオマスについては十分検討する価値はあると思っています。 

  次ですが、58トンということでございますが、当初の計画は70トンだったわけでありま

す。それと当初の計画は50億円ぐらいで、何とか令和８年までに造ろうということで原点は

始まりました。しかしながら国有地の払下げが３年４年と遅れたということもあります。そ

の間コロナがあったりして、資材の高騰、労働力の高騰、特に資材、建設コストはもう倍に

なっちゃっている現実がございます。したがいまして当初の計画を令和８年というのは次年

度のことでございますけれども、これに完成して50億円ぐらいで６町村協力してやろうとい

うことだったんですが、既に計画が遅れています。 

  そのときに70トンという話があったんだけれども、人口減少が激しくなってきております。

2050年には吾妻郡の人口は２万7,000人になるという推計がございますが、吾妻郡の人口は

多分２万7,000人をさらに少なくなるのではないかと現状では推測されてきつつあります。 
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  したがいまして、申し訳ない、私もはっきり言わせてもらいました。この70トン１日の量

としては絶対に多過ぎる、そしてこんなにお金をかけるのはやめてくれという話を強く６町

村でも話をさせていただき、そして減らしたトン数が29掛ける29つまり58トンであります。 

  私は自分の気持ちとすると25トン、25トンでもいいじゃないか、そのくらい厳しくやら

ないと人口も減少する。対してごみもみんなで減らすという姿勢をもって、あまりにもコス

トが高くなってきているので、そういう主張して何とか今現在では29掛ける29。何で２つ

造るかというのは皆さんご存じのように片方がアウトになり片方が機能しないと弱るので、

例えば万座温泉の水の第１ポンプといっても必ず２つ造る。１つが駄目になってもこっちが

機能しなくちゃということであります。したがいましてごみの焼却施設には必ず２つありま

すが、当初は35、35で70トンだったんですが、何とか人口減少なので量も減るから必ずそ

れを減らしてくれと強いお願いをして現在は58トンになったという経緯がございます。 

  ただし私は将来の見通しを見ると、人口もっと減るんだから、もっとコストを下げるため

には25トン25トンでいいと熊川が主張したということを議事録で残してくれという発言も

させていただいております。現在では、石野議員のご指摘いただきました日量58トンという

ことで現在は進んでおります。ただし私の発言は議事録に残してもらうように、議事録をし

っかり管理してもらうように要望しておるところでございます。 

  いずれにいたしましても、バイオマスの検討、あるいは生ごみを徹底して減らす、こうい

う活動を徹底してやる必要がある。そして再資源、肥料化するとか畑に戻すとか、おのおの

の家庭でまず家庭から、そこから地域から、そして村民の皆さんの理解を得て、私どもと議

会とよく協議をして、可能性のあることをしっかり学んで、次の世代に引き継いでまいりた

いと思っておるところでございます。 

  詳細のもう１点だけ、デメリット・メリットについて担当課長からお答えをさせていただ

きます。 

○議長（佐藤鈴江君） 住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） ただいまの共同設置によるメリット・デメリットはどのようなこ

とかというご質問でございます。 

  吾妻郡全体でごみ処理施設を建設し、運営することのメリット・デメリットでありますが、

一番は金銭的なメリットかと思います。建設運営のコストを複数の自治体でシェアできるこ

とから、それなりの負担抑制効果はあるかと思われます。また、広域化による既存施設より
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も少し大きめな施設を建設できることから、最新の排ガス処理技術の採用など、環境負荷の

低減を図ることが可能となると思われます。さらに施設数の減少がありますので、人的に配

置の部分でもメリットがあるかと思われます。 

  続いてデメリットにつきましてです。建設予定地ですが、現状の先ほど申しました大柏木

地区になりますけれども、収集運搬の距離が議員ご指摘のとおり延びます。それに伴いまし

て、その収集運搬に係る経費が上昇することとなります。また、分別回収の拡充によりまし

て、回収方法の変更が必要となり、ごみ減量意識の低下なども課題となる可能性があるかと

思われます。それと住民の方が直接施設に持ち込む場合の利便性も低下するのかなというこ

とが言えるかと思います。自治体間で分別ルールや料金など違いもありますので、住民負担

や意識の調整に時間を要するなど、若干の困難な部分も生じるかと考えております。 

  以上です。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） ６番、石野時久議員。 

○６番（石野時久君） ありがとうございました。 

  先ほど丁寧な説明を村長からいただきましたけれども、俺３つ質問したつもりはなかった

んですけれども、一問一答ということで、丁寧な回答ありがとうございました。 

  ここ２つに分けているけれども、１つのあれでやっているので１つでいいですよね。題目

は２つあるんですけれども。 

  村長、先ほど生ごみの減に力を入れて徹底してやるということだったので、今回質問で一

番やりたかったのはそこなんですけれども、生ごみをどうやって減らすかということで、長

野県の川上村5,000人ぐらいの村で高原野菜の産地ですけれども、ここは生ごみ処理機やコ

ンポストなどの利用で生ごみの家庭内処理が主流であり、ごみの直接回収は行っていないと

いうことです。 

  長野県は全体にごみの意識が高くて、１人が排出する量が日本４番目ぐらいに少ない、県

を挙げていろいろな運動をやったり啓蒙をやっているんです。それもあるので多分できてい

るんですけれども、家庭用ごみ処理機やコンポストの購入には購入額の２分の１、上限で５

万円。嬬恋も同じような補助金制度があるんですけれども、この川上村の例を見て、多分努

力とか本気さがあればやれるかもしれない、近づけるのかなと思うんですけれども、その辺

の考え方はいかがでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 
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○村長（熊川 栄君） 長野県77市町村では、阿部知事さんを先頭に、いわゆる2050年まで

に地球環境をしっかり守ろうという宣言をしております。いわゆる食品ロスをゼロにする、

県を挙げて生ごみを減らす、こういう活動を展開しておるのは皆さんご存じのとおりだと思

っています。そういう意味で川上村の事例がございましたけれども、確かに立派に長野県全

体は進んでおると思っています。 

  群馬県内のほうでも35市町村で１日のごみの１世帯排出量、１人1,000グラム以下にしよ

うということで、嬬恋村は35市町村のうち悪いほうから２番目か３番目、一番悪いのは草津

町、２番目に悪いのは片品村か嬬恋村であります。それで１日１人１キロ以下にしようとい

う運動を展開しておりますが、嬬恋村のごみはまだ多い現実がデータでありますので確認し

てもらえたらと思います。 

  そういう意味で、今までも衛生班長会議と区長さんに入ってもらった第１回の４月には会

議を開いて、毎年生ごみを減らそう、それからコンポストも補助金も出していますから、コ

ンポストを使いましょう、あるいは電動式のさっきも言いましたような試験もやってきたの

で電動式をやりましょうということで啓発活動も展開してきておりますが、もう一度本当に

改めてその辺の認識しっかりやらないとまずいなということを、本当に私も痛切に思ってい

ます。 

  ごみの量全体は5,700から4,000トンに減った、でもそのうちの生ごみとは９割は水なの

で水を燃やそうと２億4,000万円もかけるのはやめようという運動の展開もして、前やった

コンポスト、あるいは電動式の焼却炉、こういうものをしっかり対応する、まさにその時期

にきておると思っていますので、必要な勉強、ケーススタディーは、ホームページ等で長野

県のいろんなケーススタディーはできると思いますので、しっかり今後も担当とも、あるい

は衛生班長さんも含めて勉強は重ねてまいりたいと思っておりますのでよろしくお願いをい

たします。 

○議長（佐藤鈴江君） ６番、石野時久議員。 

○６番（石野時久君） ぜひそういう方向で進めていただきたいと思います。 

  生ごみの家庭内処理が進めば生ごみが減るわけで、処理場へ持っていって負担金払ってい

る分が減るわけですから、そのお金をそちらの補助に回して、なるべく個人の持ち出しがな

いような設定をしていただいて、コンポストなり電気製の家庭用のごみ処理機を普及させて

いくという考え方をしていただければと思うんです。 

  できれば見込んで50台、100台をまとめて業者と話をしていただいて、多分値引きになる
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と思うんです。見たところインターネットか何かで見ると相当値引きがあったりして、10万

円近いものも６万円台とか７万円台ぐらいで買えるというのもあるので、その辺をぜひ住民

の皆さんに理解をいただいて、そういう台数を入れていっていければ。仮に100台入れると

やっぱり皆さんがうわさでいろんな話も出てくると思うんです。あまり高い負担金があると

やっぱりそれは皆さん買えなくなっちゃっうと思うので、そこの補助金の率をどうやって上

げていくかをよく検討していただいて、上田市は購入価格の５分の４、上限５万円、小海市、

これも長野なんですけれども、購入額の３分の２で上限10万円、南相木村は購入額の２分の

１で上限８万円、こういった市町村の例もあるので、そこを努力していただいて、なるべく

補助金を上げて普及をさせて目指す。 

  先ほど村長が生ごみ60％と言ったけれども、それは多分街路樹の枝を切ったり、木の草と

か、町場だとそういうのが出ると６割くらいいくみたいですけれども、三、四十％が普通の

認識というようなこともあるんですけれども、それを減らしただけでも全部といえば相当な

金額、半分ぐらい出したって結構何千万にもなるということだと思うので、ぜひその辺を進

めていただきたいと思うんです。その辺の考え方についていかがでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） ただいまの石野議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  長野県の各市町村が取り組んでいる減量対策、大変いい事例かと考えております。嬬恋村

でもできるものならそういった事例をまねして、住民の皆さんに減量の意識を持っていただ

いて、しっかり取り組んでいければと思います。 

  嬬恋村でも同じように生ごみ処理機、コンポストの補助金の制度がございます。嬬恋村の

補助金は２分の１が上限で、コンポストについては3,000円、電気式のものについては３万

円が限度となっております。実は令和８年度の予算編成を組むに当たって、私、担当とも話

をしまして、これ５万円に上げたらどうかなというようなことも話した記憶がございます。 

  今の実績でございますけれども、令和７年度でコンポストは獣害の関係があって伸び悩み

ましたけれども、電気式については令和７年度で11個の補助金が出ております。購入する方

も金額も住民の方まちまちなんですけれども、それなりの効果は３万円でも今のところは出

ているのかなと思っております。これを引き上げればさらに議員おっしゃるとおり、ごみ減

量対策の一助となるかと考えております。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ６番、石野時久議員。 
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○６番（石野時久君） ありがとうございます。 

  川上村は何か熱で乾燥させる機械というのは割と同じ機械でも安いんです。それが普及し

ているみたいですけれども、見るとやはり少し臭いが問題があるみたいで、少し高いんです

けれども、バイオ関係でかき回しといて菌でなくしちゃうみたいな機械があるんですけれど

も、それもそんなに高くはない。そっちのほうが匂いの発生もなくて、ごみの乾燥したもの

も残らない。それこそ何か月に１回かだけ面倒を見ればいいのがあるらしいんですけれども、

その辺を村であっせんというのはなかなか難しいかもしれないですけれども、その辺もこう

いうのとこういうのがあって、こういうのがメリット、こっちはこういうのですよといって、

値段が多少高くても、村民の方が後で買い替えるなんていうようなことにならないように、

ぜひそういうことを進めていただきたいと思うんです。 

  このことをだんだん進めて、なるべく川上村みたいに近づけて生ごみを減らして、そうす

れば焼却炉の長寿命化にもつながることなので、できれば郡全体に話をして進めていただけ

れば。あとそういうことでもし見つかるのであれば補助金を見つけていただいたりして、安

く本当ならただで配れれば一番いいんですけれども、多少の負担でそういうことを実行でき

るように、ぜひよろしくお願いします。 

  周知の仕方というかそれもあるんですけれども、先着何名様ですじゃないんですけれども、

ホームページに載せたり、広報に載せるだけじゃなくて、先ほど村長が言いましたけれども、

衛生班長さんとか区長さんにお願いして告知をするんだと思うんですけれども、先ほど言っ

たように村で100件用意するからというような話をして進められれば、非常にいいあれにな

るんじゃないかと思います。幾らなら買ってくれるか分からないですけれども、なるべく少

ない金額でできることで、ぜひそういうふうに進めていただければと思います。 

  そういうことで次の質問をさせていただきますけれども、嬬恋村は平成17年からごみの減

量とリサイクルの推進、費用負担の適正化、また環境衛生センターの延命化を目的にごみ袋

の有料化を実施して二十何年たっているんですけれども、このごみ袋とシールの手数料、売

上げなんですけれども、これは年間幾らぐらいになるのか、またそれの原価等分かったら教

えていただきたいと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） 住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） ただいまのご質問にお答えさせていただきます。 

  ごみの有料化の実績、状況についてということでございます。 
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  平成17年から指定ごみ袋と指定ごみのシールを導入して実施しております。 

  現在、西吾妻環境衛生施設組合におけるごみ袋、シールの売上額、大変申し訳ございませ

ん、詳細な数字ではないんですが確認したところ、約5,000万円の売上げがあるということ

であります。袋とシール合わせて作成にかかる経費、こちらが約2,500万円ということであ

ります。袋も可燃用と不燃物用と２種類があります。また大きさもそれぞれでございます。

袋１枚当たりの原価につきましては、１枚当たり18円ということであります。粗大ごみシー

ルにつきましては１枚当たり11円ということであります。 

  あと収集運搬業者に預けて、ごみの不適切な排出があった場合に、赤いシールを貼ってい

ると思いますけれども、そちらの作成もありまして、そちらはそれほど多くなくて、単価が

ちょっと高めの１枚当たり35円、全て税別ということであります。 

  それと袋とシールの販売、各町村にある商店さんに販売を委託をしているわけですけれど

も、そちらの販売手数料につきましては、１枚当たり３円ということでございます。よろし

くお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ６番、石野時久議員。 

○６番（石野時久君） ありがとうございました。 

  自治体によると本当に財政の厳しい自治体は、この間何かちょろっと見たら、北海道あた

りでごみ袋10枚で千何百円みたいなことで値上げを下自治体もあるようです。そういうこと

はしないで、先ほどから話に出ていますけれども、生ごみを減量して、袋の値段については、

下げなくてもいいかもしれないですが、据置きを目指していただきたい。その辺でと私は思

っているんですけれども、値上げは考えていないですか。 

○議長（佐藤鈴江君） 住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） ただいまの袋の値段の扱いにつきましては、現行の値段を踏襲し

ようかと。ただ、粗大ごみシール、こちらにつきましては、ちょっと値上げをしようかとい

うことで１枚100円でどうか。というのもたんすとかソファーとか大型の家具を回収するの

に、収集運搬業者の方も大変な面もあるということで、そのようにしようかということであ

ります。 

  あと袋代ではないんですけれども、直接に施設にごみを持ち込んだ場合、こちらにつきま

しての手数料、これも袋代とは別に、指定袋を使った場合でも持ち込んだ場合には処理手数

料として徴収したらどうかということで今協議が進んでおります。 
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  袋代、シール代につきましては、収集運搬に係る経費として充当させていただきたい、そ

のような考え方の下、今協議が進んでおります。よろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ６番、石野時久議員。 

○６番（石野時久君） 今の答弁の、持ち込んでもごみのほかに処理代を取るというのはいか

がなものかなという気はするんですけれども、自ら運搬して、燃料かけて、手間かけて持ち

込んでいるのに、さらに余計に取るという考え方はどうなんですか。いかがお考えですか。 

○議長（佐藤鈴江君） 住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） ただいまのご質問にお答えします。 

  私もその会議に出席をしておりまして、そういう話を私から出したんではなくて協議の中

でほかの方が出されたんですけれども、どうかという疑問は確かに持ちました。ただで、袋

をなぜ指定袋にするかというところの意義もあるかと思います。それはごみ出しのルールを

しっかり守っていただきたいからということがまずありますので、そこを理解していただけ

ればいいかなと思います。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） ６番、石野時久議員。 

○６番（石野時久君） ごみ袋に入ったものを持ち込んだ場合の話ですよね。それ以外は粗大

ごみというか、布団とか何でも積み込んだ場合は今までどおりということでよろしいですか。

大きいごみを軽トラに積んで持ち込んだ場合はどうなるんでしょう。 

○議長（佐藤鈴江君） 住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） ただいまのご質問にお答えします。 

  指定袋を使わなくても持ち込みは可能です。その場合も今までと同様に、今までも西吾妻

の持ち込みに係る手数料は徴収しております。西吾妻につきましては10キロ当たり150円と

いう手数料を頂戴しています。その150円も据置きでいけたらということで、今協議中でご

ざいます。 

○議長（佐藤鈴江君） ６番、石野時久議員。 

○６番（石野時久君） ありがとうございました。 

  ということでごみ袋の価格については、粗大ごみが少し値上げだけというか、申込みの分

は抜いて据置きでいくということであります。それを今回質問させていただいたことで、村

長もおっしゃっていたんですけれども、何しろ村を挙げて生ごみを減らしていく、それを徹
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底してやっていただきたい。何しろ一番は村民の方の理解、協力がなきゃできないことなの

で、そこの意識の啓蒙が一番大事だと思うので、それから刷り込んでぜひ協力をお願いした

いということで、やっていただければと思います。 

  新施設については、建設に向けて鋭意努力いただいていると思いますので、さらに有利に

なるようなこと、努力していただければと思います。 

  また、ごみの減量化と資源ごみの取組というのは、財政負担の削減になることであります

から、村の考え方と姿勢によって村民の皆さんにどのくらい理解していただけるか、そこが

一番大切だと思うんです。それで一生懸命やればかなり成果を上げることが実現できる可能

性があると思っているので、また、財政の面でも負担が削減になりますから、ぜひ一生懸命

やっていただきたいと思います。 

  できればどのくらいの量を減らすんだとか、幾ら減らすんだとか、そういう目に見えるよ

うなうたい文句というか目標を立てて、村民の皆さんにうたってやっていければいいんじゃ

ないかなと考えているんです。 

  長野県も先ほど村長は１キロと言ったけれども、長野県は800グラム以下を目指そうとか、

そういう目標を立てて県ではやっているみたいで、だからできれば生ごみはこういう状態な

ので何トン減らしているんだとか、何千万浮かせましょうと、その折にはこういうこともあ

りますよと、そんなようなことで頑張っていただければと思うんですけれどもいかがでしょ

うか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 大変貴重なご指摘いただきましたが、何回か申しますけれども、生ご

みは９割が水、水を燃して２億4,000万円近くのお金を予算のあるとおり使っている。これ

だけは何としても、もう少し目標をしっかりして、生ごみは畑に戻すとか自然に返す方法を

みんなで理解して、何としても減らしたい。水で原油使うか発電で燃やして、その発電のほ

うも今度コストも上がるということでございますので、石野議員のご指摘のとおり何として

もみんなで協力し合って、４月は区長会、衛生班長会議等もありますし、今までも衛生班長

と区長さんと一緒に上田の焼却施設を見に行ったり、熊谷のいわゆるプラスチックの圧縮の

ところを見に行ったり、それから皆さんご存じのように栃木県茂木町ＮＨＫにもよく出ます

けれども、生ごみを老人クラブに２メートル２メートルの袋を与えて、落ち葉を持ってくる

と、このごみを老人会の皆さん2,000円払いますという運動で、生ごみとごみをまとめてそ
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れを土に返して、それを今度はまたその土を使って野菜を作ってそれをまた道の駅で売るみ

たいになって、循環したサイクルをやって、これも全国的にも有名で、そこも見に行ってき

ていろんなところを見たりしてきています。 

  衛生班長とは、長野原町の最終処分場を見たり、それから燃している衛生センターも見た

り、ごみの施設も見たりしてきています。しかしながらもう決断するべきときだと思ってい

ます。というのは、あまりにも今計画されているもののコストが本当に倍以上に上がった、

期間が遅れたということもございますので、本当に真剣に水を燃やして２億4,000万円を使

うのやめよう、そのためにはしっかり取り組んでまいりたいなと思っています。村民の皆さ

んの理解も得られると思っていますので、今はご指摘いただいた幾つかの件、それから目標

数字、群馬県は１キロ以下にしろという目標があります。課長、そうだったよな。１人１日

１キロ以下のごみでやりましょうという群馬県の目標がありますが、嬬恋村もそれに負けな

いように、そして県内でもワースト33位とか34位という地位はあまりにもうれしい話では

ございませんので、美しい嬬恋村、自然に囲まれておいしい水、空気、こういう村で美味し

いキャベツ日本一を作るというような姿勢のためにも、ごみにつきましてはぜひとも議員の

皆さん並びに村民の皆さんともスクラムを組んでしっかりと取り組んでまいりたいと思って

おりますので、ご理解とご協力をお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） ６番、石野時久議員。 

○６番（石野時久君） ありがとうございました。 

  固い気持ちで取り組んでいただく、一生懸命やっていただけるということで答弁いただき

ましたので、ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

  以上で終わります。 

○議長（佐藤鈴江君） 以上で、６番、石野時久議員の一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 黒 岩 敏 行 君 

○議長（佐藤鈴江君） 続いて、５番、黒岩敏行議員の一般質問を許可します。 

  ５番、黒岩敏行議員。 

〔５番 黒岩敏行君登壇〕 
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○５番（黒岩敏行君） 議長の許可を得ましたので、私から２点質問させていただきます。 

  まず初めに、全国的に少子高齢化が問題になっておりますが、嬬恋村も例外ではなく、深

刻な状況であることは間違いありません。村としても様々な取組で少子化対策を考え努力は

されていることと思いますが、歯止めがかからないのが現状ではないでしょうか。 

  令和６年の嬬恋村統計書によると出生数は48名で、令和７年度については統計書はまだ出

ていないようですが、聞くところによると30人前後ということです。全国的にも想定を上回

る速さで少子化が進行しているようです。このような状況から嬬恋村でも教育環境について、

ハード・ソフト両面からの対策を考えていく必要があるのではないかと考えます。 

  そこで何点かお聞きいたします。 

  １つ目、嬬恋村では、現在の少人数学級をどのように捉え、これからの学校運営を進めて

いくのかお聞かせください。 

  ２つ目、現在村内では、東部小学校、西部小学校の２校体制となっていますが、さらなる

児童数減少を見据え、１校への統合も長期的な検討課題ではないかと考えますがいかがでし

ょうか。 

  ２つ目、サーラ嬬恋の運営についてです。 

  サーラ嬬恋が昨年10月にオープンし半年が経過しました。村民の教育・文化の振興の拠点

施設ということで、開所以来多くの村民に利用されているようです。 

  また、もう一つの主な目的である東部地区の防災の拠点として重要な施設でもあることか

ら、これからの管理運営はますます重要なものになっていくことが考えられます。 

  サーラ嬬恋の今後の維持管理に係る費用も年間2,000万円くらいかかるということですが、

村の財政状況が非常に厳しい状況の中、今後の運営をどのように進めていくのかについて何

点かお聞きします。 

  １つ目が、ちょうど１年前、村有施設の有効活用についてということで、サーラ嬬恋につ

いても開所後の運営をどのように考えていくのか質問させていただきました。 

  前総務課長の答弁では、有効活用と収入を上げるためのプロジェクトチームの設置を考え

てみる、また村長からは、町内で横の連携を取り知恵を出し合うシステムをしっかりつくっ

て６月議会で報告できるように考えているとの答弁をいただきました。その後どのように進

んでいるかをお聞かせください。 

  ２つ目、三原区においては、土砂災害時の避難場所に指定されている施設でもありますが、

ホームページにある避難検討マップによると、条件として２階以上とあります。以前の説明



－169－ 

では、土台を１メートルかさ上げすることなどで大ホールでも避難は可能と説明があったか

と思いますが、どのような理由で２階以上となったのかお聞かせください。 

  また、東部小学校も同じ条件で避難場所として指定されておりますが、連絡通路はありま

せん。通路設置の考えはありますか。 

  以上、答弁をよろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） ５番、黒岩敏行議員の一般質問に対する答弁を求めます。 

  教育長。 

〔教育長 地田功一君登壇〕 

○教育長（地田功一君） 黒岩敏行議員のご質問にお答えいたします。 

  少子化による教育環境の在り方についてということです。 

  まず、ご質問１、村内における現在の少人数学級をどのように捉え、これからの学校運営

を進めていくかについてお答えいたします。 

  小規模自治体については、少人数学級は課題と強みの両面から捉えることが重要と考えま

す。 

  現在、日本全体でも少子化により児童生徒数は減少し続けており、吾妻郡はもとより群馬

県においても児童生徒数は減少傾向にあります。そのため学校の小規模化は全国自治体が直

面している共通課題と認識しております。 

  これからの学校運営の方向ですが、教育行政としては、次の３つの柱で進めるのが現実的

であると考えます。 

  １、小規模校の強みを最大化する学校づくり。２、学校間連携のさらなる強化。３、将来

を見据えた学校規模の検討となります。 

  続いて、ご質問２、さらなる児童数減少も見据え、現在の小学校２校体制について１校へ

の統合も長期的な検討課題ではないかというご質問でございます。お答えします。 

  今後の児童生徒数のさらなる減少状況及び複式学級の可能性等を見据えた上では、小学校

の統合や小中一貫校、いわゆる義務教育学校等の編成も選択の一つになってくるものと考え

ます。いずれにいたしましても、議員のおっしゃるとおり、将来を見据えた学校規模の構想、

判断については、定期的な検証課題及び中長期的な検討課題であると考えております。どう

ぞよろしくお願いいたします。 

  それでは２は村長のほうでお伝えします。お願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 
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〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 黒岩敏行議員のサーラ嬬恋の運営についてのご質問にお答えをさせて

いただきます。 

  まず１つ目でございますが、サーラ嬬恋の運営について収入を上げるためのプロジェクト

チームや庁内で横の連携を取り知恵を出し合うシステムという答弁があったが、その後どの

ように進んでいるかとのご質問でございます。 

  大変申し訳ございません。現在、プロジェクトチームというような体制はできておりませ

ん。いろいろな方々のご意見を伺いながら運営していくことで進めてまいりましたが、プロ

ジェクトチームのような組織をつくって対応するというところまでは至っておりません。 

  サーラ嬬恋にいる職員だけで考えるのではなく、いろいろな方々のご意見をいただいて運

営に生かしていくという体制は大変重要だと理解しておりますので、至急設置に向けて進め

させていただきます。 

  ２つ目は、避難検討マップではどのような理由で２階以上となったのかのご質問でござい

ますが、サーラ嬬恋につきましては、基礎を１メートルかさ上げしたことで１階でも避難所

として対応可能であるという認識をしております。 

  ３つ目は、東部小学校との連携通路の設置の考えはあるかとのご質問でございます。 

  現在、連携棟の１階の入り口に、サーラの１階と２階から屋根付きの通路及び階段で接続

されておりますが、連携棟との行き来につきましてはこちらを使用していただくようになっ

ておりますので、２階と２階をつなぐなどの新たな連絡通路につきましては、現在では考え

ておりません。 

  以上が私からの第１弾のお答えとさせていただきます。後ほど再質問があれば、それにお

答えをさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 再質問は一問一答で行います。 

  ５番、黒岩敏行議員。 

○５番（黒岩敏行君） ありがとうございます。 

  １つ目の問題の、少人数学級をどのように捉えて運営していくかということで、なかなか

非常に難しい問題ではないかなと考えます。 

  自分もこの質問するのに当たって、いろいろこういったものの課題というのを調べるんで

すけれども、何ていうのかな、しっかりとした答えというのが出ない。その地域にもよった

り、いろんなものの環境や状況によって随分変わってくるのではないかなと感じていますの
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で、今後については、こういうことは真剣になって考えていっていただくということで、次

の質問なんですが、東部小と西部小の２校体制、これを１校ということなんですが、できれ

ば教育長のほうからあった複式学級、これについてもメリット・デメリットというのはある

んでしょうけれども、複式学級移らないうちになるべく児童数の多い学校にしていただいて、

単式学級でできるのが個人的にはいいのではないかなと考えています。 

  やっぱり少人数学級になると、どうしてもスポーツのチームが組めないとか、東部小に関

しては鼓笛隊も組めないということであると、人数が少ない上に子供たちの将来のことを考

えると、それがいいのか悪いのかということもあるので、できればそういう前に検討してい

ただいたらと思いますが、それらも含めていかがなものでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 教育長。 

〔教育長 地田功一君登壇〕 

○教育長（地田功一君） 黒岩敏行議員のご質問にお答えします。 

  まず複式学級、吾妻郡内でも来年度は坂上小学校が、６学年あるものが３つということは、

分かるとおり２つが複式という形になります。 

  複式学級の基準というのは、両方の２つの学年の合計が16名以下になると複式学級という

ことになります。やはり複式学級になると、群馬県では特配という先生を１人多くつけて、

それを２つに学年ごとに分けてやるという方策を取っていますが、議員おっしゃるとおり少

人数というよりは極小人数になります。となるとやはり集団活動、学習はもとより、子供た

ち同士の学習、練り合いとかそういったものも薄れます。 

  議員おっしゃったように、少人数であるからこそできるもの、価値のあるもの、それから

成果の上がるものというのはもちろんあるんですが、対してあまり少なくなるというのは私

も好ましくはないというふうに思います。 

  ただ、小学校の基本は、理想ともいいますか、子供たちが徒歩で通えるその範囲の学校と

いうのがこれまで理想とされる学校、そのメリットというのはご存じのとおり地域性であっ

たり、あるいは今言われてるいじめとかそういったものを早期発見ができたりとか、いろい

ろメリットもありますが、そう考えると、そういう小学校の基準というのが満たしていれば、

できればやはり１つの学校として継続していくというのは理想になります。 

  ただ、どの辺の人数の減少をもって１つにするかとか、あるいは今言われてます、今高山

で考えられてるのが義務教育学校、小学校と中学校９年間を１つにして教育課程を組んで行

う、そういったものもあります。ただ、これは教育課程の問題いろいろありまして、これも
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やっぱりメリット・デメリットあります。そう考えたとき、嬬恋の減少率等々見れば、緩や

かではあるんですが、当然あるところまで来るとその可能性というか検討はしていかなくち

ゃいけないと思います。 

  覚えているかと思いますが、２年前の令和５年度の12月議会のところでも話題になって答

弁させていただいたと思いますが、20年後、およそ統計ですが、東部においては12人１学

年、西部においては18人という数が出ています。ただ、２年たって確認してみますと、やや

早まっているような状況もありますので、当然３年あるいは５年の感覚を持って定期的に検

討する、さらには10年あるいは15年を見通した上で検討していくという課題というのはあ

るのかなと思います。 

  ひとつぜひ言いたいのは、現段階において積極的に統合していくというようなことはでき

れば避けたいと思っております。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） ５番、黒岩敏行議員。 

○５番（黒岩敏行君） ありがとうございます。 

  先ほども言ったように、自分でも調べている中で統合することによってメリット・デメリ

ットは数多くあると思うんです。ほかの地域も参考にすることは重要だと思うんですけれど

も、嬬恋村の今抱えてる課題というものも踏まえた上で長期的に考えていかなきゃいけない

のかなと思いますが、例えばなんですけれども、２つの小学校を一つにすることによって１

つの学校が空きます。この財政難の中にそこに役場の庁舎を持ってくるとか、また、小学校

が１つになるということで、スクールバスを今運営していると思うんですけれども、スクー

ルバスの運行経路が減る、それによって通学にかかる経費の抑制にもつながるんじゃないか

というふうに思いますが、ちょっと飛躍し過ぎた考えかもしれませんが、そのぐらい総合的

に考えて進めていく、もちろん教育的な配慮というのも必要かと思いますが、そういった統

合その後に役場をどちらかに持ってくるというような考えがあるか聞かせていただきたいと

思います。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 黒岩敏行議員の質問にお答えをさせていただきます。 

  現在、小学校については、平成25年から２校にしたという歴史があるわけでございます。

今日は中学校のほうは統合して第14回目の卒業式で、14年たった平成24年でございました。
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小学校のほうは２校になったということでございます。 

  先ほど来人口減少で生徒数が足りないということで、それは私も認識しておるところでご

ざいます。 

  村民の中から長い目で見て、学校再編もまた考えたらどうなんだという意見も幾つか耳に

入ってきておるところでございます。 

  現在、グランドデザイン、上信自動車道の進捗状況、これを踏まえたり、あるいは国土強

靱化政策において、青山においてストックヤード工事が始まる、あるいはタニサボウで大平

の   ダム工事がまた始まるとか、国土強靭化の関係の予算もいろいろあったり、上信自

動車道を中心としたグランドデザインを策定中でもございますが、学校をどうするんだと急

に提案をいただいたんですが、なかなかここで即答できる状況には現在ございません。長い

目で見て、どうあるべきか考える必要があるかと思います。 

  先ほどごみの話もいろいろ議論されましたけれども、いずれにせよ人口減少で、物を作っ

て維持管理するのが非常に大変だ。上信自動車道は国・県が管理しますから問題ないんです

けれども、そういう施設については建物を造れば維持管理が必ずかかる、いわゆるイニシャ

ルコストがかかる。ましてやランニングコストもどんどん上がっているという現実社会があ

りますので、今の意見も参考に、頭にテイクノートしておきたいと思います。ここですぐど

うこうということは答え切れませんので、ご理解いただきたいと思います。 

○議長（佐藤鈴江君） ５番、黒岩敏行議員。 

○５番（黒岩敏行君） ありがとうございます。 

  村長の答弁当然だと思います。今ここでやるやらないというのは、断言はもちろんできな

いと思いますし、するべきでもないのかなと思っています。 

  役場建設にかかる費用というのは物すごくかかるわけですし、そうかといって耐震基準も

満たしていないわけですから、そんなに先には先延ばしはできないと思うんです。そういっ

た中でなるべくこれから先にお金をかけないで村の施設を維持管理、また建て直しなどを含

めてやっていくのかなという中で、小学校の統廃合というのも一つの選択肢というか含めて

考えていかなきゃいけないのかなと思うんですが、やっぱりこういう問題はなかなかシビア

な面もありますし、住民感情もありますから簡単に進んでいくものではないと思います。 

  ただ、第一に子供の今置かれている環境、それからこれから先の将来、そしてその子供た

ちを育てている保護者、また、施設がある地域住民の思いに真摯に耳を傾けて、場合によっ

ては住民アンケートとかを実施して、しっかりと意見を集約した上で十分な議論を進めてい
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くのが必要じゃないかなと考えます。それには時間をかけて一つ一つやっていっていただき

たいというのがありますので、いろんな現実を直視した上で総合的な議論を早急に始めてい

ただきたいと思いますのでよろしくお願いいたします。これは答弁結構です。 

  次の質問いいですか。 

  サーラ嬬恋についてなんですけれども、すみません村長、先ほどしっかりとプロジェクト

チームができていないということでお話伺ったんですけれども、何でしなかったというのを

聞いてもしようがないので、これから至急設置すると伺ったんですけれども、どのような形

で設置を考えていますか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） サーラ嬬恋ができてお貸しするときに、100％民間でしたいビジネス

のためにやるんなら幾らとか、地元の方々が使う公共的に使う場合は幾らとか、料金設定も

当然担当者で決めてきて公にしておるわけでございますが、基本的には社会教育施設、生涯

学習施設、また防災機能の施設という大きなテーマで建設した経緯もありますので、基本的

には公共性の高い施設であるということでございます。 

  しかしながら、たとえ幾らでも収益を上げるというスタンスはしっかり持っていく必要が

あるということで、私もそう思って今までもお答えもさせていただいております。 

  プロジェクトチームは答弁書を見れば分かるとおり、前総務課長がプロジェクトチーム的

なものをつくりましょうと、私も前向きに検討しましょうとその後フォローして議事録を見

るとそのとおりでございますが、私ここで答弁したことは担当課長にしっかりつけておけと、

先ほど石野議員からいろいろこう言ったけれどもちゃんとつけておいてくれと、私も全部つ

けられるように、担当課長が責任を持って私が本会議で答弁したことについて、あるいは委

員会で答弁したことについては、課長にテイクノートしておいてもらって、それをしっかり

するという話合いに基づいて行政執行してまいりましたけれども、今回このプロジェクトチ

ームについてはそういう経緯があってしっかり我々確認したところ、まだ明確なそういう組

織ができておらないわけであります。これはまずおわびを申し上げたいと先ほどもお詫び申

し上げました。 

  しかしながら具体的な課題になりますと、実は具体的にあそこを貸してしてくださいとい

うところが来た場合に、副村長も、これは民間がやるんだから料金幾らもらうんだというよ

うな議論はその都度何回かしてきています。私にも報告があってどうするかということも議
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論したこともございます。しっかりそういう課題も来て、具体的に幾らするんだということ

も来ていますので、これは今回もう一回しっかりご質問もいただきましたので、内部で副村

長中心で今までも話合いはしてきました。課長会でも出ましたし、どうするんだという話も

出ましたが、しっかりとした体制づくりは責任持ってつくってまいりたいと思いますので、

ご理解いただきたいと思います。 

  副村長中心ですけれども、もろもろの団体、関係のある団体のメンバーも入れた形でつく

ってまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） ５番、黒岩敏行議員。 

○５番（黒岩敏行君） 村長ありがとうございます。 

  しっかりとプロジェクトチームをつくっていただけるということで期待しております。 

  私の考えなんですけれども、変な言い方になって申し訳ないんですけれども、どうせ今つ

くっていないんであれば、チームをつくる中に、村長が先ほど各種団体とかいろんな人と言

われましたが、村外から、また別荘に移住してきた方とか、結構そういうノウハウを持った

方とかもいらっしゃる可能性もあるので、年齢とか性別とか嬬恋村在住とか関係なく、もち

ろん庁舎、村民というのもあるんですけれども、そういう垣根を越えた人選をしていただけ

ればと思うんですがいかがでしょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 黒岩議員のご指摘のとおり、嬬恋村には観光大使・キャベツ大使の中

にも音楽に造詣の深い方がおります。例えば、新日本フィルハーモニーのオーソリティー、

オーボエの鈴木奏者とも、日本のナンバー１のオーボエ奏者とも私も何回も会ったりしてい

る方もいらっしゃいます。また、音楽教室を東京でやって、お嬢さんが30か所の音楽スクー

ルをやっていて、グランドピアノも30あるから安いのなら分けてやるよという人もいらっし

ゃいます。その他、あそこは展示室、文化の振興でもございますから、日本で本当に有名な

写真家も現在嬬恋に在住しています。そういう方々の展示スペース、そのメンバーも含めた

リストもできていますので、そういうメンバーも入れて運営を考えようという話を前もやっ

てきておりますが、今ご指摘のとおり、そういう方がたくさんいますので、そのリストも入

れた形でしっかり応援したい。 

  また、定住自立圏では、サントミューゼの演奏を向こうで選んで、１人演奏者がピアニス

トでも、１公演頼むと30万とか、50万とか、100万とかかかる方々も定住自立圏のあるとこ
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ろについては無償で連携したコンサートをしますということもありますので、そのメンバー

の私のリストを作った中にはサントミューゼのマネジャーである方もメンバーに入っていた

だいておるというようなことで、そのリストが今十五、六人できておりまして、そういうメ

ンバーも運営にも入ってもらいたい。また、収益をする部門にも入ってもらいたいと、こう

考えております。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） ５番、黒岩敏行議員。 

○５番（黒岩敏行君） 自分が考えている以上にしっかりとした土台というか構想があるとい

うことでちょっと安心しました。 

  嬬恋村には副村長、輝かしい経歴また幅広い人脈をいろいろ生かしていただいて、いろん

なイベントなりそういったものの誘致をしていただければと思うんですが、副村長その辺は

どうでしょうか。そういったものができるのか、もし副村長の中でお考えがあればお願いい

たします。 

○議長（佐藤鈴江君） 副村長。 

〔副村長 黒岩 彰君登壇〕 

○副村長（黒岩 彰君） 黒岩敏行議員のご質問にお答えしたいと思います。 

  先ほど村長が答弁申し上げたとおりプロジェクトチームとして動きを始めるということで

ございました。 

  以前つまごい祭りに芸能人の方が来られたということがあったと思います。これは村長と

ＦＭ ＯＺＥのチギラさんという方との関係で実現されてきたと聞いております。 

  南佳孝さん、因幡晃さん、庄野真代さん、ダカーポ、ビリーバンバンとこういう方々が来

たことを皆さんもご記憶にあるとは思いますが、私も東京の芸能プロダクションのキャピタ

ルヴィレッジという会社とのつながりはありまして、連絡を取っていましたところ、社長で

ある荒木社長とＦＭ ＯＺＥのチギラさんという方が知り合いだったという関係で、つまご

い祭りにキャピタルヴィレッジとして芸能人を派遣していたということを聞きました。初め

て知りました。 

  つまごい祭りには、そのキャピタルヴィレッジの荒木社長も何回も来られているというこ

とを聞きましたし、そのときに荒木社長のほうから嬬恋もサーラ嬬恋ができたので、コンサ

ート等で協力ができることがあればというような話になっております。 

  このキャピタルヴィレッジというのは、アーティストさんでいえばメインはユーミンです。

ただ、ユーミンさんは1,000人以下のところでは興行は張れないということで無理かと思い
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ますけれども、その他渡辺真知子さんだとか、杉山清貴さん、こういう芸能人の方もおりま

すし、その他もろもろの芸能人、タレントさん、タレントさんは各タレント料金が違います

ので、予算書作りましょうかというような話にもなっております。 

  今後、村長ともしっかり相談しながらキャピタルヴィレッジのみならずバーニングプロダ

クション等もつながりもありますので、積極的に活動してまいりたいなと思っております。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） ５番、黒岩敏行議員。 

○５番（黒岩敏行君） ありがとうございます。実現できるように楽しみにしております。し

ていただきたいと思います。 

  音楽だけではなくて、例えばなんですけれども、落語とか漫才、またスポーツ選手のトー

クショーなんかも視野に入れておいていただければ、子供たちもそういうのを見てなかなか

輝けるのかなと思います。 

  イベントを開催することと吾妻線の利用を促して活性化につなげるということも１つの策

かと思いますし、子供たちをはじめ多くの村民にそういう文化に触れてもらうということも

嬬恋村の魅力アップにつながるのではないかなと思いますので、もちろん収入を上げるとい

うことも考えていただかなければならないかなと思いますが、そういった面、村を豊かにす

る、人々の文化に触れていただく機会をつくっていただきたいと思いますのでよろしくお願

いしたいと思います。 

  最後に、サーラ嬬恋の防災施設についてなんですけれども、私の質問で当初サーラ嬬恋を

建設するに当たって、三原区とすると土砂災害についてはもうそこしかない、嬬恋会館しか

ないので何とか建設してくださいということで署名も集まったりしてお願いしたわけですが、

そのときの説明で、通告書にも書きましたけれども、１メートル基礎をかさ上げすることに

よって、大ホールでもいいんだ、大ホールがなければキャパが足りないんじゃないかという

ことで１メートル上げてもらったと思うんですが、それがなぜ２階以上が使用の条件になっ

たかというのを聞きたかったんですけれども、それはお答えいただけますか。 

○議長（佐藤鈴江君） 総務課長。 

〔総務課長 熊川明弘君登壇〕 

○総務課長（熊川明弘君） ただいまの黒岩敏行議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  サーラ嬬恋につきましては、先ほど村長の答弁にもございましたが、建設に当たりまして

基礎を約１メートルかさ上げするなどしまして、災害時の安全性に配慮した構造となってお
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り、施設としましては１階部分においても避難所として活用は十分可能であるとの認識でご

ざいます。 

  一方で、村のホームページに掲載してございます避難検討マップにつきましては、住民の

皆様がより安全な避難行動を取ることができるよう、より安全側の考え方として高い場所へ

の避難を基本に示しているものでございます。しかしながら住民の皆様に分かりやすくお伝

えするということが大変重要であると考えております。ホームページの表記につきましては、

誤解を招かないように、今後整理を検討してまいりたいというふうに考えておりますので、

ご理解賜りますようよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） ５番、黒岩敏行議員。 

○５番（黒岩敏行君） ありがとうございます。 

  ということは、現状は大ホールでも避難は可能、安全だということになるわけですね。 

  ２階以上というのは、このハザードマップにある避難検討マップからは削除するというこ

とですか。それとも今課長がおっしゃったような文言を書き加えるということになるのでし

ょうか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 平成20年以降、全国各地に雨による災害が非常に増えました。国のほ

うでは土砂災害対策特別措置法、土砂法が成立しました。群馬県内にも各町村において、い

わゆるレッドゾーン・イエローゾーンの選定が行われました。群馬県では全県で約7,000か

所のレッドゾーンとイエローゾーンの指定がされまして、全国47都道府県でもトップランナ

ーで群馬県は指定はできたという状況でございます。 

  我が村内におきましても、レッドゾーンとイエローゾーンがございました。それについて

我が村でも、土砂災害対策特別措置法に基づいて避難を指示する、避難を勧告するというこ

ういう法律があったわけですが、台風19号、東日本台風でございますけれども、あの頃も既

に何回か土砂法の適応の可能性がある雨がたくさん降ってきておるわけです。法整備も大分

できてきまして、三原地区につきましては、現在駅のこちらからいうと、向こう側の崖につ

きましては、ご存じのように台風災害で国の直轄の治山事業で直させてもらったり、あとは

ＪＲさんがＪＲのお金であそこの整備をしてもらった。 

  川のこちら側の山沿いのほうでございますが、三原地区にはレッドゾーンとイエローゾー

ンがありましたけれども、上のほうからいきますと、まず天神沢、それから真ん中にありま
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すシモヤ沢、そして今、その向こうの唐沢沢と３つありますが、天神沢につきましては、長

い長い地主さんとの協議もあり、台風があって初めてあそこをやっと地主の了解もいただい

て直してきた経緯もございます。それと真ん中のシモヤ沢については、見てもらえば分かる

とおりコンクリの擁壁ができて、下まで来ている状況になっています。それと一番問題であ

りました一番向こう、嬬恋高原プリンスホテルのゴルフ場がありますけれども、あの沢から

ずっと流れて、沢を通って渡辺建設の脇を流れる川、まさにサーラ嬬恋を流れる川でござい

ますが、あの上には三原の原のほうから門貝に行く林道がございます。議員さんよくご存じ

のとおりでありますが、あそこの沢を治山事業で６本堰堤をつくってきまして、やっと完成

をしました。レッドゾーンがイエローゾーンに大分変わってきておりますので、そういう経

緯がございました。 

  その間に、今敏行議員のご指摘のとおり、ちょうどうちのほうのサーラ嬬恋ができるよう

な関わりがあったということで、そのときにどうやってやるのかといったら、最初のハザー

ドマップでは、レッドゾーンがまだ相当残っているのかな。それは今朝も打合せさせてもら

って、指摘があったので、議員のご質問もありますので、ショウジについては、先ほどの答

えのホームページは直すという話を総務課長がしましたが、経緯はいろいろ印刷物で出てき

ておりますので、時期を見て、それも修正を加えてまいりたいと、このように思っておりま

す。 

  なお、１メートルかさ上げするというのは、議員の皆さんにもご指摘をいただいて、安心

にはもっと上げろやというご指摘もありまして、設計図で１メートル上げたということで、

実は心配で先ほども現場に行って見てまいりまして、写真も撮ってきましたけれども、校長

室のある向こうの１階とこちらの…… 

  すみません。 

  一応そういうことで、答えだけさせてください。 

  ということで見てきまして、上がっているなということで、１メートル上がることについ

ては、議員の皆さんの了解も得て、安心安全な１階のフロアということになっております。

よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） ５番、黒岩敏行議員。 

○５番（黒岩敏行君） ありがとうございます。 

  ぜひとも安全なんだと、やっぱり住民の皆さんが、全部が全部こういう説明を聞けるわけ

ではないので、どうしてもこういうホームページなりで見て判断しなきゃいけないですし、
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区の役員の方や消防団のほうもこういうことで動いていると思うんです。なので２階以上じ

ゃなきゃ駄目だと受け止めてしまいますので、しっかりとした表記、または周知の徹底をぜ

ひお願いしたいと思います。 

  昔から天災は忘れたころにやってくると言われますし、あした起こるかもしれないので１

日でも早く対応していただきたいと思います。 

  また、しっかりとした検討を、村長、今日も見に行ったという話なんですけれども、もう

出来上がっちゃっているものですし、当初からそういう設計で１メートルかさ上げすれば安

心なんだという説明を受けているわけですから、その辺もしっかりとして、もし不足がある

ようであれば、もっとしっかりとした対応をしていただいて、村が指定した避難先に行って

被災するということが絶対にないように、また避難に携わる区の役員の人や消防団員が二次

災害とかが絶対に起きないようにしていただきたいと思います。それを要望してこの質問を

終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（佐藤鈴江君） 以上で、５番、黒岩敏行議員の一般質問を終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◇ 大 野 克 美 君 

○議長（佐藤鈴江君） 続いて、12番、大野克美議員の一般質問を許可します。 

  12番、大野克美議員。 

〔１２番 大野克美君登壇〕 

○１２番（大野克美君） 議長の許可を得まして、一般質問をさせていただきます。 

  大分疲れてきましたので、簡潔に行いたいと思います。 

  今回は、外国人労働者の獲得とその後の共存について、これらをテーマに、まず１番を行

います。 

  第２次高市内閣になり、自民党が圧倒的に議席を獲得し、これからの日本の成長が期待さ

れるようになってきました。これに伴い心配されることも出てきました。成長がスタートし

て個人の所得が物価高を超える好循環サイクルを達成することが必要となってきました。 

  高市政権が嬬恋村に与える影響を考えると、人手不足の問題が発生すると考えられます。

特に必要なのは、農業、観光、介護、運輸の部分です。理由は高市政権において、外国人が

日本に入ってくる人数に制限がかかることになります。有識者の政府に対する提言として、
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外国人労働者の上限を５年かけて120万人にする案が出ています。これに対する現場の感覚

はさらに厳しくなる感じです。その理由は人口の減少が進んでいることです。 

  政府は、ＡＩとかロボットの進歩があるから、人口減少の助けになると言っていますが、

これでは追いつきません。事務的作業はＡＩが助けてくれますが、嬬恋村の主要産業である

農業と観光分野で、まだ助けになりません。キャベツの刈り取り、あるいは農薬を計ってま

く作業はまだできません。ホテル、旅館、ペンションなどでも細やかな手仕事はロボットで

はできません。 

  さらに外国人労働者が日本に来なくなってきているのは、円安も原因になっています。 

  外国人労働者はもらった給与を家族に送金します。円が安いと家族への送金額が減ってし

まいます。このためアジアから来る外国人労働者は、日本以外の国へ行きたがります。韓国、

台湾などに人気が出てきています。 

  アジアからの労働者獲得競争が非常に厳しくなった分野では、看護、介護士、運転者の分

野です、そこで嬬恋村がこれからの外国人労働者の減少に対してどのように対策を打ってい

くかを村長にお伺いしたいと思います。 

  １、村長は、人手不足問題は行政がやることには限りがあると言いますが、この状況をど

のように認識し、どのような対策を考えていますか。農業、観光、介護、運輸の分野でどの

ように考えているか答えてください。 

  ２、外国人が増えてくると地域住民との共存が大事になってきます。どのようなことが大

事になってくるか、村として重要と思える政策を上げてください。 

  次の質問ですけれども、ふるさと納税寄附金について。 

  将来の村の財政状況を考えると、緊急に最も大きなお金を必要とされる分野は、村の役場

の建て替え、ごみの焼却施設の建設、包括センター周辺の整備が考えられます。 

  役場建て替えおよそ20億円、ごみの焼却20億円、あるいは包括センター周辺の整備など

に必要とされます。 

  サーラ嬬恋の建設計画が始まったときは、16億円前後からスタートし、最終的には25億

円になっています。16億円からスタートしたのは、最終的に25億になってしまいました。

その他嬬恋村のインフラ整備の老朽化に伴う費用も発生してきます。このための頭金、ある

いは基金つくらなければなりません。この自主財源をつくるのはふるさと納税寄附金だと思

います。 

  ここで村長に質問です。 
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  ふるさと納税の集め方について、議会も茨城県の境町にこれから視察に行きますが、寄附

金の集め方については、何か考えを持っていますか。 

  以上です。 

○議長（佐藤鈴江君） 12番、大野克美議員の一般質問に対する答弁を求めます。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 大野克美議員の一般質問にお答えをさせていただきます。 

  農業、観光、介護、運輸の分野における人手不足問題について、現状をどのように認識し

て、対策を考えているのかというご質問でございました。 

  まず、農業、観光、介護、運輸の各分野における人手不足問題について現状をどのように

認識し、対策を考えているのかとお尋ねでございますが、議員ご指摘のとおり、労働力不足

は本村の存続に関わる重大な課題であります。 

  勤勉で信頼できる外国の方々に嬬恋村を選んで来ていただくことは、村の将来を左右する

大変大切なことであると認識しております。その上で各分野における対策になりますが、初

めに、農業におきましては、収穫や防除など現場の手に依存する部分が大きく、労働力の確

保が深刻な課題です。 

  スマート農業等の導入による現場の負担軽減を図りながら、高い志を持つ外国人材が継続

して働ける環境づくりを、現場の農家の方々と協力しながら共に進めてまいりたいと思って

おります。また、国・県等の支援策につきましても、よい支援策があれば協力をいただけた

らと考えております。 

  次に、観光分野におきましては、観光客の多様なニーズへの対応やサービスの質の向上が

求められる中、サービスを支える人材の確保は観光地の活力を守る上で大きな柱です。各事

業所の皆様が抱える人手不足の切実な状況に寄り添い、地域全体でどのような受入れ体制が

望ましいのか、関係する皆様と工夫を重ねてまいりたいと考えております。 

  ３つ目の介護分野につきましては、高齢者が安心して暮らし続けるためには、専門的なケ

アを担う介護人材の確保と定着が喫緊の課題です。専門的な知識を持ち、相手に寄り添う心

を持った方々に長く村の福祉を支えていただけるよう、きめ細かな環境整備に努めてまいり

たいと思っております。 

  最後に運輸におきましては、キャベツ輸送を担うドライバー、チョイソコつまごいやスク

ールバスの運転手など、村の足を共に支えてくださる方の確保が、生活と産業を守るための
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重要な鍵となります。現在の運行体制を維持することを最優先とし、将来にわたって担い手

の方々に来ていただけるよう、関係機関と連携しながら一つ一つ丁寧に検討を進めていく所

存でございます。 

  次に、外国人の増加に伴い、地域住民との共存が大事になってくるが、どのような政策が

重要と考えているのかというお尋ねでございますが、外国人住民の方々と共に歩む上で、村

として何より大切にすべきかは、村民憲章にある「なげかけることばにほほえみを さしだ

すその手にぬくもりを」に込められた思いそのものだと思っております。慣れない土地で暮

らす方々と心を通わせる小さなふれあいを重ねることが取組のたしかな答えになると考えて

おります。 

  具体的な施策としましては、翻訳アプリなどを活用しつつ顔を合わせた交流を図りながら

ぬくもりのある対話を軸としてまいりたいと思っております。あわせて、嬬恋村国際交流協

会とも連携しながら、相互理解を深めるために、村民の事業所の皆様とも意見交換を行いな

がら、お互いの不安を共に暮ら安心へ変え、村全体で支え合う体制を築いていけるよう取り

組んでまいります。 

  次に、ふるさと納税寄附金についてのご質問でございました。 

  大野議員ご指摘のとおり、役場庁舎やごみ焼却施設などの大型事業を控える中、将来を見

据えた自主財源の確保は極めて重要な課題であると認識しております。 

  ご質問の寄附金の確保につきましては、まずは何よりもふるさと納税のさらなる拡充に最

優先で取り組んでまいります。返礼品の魅力向上や情報発信をより一層強化し、寄附額の着

実な底上げを図ってまいります。その上で新たな柱として企業版ふるさと納税の活用を推進

いたします。村外の企業に対し、本村のプロジェクトの意義を直接訴えかけることで、戦略

的な寄附の受入れ体制を整えていく考えです。これらを着実に実行し、将来の事業に向けた

基金の積立てを加速させてまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと思い

ます。 

  なお、議会の皆様が境町へ視察に行かれるということでございますので、その成果もまた

結果をお聞かせいただき、参考にさせていただければ幸いでございます。よろしくお願いを

いたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 再質問以降は一問一答で行います。 

  12番、大野克美議員。 

○１２番（大野克美君） ここで今、村長のいろいろな扱いをお聞きしたんですけれども、私
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がこの外国人労働者の獲得というのは、なぜ嬬恋村で重要かということなんですけれども、

これが本当にいつも村長が言うように、農業と観光をとにかくちゃんと存続し、これを発展

させなければいけない。この鍵になってくるのは、やっぱり労働者の獲得なんです。 

  特に今、農業でも観光でもそうですけれども、費用がどんどん上がっています。農業でも、

多分一番上がっているのは、人件費、農薬、あるいは段ボールとか、運輸、そういうものが

一番上がってくるんですけれども、一番は多分私は人件費だと思っているんです。 

  外国人が、具体的にさらに深掘りしていくと、入ってくるためには具体的に何かのビザで

入ってこなければいけないんですけれども、この外国人が今入ってきて、私もずっと見てい

るんですけれども、例えば農業ですけれども、身近な例で言うと、感じとしてはインドネシ

ア、ミャンマー、あるいはビルマ、スリランカ、ネパールとかやっているんですけれども、

住民課長、ずっと気づく中で、今嬬恋村に外国人が入ってくるベストファイブぐらいの国は、

どんな人たちですか。 

  それでちょっと気にかかるのは、ミャンマーの人たちが来なくなったので、その分はどこ

の国で今度補っていくのか、そういうなことというのは、入り具合とか、そういうのは何か

分かりますか。答えられますか。 

○議長（佐藤鈴江君） 住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） ただいまの大野議員のご質問にお答えさせていただきます。 

  外国人の転入の国別ということでよろしいでしょうか。 

  ２月末時点で、多い順で言いますとインドネシアが78人、続いてラオスが49人、続きま

してネパールが40人、ベトナムが36人、ミャンマーが35人というような状況になっており

ます。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 12番、大野克美議員。 

○１２番（大野克美君） 追加なんですけれども、資格で入ってくる、今までだと実習生が入

っていましたよね。だけど今は特定技能の人が随分入ってくるようになっているんですけれ

ども、今ビザの資格の中で一番入ってきているのは、どんな資格で入ってきていますか。こ

れ誰か分かる人。 

○議長（佐藤鈴江君） 住民課長。 

〔住民課長 望月浩二君登壇〕 

○住民課長（望月浩二君） ただいまの外国人の資格別の転入の状況ということでお答えしま
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す。 

  まず、一番多いのが特定技能１号で入ってきているのが91名。 

○１２番（大野克美君） １号が91ね。 

○住民課長（望月浩二君） 技術・人文知識・国際業務ということで79名、続いて３番目が特

定活動ということで71名となっております。技能実習１号と２号これを足しますと66名で

す。これも２月末の状況ということでよろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 12番、大野克美議員。 

○１２番（大野克美君） 確認ですけれども、一番多く入ってきている資格が特定１号ですか、

それは今までは実習生だったのが、労働力を今まで人数制限があったんですけれども、単な

る労働力として入ってもらってもいいというのは１号と２号でいいですか。 

  その次、確認ですけれども、特定技能というのは、これは例えばホテルでいうと、フロン

トとかああいうところで働いてるような人でいいか、そんな人が71名だったかな。 

  その次、技術・人文知識・国際業務、新聞なんかによく出ている技人国と言っているやつ

ですけれども、これは主にどんな人たちが入っているのか、誰か答えられる人いますか。私

が言ったことで確認ですけれども。外国の人が入ってきた、技人国と特定活動というので入

ってる人。あと今までは実習生だったけれども、特定１号２号というのが増えてきている。

それを誰か分かる人いますか。特定活動と技人国、どういう資格か。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 今までは農業研修生ということで、農業研修制度で入れておりました

が、今度は特定技能に制度を変えましょう、これが大きな流れでありました。嬬恋村でも、

まず最初は中国人だけだったという時代がありまして、円が安くなったりすると今度はベト

ナムということで、先ほど課長が言ったようにインドネシア、ラオス、ベトナム、カンボジ

ア、この辺が増えてきている、中国人がゼロになった。それはいいんですが、その過程の中

で、最初は元と円の関係もありまして、日本に来るメリットがあったので圧倒的に中国から

研修生として入っておったんですが、その後今言ったように入ってくる方々変わってきてい

ます。農協さん中心にもちろん一番研修生が多い、それから商系の皆さんも多い。 

  ところが最近は、特定技能になると嬬恋村で働いて、宮崎県に行って冬は宮崎でやってこ

っちへ帰ってくる、嬬恋で働いて、富山に行って、またキャベツになると嬬恋へ帰ってくる

というようなことを重ねて、３年やると特定技能で５年間、特定技能３号になると家族も入
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れていいですよというような制度に制度変更をしてきています。 

  ただここへ来まして、日本国の人口のうち380万人ぐらいが外国人。群馬県では、今７万

7,000人くらいが外国人。それと研修生で来ているのかどうかという数字は今はデータを持

っていませんけれども、いずれにせよ外国人が非常に増えて、それで嬬恋村のキャベツとか

昭和村の白菜とかは、外国人の労働力無くして成り立たない現実があるわけですので、とこ

ろが皆さんご存じのように、今、政府のほうでも外国人を何でも入れればいいというものじ

ゃないという空気もありまして、どの程度入れるのかということを制度設計を繰り返してい

る状況だという認識を持っていただいてると思いますが、特にある政党は、日本国を守れ、

日本人ファーストだというところは、外国人を入れるなという意見もある現実もあります。 

  そこでバランスを取ってもらって、しっかり我が村では第１次産業を守るために納税関係

であれば農林水産省に力のある人にお願いをしたり、しっかりして労働力だけは確保しなけ

れば、日本一のキャベツの村はキープできないと思っていますので、しっかり注意深く動向

を見守りながら、また、生産者の意見を農協さんの皆さんあるいは商系の皆さんに意見を聞

きながら対応していきたいと考えております。 

○議長（佐藤鈴江君） 12番、大野克美議員。 

○１２番（大野克美君） 村長に質問なんですけれども、同僚議員から先ほど人口減少に対し

て、今言った教育でも何でもどんどんしぼんでいくじゃないですか。だけど話を聞いていて

も何ら嬬恋の明るさが全然見えない、将来に対して。だけどこれをある程度、私はどっちか

というとこれを打破する力は、人口減少が起きてくるんだけれども、あと５年とか10年たつ

と嬬恋村に外国の人が入ってきていろんな種類、農業でも観光でも高度人材でも入ってくる。

そういう人たちが、嬬恋村にある程度定着して、それでその人たちがある程度一定の比率で

住んで、それで今度は若い人はみんな嬬恋村は三、四十年しか……その代わりになってくれ

るのは、将来５年、10年すると嬬恋に残ってくれたかなりいい外人の人ではないかと思うん

だよね。 

  村長、これからの５年、10年を考えていった場合は、嬬恋村の人口が減少してきますけれ

ども、大体外国人の嬬恋に入ってくれるパーセントがどれくらい割といいバランスだという

か、そんなことを考えたことありますか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 農業の労働力確保のためには、やはり国のほうの制度があれば有効に



－187－ 

活用させていただき、また国の制度のほうも当然積極的に活用させていただきながら第１次

産業は守れることは守りたいなと思っています。 

  また、観光面でも、大野議員さんところも多数の外国人で今までもいましたし、今後も必

要であろうと推測できますが、観光産業にとってもいわゆる労働力として、特定機能として

何百人かは特定技能として定住的に、あるいは移動しても構いませんけれども、国内で特定

技能として300人、400人ぐらいはいないとまずいのかなという認識を持っています。観光

も含めまして。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 12番、大野克美議員。 

○１２番（大野克美君） 今、村長は具体的にはどのくらいの数になればいいかとか出なかっ

たけれども、私はある程度嬬恋村が30人、40人しか生まれてこないじゃないですか。だか

らいい外人の人たちが増えて、それが30人、40人とかそういうふうに増えていくのは、割

と今後いい傾向ではないかと思っているんです。だからそれもちょっと頭に入れておいてい

ただきたい。 

  その次の質問で、今回、運転手さんと介護のこともここに今上げたんですけれども、特に

運転手さんの不足というのは、今後５年から10年たつとだんだん深刻になる。うちの中で運

転というとキャベツを取って、それを運んでいる運送屋さん、あるいはうちでいえば子供た

ちを運んだり、チョイソコでもそうだけれども、運転をする人は必要です。 

  今、日本中で運転手不足を起こしているんですけれども、みんなどんな対応してるかとい

うと、私よくインドネシアとかほかの外国に行くんですけれども、日本の企業が、例えばイ

ンドネシア、あるいはバングラディシュもそうかな、みんな教習所の人たちが、もう全部日

本と同じようなものを、インドネシアとかバングラディシュとかそういうところに造って、

それで向こうの将来日本に来たい人、全部そこでトレーニングしているんです。それである

程度言葉とか運転ができるようになったら、日本に来て、それで日本の運転免許を取って、

それでいろいろな運送会社とかそういうところで働いてる人がいるんです。 

○議長（佐藤鈴江君） 大野議員、質問は。 

○１２番（大野克美君） 村長、今言ったようなことをほかでは取っているんですけれども、

嬬恋村は何かそういうことを、今後の運転手不足に対して何か側面的にできるとか何かそう

いうようなことを考えたことありますか。 

○議長（佐藤鈴江君） 大野議員、運転手確保のために、嬬恋村としてできることはどういう

ことでしょうかということですか。 
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○１２番（大野克美君） そうです。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 具体的にそこまで頭でしっかり考えたことは今までございません。よ

ろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 12番、大野克美議員。 

○１２番（大野克美君） ほとんど村長の頭の中には、道路とかそういうことが頭の中で駆け

巡っているから、５年先のそういう運転手、もちろん介護のことはちょっと言わないですけ

れども、そういう人たちが本当に不足してくる、それでこういうことが獲得できないと社会

の一般のところが回らない時代が本当にあと何年かするとやってくるということです。それ

をぜひ頭に入れてほしいという私の希望です。 

  あと対応について、外国の人たちがある一定数増えてきときに、村長が今言った文化協会

とかそういうところと協力して、対応していただきたい。私がその中でも一番重要だと思っ

ているのは、言葉の問題なんです。日本語の。ですからこれは徹底的に日本語を教えるシス

テム、それは交流課が今後力を入れていくんですけれども、その力の入れ具合、そういうよ

うな面で何か特にこんなところにぜひ力を入れてみたいという、村長でもいいし、交流課長

でもいいから、何か答えられますか。 

○議長（佐藤鈴江君） 日本語教育における村としての取組はどうですかということですか。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 議員ご存じのように、国際交流協会において、毎週水曜日夜７時から

と思いますけれども、日本語教室をやっております。私個人的には想定以上に集まっていた

だいて日本語の勉強をしているという実態があるようでございます。 

  引き続き村外で働く方々、あるいは長野原、草津でも構いません、近隣の方々も一緒に日

本語を覚えていただいて、また、お互いの信頼関係もそこで醸成されると思われますので、

その活動は今後も続けてまいりたいと思っています。よろしくお願いします。 

○１２番（大野克美君） 言葉の問題非常に重要になりますので、ぜひその辺にさらに力を入

れていただきたい、そういうふうに願っています。 

  その次、今度は寄附金とふるさと納税の問題についてですけれども、村長がいつも言って

る中で、一番この財政でいつも言ってる言葉の中で、入るを量りて出ずるをなす、この言葉
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が頻繁に出るんですよね。だけど、私の感じで、入るを量りてという、とにかく収入を上げ

なければいけない、このために相当頭を使ってやらなきゃいけない。今言ったふるさと納税

とかそういうことを村長のほうで考えたりして、ふるさと納税のほうは結構実績が上がって

いるといいと思っているんですけれども、寄附金、それとふるさと納税の中で、企業版のふ

るさと納税も村長からよく出るよね。私の考えなんですけれども、ふるさと納税の場合だと、

いただいてもいろいろお返しするので半分出ていっちゃう。大ざっぱですけれども。 

  村長、質問なんだけれども、寄附金を集めるところで村長が入りを量りて動いた、全体、

ここ二、三か月でもいいけれども、何かそういう面で入りを量りてというところで俺はここ

に力を入れているというそういう分野は何かありますか。 

  出ずるをなすはいろいろ今私たちやっていますよね、ごみの問題から。入りを量りての入

り、ここだよね。 

  村長、俺はぜひここのところにこれだけ時間を費やしてきた、こういう面でこんなところ

に入りを量りてで一番力を入れていると、それは何かありますか。 

○議長（佐藤鈴江君） 収入を得るための努力をどのくらいしたかということですか。 

  村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 入るを量りて出ずるをなすということについては、村の財政を考えて

予算編成する過程の中で、村に入ってくるものというのは自由に入ってくるものがほとんど

ないわけであります。前も申しました基準財政需要額46億円はどうしても必要だ、基準財政

需要額があって、足りない税収は18億だ、その不足分については特別交付税でやりますよと

いうのは、地方財政の法律で決まっているシステムだと私は思っています。その中でも入り

を量りてということは、担当課長ともみんなで課長会議でも話しますけれども、やっぱり国

は補助金のある事業、こういうものは事業やるなら補助金があるかと。公民館造ると言った

ら公民館補助金が昔はあったんだけれども今はあるか、こういうことを確認しながら交付金

とか補助金とかこういうものをしっかり勉強して、事業についてはあるものが有効に活用し

ようということはします。 

  税収とか入ってくる項目というのは、20項目、30項目しかありませんから、その入った

範囲内で出ずるをなすということを原則として言いたいという言葉が、入ってくるものは限

度があります、出ずるをなすというのは、入ってくるものに応じて、家計でもそうです。入

ってくる収入以上の仕事はできません。借金ばかりできませんので、借金だってできる限度
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というのがありますから、やっぱり入りを量りて予算の支出、歳出を考えましょうというこ

とで原則だと思っています。よろしくお願いします。 

○議長（佐藤鈴江君） 12番、大野克美議員。 

○１２番（大野克美君） 入りを量りて、なるたけ補助金とか、何かそういう面で増やすと言

っているのが今の村長の考えだね。 

  私は最近、これは個人的に思っていることかも分からないんですけれども、ふるさと納税

と寄附金あるでしょう。役場の仕事のほかにもいろいろな団体でやっているんですけれども、

最近割と個人で多いのは、現金で寄附するんじゃなくて、かなり年齢が70とか80になって

いるんだけれども、東京都に住んでいたりして、山手線の中にいて、子供なんかがいないの

で、ぜひふるさと納税を現金じゃなくて、土地と建物で寄附したいという人が結構増えてき

ているんです。 

  土地と建物、例えば東京なんかだと、自分のある程度の土地の価格をやると、１億円、２

億円ぐらいするような人は結構多いんです。そういう人たちが、現金はないけれどもどこか

に寄附したい。なぜ寄附するんですかと聞くと、自分の親戚、その他子供とかそういうとこ

ろにやると、土地、建物でも２億円、３億円かかるものの半分くらいが贈与税で取られてし

まう。寄附したらいいんだけれども、譲り受ける人は半分ぐらい贈与税を払わなければいけ

ない。 

○議長（佐藤鈴江君） 大野議員、東京とかに持っている土地とか家屋をふるさと納税できる

かどうかという質問ですね。 

○１２番（大野克美君） ふるさと納税でもいいし、あるいは寄附金でもいい、村に譲り受け

た場合は、村は税金を払う必要が出てきますか。 

○議長（佐藤鈴江君） 税務会計課長、分かりますか。 

〔会計管理者兼税務会計課長 宮﨑由美子君登壇〕 

○会計管理者兼税務会計課長（宮﨑由美子君） ただいまの大野議員のご質問にお答えさせて

いただきたいと思います。 

  自治体が他の市町村の土地や財産を取得した場合は、自治体に対しては税金はかからない

と思いますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（佐藤鈴江君） 12番、大野克美議員。 

○１２番（大野克美君） 税務課長が、譲り受けるのが普通は兄弟だったり知り合いだと贈与

税とかかかっちゃうんですけれども、自治体だとかからないだろうと。 
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  これはある意味すごいチャンスで、さっき言った３億、４億円のものを村に寄附したいと

言った場合には、非常に村は助かります、ですからこういうようなものの情報を集めて、そ

れで嬬恋出身の人が、例えば東京に住んでいるけれども子供もいないから、ぜひそれを嬬恋

村に寄附しようと言った場合は、村としては非常に助かります。だからそういう情報を集め

て、それでそういうところにセールスに歩く。そういうのは、村長は今初めて聞いたかも分

からないけれども、それなら動けますか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） 嬬恋村に別荘を持っている方が、別荘の土地を年間に10軒、20軒く

らい村に寄附しますという方がいらっしゃいます。固定資産税払うなら寄附しますという方

があります。ただし道路が確定していること、それから基本的なインフラが確実になってる

こと、電線があるあるいは光ファイバーでＮＴＴも通じている、区画もしっかりしている、

こういうところならもらって代替地として活用できるのでいいでしょうということでは譲り

受けはします。ただし東京都の目黒区にある１坪500万のところを100坪あるから、そうい

うところを寄附してもらえと、こういうようなご意見なんですが、いまだかつてそういうこ

とを考えたことはございません。こちらからは。申し訳ございません。 

  ただし村で考えるというと、村でそれをリストアップしてそういうところへ寄附をお願い

しますという運動というのはどうなのかな。そんな時間的余裕とか、また、スタッフもそろ

えることは可能なのかなとさっきから思っていますが、なかなかハードルが高いのかなと思

っています。 

○議長（佐藤鈴江君） 12番、大野克美議員。 

○１２番（大野克美君） 私が言ったんですけれども、それもちょっと頭へ置いておいていた

だいて、そういう嬬恋の人たちと、昔こっちから出ていった人、そういう人たちに会うチャ

ンスがあったりしたら、今、嬬恋村は、役場を建てるのに非常にお金を必要としている。あ

るいはさっき私が言ったごみの処理も大変だと、あるいはそのうち話が進んでくると、ある

一定の金額を払っていく。そうすると現金がとにかく必要になってきますから、もし誰かが

寄附をしてくれると言ったら、非常に私たち村は助かりますので、それもちょっと頭に置い

ておいてもらって、情報を集めるか、嬬恋村は今、こういう面で役場の建て替えとかそうい

うことで非常にお金を必要としています。誰か出身者で嬬恋と関係している人で、誰かそれ

を嬬恋村に寄附してくれる人はいますかという情報発信をしていく、そういうようなことも、
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今後一つの助けになるのではないかなと思うんです。村長、どう思いますか。 

○議長（佐藤鈴江君） 村長。 

〔村長 熊川 栄君登壇〕 

○村長（熊川 栄君） ほかの市町村でそういう事例はあまり聞いたことがないんですが、ち

ょっと勉強させてください。 

○議長（佐藤鈴江君） 12番、大野克美議員。 

○１２番（大野克美君） 私もあまりそういう話を聞かないんですけれども、私が関係してる

団体に、最近やたらに年取った人がいて、お金はないんですけれども、自分が寄附できるも

のは土地とか家ですから寄附しますという人は本当に増えてきている。やっぱり私たち団塊

くらいの人もそろそろ亡くなってくるので、そういうことを考える時期に来ている。そうい

うことをこっちから何かのときに発信していく。それが最初ちっちゃくてもいいです。１個

か２個。入るを量りて出ずるをなすの入るを量りてというところを常に頭に、もちろん補助

金もあるけれども、そういうところに頭をチェンジして、頭に留めておいてください。 

  そんなところで質問を終わります。 

○議長（佐藤鈴江君） 12番、大野克美議員の一般質問は終わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎閉会中の継続審査申出について 

○議長（佐藤鈴江君） 日程第２、閉会中の継続審査申出についてを議題といたします。 

  各委員会の委員長から、委員会における調査中の事件について、会議規則第74条の規定に

よってお手元に配付しました申出一覧表のとおり、閉会中の継続審査の申出がありました。 

  お諮りいたします。各委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査とすることにご異議ご

ざいませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（佐藤鈴江君） ご異議ありませんので、各委員長からの申出のとおり、閉会中の継続

審査とすることに決定しました。 

 

──────────────────────────────────────────── 
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◎閉議及び閉会の宣告 

○議長（佐藤鈴江君） これによって、本議会に付議された案件の審議は全て終了いたしまし

た。 

  よって、令和８年第２回嬬恋村議会定例会を閉会いたします。 

  大変お疲れさまでした。 

 

閉会 午後 ３時５０分 
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